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（注１）

本書において使用する下記の語句は、異なる記載がないか又は文脈上、別異に解すべき場合でない限り、それぞれ以下の意

味を有するものとします。

・　「実質株主」とは、当社株式の実質的な株主をいいます。

・　「北京センチュリー・メディア・カルチャー」とは、北京センチュリー・メディア・カルチャー・カンパニー・リミテッ

ドをいいます。

・　「Beijing Alpha」とは、北京アルファ・ファイナンシャル・エンジニアリング・リミテッドをいいます。

・　「BOABC」とは、北京オリエント・アグリビジネス・コンサルタント・カンパニー・リミテッドをいいます。

・　「中国」とは、中華人民共和国をいいます。

・　「当社」、「提出会社」又は「新華ホールディングス」とは、新華ホールディングス・リミテッドをいいます。

・　「ケイマン会社法」とは、ケイマン諸島の会社法第22章（1961年法律３統合・改正済）をいいます。

・　「イーコンワールド」とは、イーコンワールド・メディア・リミテッドをいいます。

・　「本取引所」とは、株式会社東京証券取引所をいいます。

・　「金融商品取引法」とは、金融商品取引法（昭和23年法律第25号。その後の改正を含む。）をいいます。

・　「FTSE」とは、フィナンシャルタイムズとロンドン証券取引所の合弁会社であるFTSEグループをいいます。

・　「FXI」とは、FTSE新華インデックス・リミテッドをいいます。

・　「GMS」とは、GMSエデュケーション・カンパニー・リミテッドをいいます。

・　「GLC」とは、グラス・ルイス・アンド・カンパニー・エルエルシーをいいます。

・　「香港」とは、香港特別行政区をいいます。

・　「香港ドル」とは、香港特別行政区の法定通貨である香港ドルをいいます。

・　「IFRS」とは、国際財務報告基準委員会が発行した国際財務報告基準をいいます。

・　「日本GAAP」とは、日本において一般に公正妥当と認められる会計原則をいいます。

・　「JASDEC」とは、株式会社証券保管振替機構をいいます。

・　「日本円」又は「円」とは、日本国の法定通貨である日本円をいいます。

・　「キジューン」とは、キジューン・エデュケーション・カンパニー・リミテッドをいいます。
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・　「関東財務局」とは、財務省関東財務局をいいます。

・　「マージェント」とは、マージェント・インクをいいます。

・　「MNI」とは、マーケット・ニュース・インターナショナル・インクをいいます。

・　「POBO」とは、上海・ポボ・データ・アンド・インフォメーション・ネットワーク・コンサルティング・カンパニー・リ

ミテッドをいいます。

・　「人民元」とは、中国の法定通貨である人民元をいいます。

・　「SFE」とは、上海・ファー・イースト・クレジット・レーティングス・リミテッドをいいます。

・　「SMRA」とは、ストーン・アンド・マッカーシー・リサーチ・アソシエイツ・インクをいいます。

・　「SMRAI」とは、SMRA・インターナショナル・インクをいいます。

・　「テイラー・ラファティー」とは、テイラー・ラファティー・アソシエイツ・インクをいいます。

・　「トンシン」とは、上海同鑫（トンシン）インフォメーション・テクノロジー・コンサルティング・カンパニー・リミ

テッドをいいます。

・　「トップスカイ」とは、新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リ

ミテッドをいいます。

・　「U－ラーニング」とは、U－ラーニング・インターナショナル・インク（通称：メイファ）をいいます。

・　「米ドル」とは、アメリカ合衆国の法定通貨である米ドルをいいます。

・　「ワシントン・アナリシス」とは、ワシントン・アナリシス・コーポレーションをいいます。

・　「当社グループ」とは、当社及びその連結子会社をいいます。

・　「XFN」とは、新華ファイナンシャル・ネットワーク・リミテッドをいいます。

・　「XNA」とは、中国の正式な国家通信社である新華通信社をいいます。

 

（注２）

当社グループの財務諸表の米ドルと日本円との換算は、便宜上、財務諸表等規則第132条の規定に基づき、2013年12月30日

現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値である１米ドル＝105.39円で行われております。金額は、別

途明記される場合を除き、千米ドル単位（四捨五入）及び百万円単位（四捨五入）で表示されております。なお、当該円換

算額は、単に便宜上の表示を目的としており、米ドルで表示された金額が上記の相場で実際に円に換算されることを意味す

るものではありません。

当社グループの財務諸表の米ドルと香港ドルとの換算については、１米ドル＝7.80香港ドルの外国為替交換レートを使用し

ております。

 

（注３）

本書中の表の計数が四捨五入されている場合、合計は計数の和と一致しないことがあります。
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第一部【企業情報】
 

第１【本国における法制等の概要】
 

１【会社制度等の概要】

(1）提出会社の属する国・州等における会社制度

ケイマン会社法

　当会社は、ケイマン諸島においてケイマン会社法に従い設立されているため、ケイマン諸島法に従い運営されており

ます。ケイマン会社法の各条項は、大要以下のとおりですが、適用される全ての資格要件や例外事項を包含し、又はケ

イマン会社法及び税制に関する全ての事項を完全に記載したものではなく、各準拠法におけるこれらに相当する条項に

より異なる場合があります。

 

運営方法

　当社は免除会社であるため、当社の運営は、主としてケイマン諸島外において行わなければなりません。当社は、毎

年ケイマン諸島における会社登記官（Registrar of Companies）宛てに年次報告書を提出し、発行される株式資本に基

づき計算される手数料を支払う必要があります。

 

株式資本

　当社の授権株式資本は香港ドル建てとなっております。一般的に、ケイマン諸島の会社の株式は額面又は無額面株式

により構成されており、記名式又は無記名式の様式により発行されます。当社の場合、基本定款により株式は記名式で

発行されるものと規定されております。当社の普通株式は額面20香港ドルの額面株式です。

　ケイマン会社法によると、会社が株式をプレミアム付きで発行する場合、その払込みが現金であるか否かにかかわら

ず、当該株式のプレミアムに係る価値の合計額は、株式払込剰余金勘定（Share Premium Account）と呼ばれる勘定に計

上される必要があります。これらの条項は、会社の選択により、他の会社の買収又は消却の手法に従い割当てられ、プ

レミアム付きで発行される会社の株式に係るプレミアムに対しては適用されないものとされる場合があります。また、

ケイマン会社法によると、株式払込剰余金勘定は基本定款及び附属定款において、(a）株主に対する割当又は配当の支

払い、(b）全額払込済の株式として株主に対して発行される、会社の未発行株式に対する払込み、(c）ケイマン会社法

第37条の条項に従った自己株式の買取及び償還、(d）会社の予備的な費用の清算、(e）会社の株式又は債券の発行に係

る費用、支払済手数料又は割引分の清算、及び(f）会社の株式又は債券の償還又は買取におけるプレミアム額の提供の

際に、各条項（もしあれば）に従い、当該会社に適用されるものとされています。

　なお、かかる株式払込剰余金勘定からの株主に対する割当及び配当は、当該割当又は配当がなされるべき日の翌日

に、会社が通常の業務過程において支払期日の到来する負債を支払うことができる場合でない限り、行うことができな

いものとされています。

　また、ケイマン会社法には、株式による責任制限がなされている会社又は保証によって責任制限がなされた株式資本

を有する会社は、附属定款において規定されていれば、株主総会の決議により以下のとおり基本定款を変更することが

できます。

(a）適当と判断される額の新株の創設により株式資本を増加すること

(b）全部又は一部の株式資本（無額面株式を除きます。）を併合又は分割し、既存株式よりも大きい額とすること

(c）全部又は一部の払込済株式（無額面株式を除きます。）を資本に転換し、資本を払込済株式（額面金額を問いませ

ん。）に再転換すること

(d）株式の全部（無額面株式を除きます。）又は一部を再分割し、基本定款に定める額よりも小さい額の株式とするこ

と。但し、当該再分割において、当該各減額された株につき、払込済の額と払込未完了（もしあれば）の額の割合

は、当該減額された株が由来する株式と同等とならなければならないものとされています。
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(e）いずれかの者により引受けられず又は引受けることにつき合意がなされていない株式を（これにつき決議がなされ

た日において）消却し、当該消却された株式の額につき株式資本を減額すること、若しくは無額面株式の場合には

資本が分割される株式の数を減額すること

 

　ケイマン会社法は、株式による責任制限がなされている会社又は保証により責任制限がなされている株式資本を有す

る会社は、附属定款に規定がある場合、裁判所の承認を得て、特別決議により株式資本をどのようにも減ずることがで

きるものと規定しております。

　条項上特別の種類の株主に対しては、その権利を変更するためにはこれらの株主の承諾を取得することを要求する一

定の保護が与えられる旨規定されております。また、発行済の当該種類の株式につき特定の持分割合を有する株主の承

諾、又はこれらの株式の保有者による個別の総会において決議が承認されること、が要求されております。

 

会社又は持株会社の株式購入に対する資金援助

　適用される法律に従い、当会社は取締役及び従業員、その子会社、その持株会社又はかかる持株会社の子会社に対

し、当該者が当社の株式若しくは子会社又は持株会社の株式を購入することができるよう、資金援助を行うことができ

るものとされております。更に、適用されるあらゆる法律に従い、当社は、信託受託者に対し、当社、子会社、持株会

社又は持株会社の子会社の従業員（月額報酬を受領している取締役を含む。）のために当社の株式若しくは子会社又は

持株会社の株式を取得することができるよう、資金援助を行うことができるものとされております。

　ケイマン諸島には、会社が、自らの又は持株会社の株式を購入又は引受けさせるために行う、他の者に対する資金援

助に関する条項についての確立した規定は存在いたしません。したがって、会社は、取締役が自らの注意義務を果た

し、誠実に行為するに際し、会社の利益のため適切な目的のため、かかる資金援助が適切に与えられ得ると判断する限

り、資金援助を行うことができることになります。かかる資金援助は、独立した当事者間の取引として行う必要があり

ます。

 

会社及び子会社による株式及びワラントの購入

　ケイマン会社法の条項に従い、株式により責任制限がなされている会社又は保証により責任制限がなされている株式

資本を有する会社は、附属定款に規定がある場合には、会社又は株主の選択により償還される株式又は償還される義務

を負う株式を発行することができ、疑義を避けるために申し述べると、そのような株式が償還される義務を負うと定め

るために、会社の付属定款の条項に従い、株式に付与される権利が変更されることは、適法です。これに加えて、かか

る会社は、附属定款に規定がある場合、償還可能株式を含む自らの株式を購入することができます。但し、附属定款に

おいて購入の方法並びに条件が規定されていない場合、会社は、株主総会の普通決議にて株式の購入方法が決定されな

い限り、いかなる自己の株式も購入することができないものとされております。疑義を避けるために申し述べると、会

社の付属定款又は株主総会の決議は、会社の取締役に対し、買戻しの方法及び条件の決定を授権することができ、ま

た、付属定款又は決議によって設けられた制限の範囲内で、付属定款又は普通決議の内容と矛盾しない償還又は買戻し

を授権することができます。また、会社は、いかなる場合においても、全額払込済みでない株式を償還し又は購入する

ことはできません。加えて、会社は償還又は購入の結果、会社の株式を保有する株主が存在しなくなる場合には、いか

なる株式も償還又は購入することができません。なお、自己株式の償還又は購入のために行われる資本金からの会社に

よる支払は、払込がなされるべき日の翌日において、会社が通常の業務過程において支払期限が到来する負債を支払う

ことができる場合でない限り、これを行うことができないものとされています。

　会社は、関連するワラント文書又はワラント証の諸条件に従い、自らのワラントを購入することを禁じられておら

ず、これを購入することができるものとされております。ケイマン諸島法において、会社の基本定款又は附属定款にこ

れらの購入についての特定の規定を置くことは求められておらず、取締役はその附属定款に規定されるあらゆる種類の

財産を売買又は取引することができる一般的な権限に依拠することができます。

　ケイマン諸島法において、子会社は持株会社の株式を保有することができ、一定の状況において、かかる株式を取得

することができるものとされています。
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株式の譲渡

　ケイマン会社法上、会社の株式の譲渡に関する条項は存在しないため、株式の譲渡に際しての要件は、会社の基本定

款又は附属定款によって定められることになります。但し、ケイマン会社法上、死亡株主がその遺言執行人により行う

株式その他の利益の譲渡は、当該遺言執行人自身が株主でない場合であっても、その者が当該譲渡文書の実行の時点に

おいて株主であったのと同一の有効性を有する旨の規定が存在します。

 

株主総会

　会社の株主総会の招集、議事及び議決に関する規則は、会社の基本定款又は附属定款に従って決定されます。基本定

款又は附属定款において、総会の招集方法につき規定がない場合には、株主３名により株主総会を招集することができ

ます。基本定款又は附属定款において、招集通知の期間につき規定がない場合には、各株主に対し５日前の通知がなさ

れることにより総会を開催することができます。基本定款又は附属定款において、総会の議決につき規定がない場合、

各株主はそれぞれ１議決権を有するものとされています。

 

配当及び分配

　ケイマン会社法第34条を除き、配当の支払に関連する規定は存在しません。ケイマン諸島において説得性があるとみ

なされている英国判例法に基づき、配当は利益を原資としてのみこれを行うことができます。これに加え、ケイマン会

社法第34条は、支払能力に係る調査及び基本定款及び附属定款の条項（もしあれば）に従った株式払込剰余金を原資と

する配当の支払いと分配を認めています（詳細は、上記「株式資本」をご覧下さい。）。

 

少数株主の保護

　ケイマン諸島法上、株主は、一般法並びに特に会社の基本定款及び附属定款に従って会社の問題を取扱う資格を有し

ています。

　ケイマン諸島の裁判所は、通常の場合において、(a）越権又は違法であることを理由とする訴訟、(b）少数株主に対

する詐欺を構成し、当該行為をした者が自ら会社を支配していることを理由とする訴訟、また(c）不公正な方法によ

り、一定の（又は特別の）多数による賛成が要求されている決議を通したことにつき、会社の名において、代表訴訟又

はその他の付随する訴訟を提起することを認める英国の判例法に従うことが期待されているといえます。

　株式資本が株式に分割されている（銀行以外の）会社の場合、裁判所は、発行済株式の５分の１以上の株式を保有す

る株主の申請により、検査役を選任し、裁判所が指示する方法による会社の状況の調査及び報告を求めることができる

ものとされております。

　いかなる株主も、裁判所に対し、当該会社につき裁判所が解散することが正義及び衡平に適うと判断した場合には解

散を命ずべき旨請求することができます。

　株主による会社に対する請求は、基本的には、ケイマン諸島において適用される一般的な契約法理又は不法行為に基

づくものであるか、若しくは会社の基本定款又は附属定款により設定された株主としての権利に基づくものである必要

があります。

 

経営

　一般的には、会社の事業は基本定款及び附属定款に従い行われます。当社の附属定款は、当社の事業は株主総会にお

いて当社により行使されることが法令又は附属定款において要求されているものでない全ての権限を行使することがで

きる当社の取締役会により、管理され運営されるものとしています。但し、法令、定款及び株主総会において会社によ

り規定されたあらゆる規則に従うものとします。

　ケイマン会社法は、取締役が有する会社の資産処分権限につき特段の制約を置いておりません。しかしながら、一般

法上、取締役、マネージング・ディレクター及び秘書役を含む会社のあらゆる役員は、その権限を行使し、その義務を

履行する際に、会社の最善の利益の観点から、信義に従い誠実に行為しなければならず、合理的に分別のある人間が同

様の状況において用いるべき注意、努力及び技能を行使する義務を負担しております。

 

EDINET提出書類

新華ホールディングス・リミテッド（新華控股有限公司Ｘｉｎｈｕａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ）(E05951)

有価証券報告書

  5/127



会計に関する規定

　会社は、(i）会社によって受領され消費される金銭の総額や、受領及び出費が生じることに関する事項、(ii）会社に

よる全ての商品の売買につき、適切な会計帳簿を作成しなければなりません。

　当社の状況について真実かつ公正な概観を与え、及びその取引を説明するために必要な帳簿が作成されていなけれ

ば、適切な会計帳簿が作成されていないとみなされるものとされています。

 

取締役に対する貸付

　ケイマン会社法上、会社が取締役に対して貸付を行うことを禁じる明文規定は存在いたしません。

 

会社書類の調査

　当社の株主はケイマン会社法上、株主名簿又は当社の記録を調査し又はその写しを取得する一般的な権利を有してい

ません。但し、当社の定款に規定されればその内容に従った権利が認められます。

　免除会社は、附属定款の規定に従い、主たる株主登録簿と、ケイマン諸島の内外を問わず、取締役が随時適当と判断

する場所に従たる支店登録簿を置くことができます。ケイマン会社法上、免除会社について、ケイマン諸島の会社登記

官に対し株主を報告することを要求する規定は存在しません。したがって、株主の氏名及び住所は、公衆の縦覧に供さ

れる事項ではなく、公衆の調査のために利用することもできません。

 

清算

　会社は、裁判所の命令又は株主総会における特別決議により清算されることができます。裁判所は、様々な特定の条

件、例えば裁判所が清算することが正義及び衡平に適うと判断する場合等に、清算を命ずることができます。

　会社は、株主が株主総会の特別決議によって決議した場合、存続期間が限定された会社については、基本定款に定め

られる会社の存続期間が満了したとき、又は基本定款において会社が清算されるべきと規定される事由が生じたとき、

自発的に清算されます。自発的な清算の場合、当該会社は当該自発的解散の決議が承認されたとき、上記期間が満了し

又は上記事由が発生したときにその事業の継続を中止する義務を負います。

　会社を清算し、裁判所を支援して手続を実行する目的上、公的清算人と称される一人以上の者が選任され、裁判所は

条件付又は無条件で、裁判所が適当と判断する方法により、かかる職にかかる者を選任することができ、二人以上の者

がかかる職に選任された場合、裁判所は、公的清算人によって行うことが要求され又は授権されている行為が、全清算

人によってなされるべきものであるか、一人又は二人以上の清算人によってなされるべきものであるかを宣言するもの

とされています。裁判所はまた、選任に際し公的清算人に与えられる保証の有無及び程度を決定することができるもの

とし、公的清算人が選任されず、又は公的清算人を欠いたとき、会社の全ての資産は裁判所の管理下に置かれます。株

主が株主総会において自発的に会社を清算する場合、会社は株主総会において、会社の事業を清算し残余財産を分配す

るため、一人以上の清算人を選任しなければならないものとされています。

　清算人が選任される際、会社の事業に関する責任は全て清算人がこれを負うものとし、清算人の承諾がない限り、以

後いかなる経営上の行為もなされ得ないものとされます。清算人の義務は会社の資産を回収し（出資者からの支払期限

が到来している額（もしあれば）を含みます。）、債権者リストを作成し、上位かつ担保権付債権者の権利、劣後特

約、相殺権又はネッティング請求権に従い、会社の債務を（完全に履行するのに十分な資産がない場合には按分比例

で）履行すること、また、出資者（株主）のリストを作成し、株式に付された権利に従い残余財産（もしあれば）を分

配することです。

　清算人は、会社の事業が完全に清算され次第、清算がいかに行われ、会社財産がどのように処分されたかを示した会

計帳簿を作成し、その計算結果を提示して説明を行うための株主総会を招集します。

 

会社再建

　会社再建又は合併の目的で招集された株主総会において、出席する株主、種類株主又は場合によっては債権者の75％

に相当する多数により承認され、その後裁判所において認可された場合、会社再建又は合併を利用することができる旨

の明文規定が存在します。他方で、これに反対する株主は、裁判所に対し、承認によって指向される取引はその株式に

つき株主に対して公平な価値を提供しない旨意見を述べる権利を有しており、裁判所はマネジメントを代理する詐欺的

行為又は不実に関する証拠がないというのみの理由により、かかる取引を否決することは通常できません。

 

吸収合併及び新設合併

　裁判所による認可を必要としない吸収合併及び新設合併のメカニズムが2009年より導入されました。各構成会社の取

締役は、吸収又は新設合併の計画を書面で承認する必要があり、また当該合併計画書は(a）各構成会社の株主の特別決

議及び(b）もしあれば、当該構成会社の付属定款において定められているその他の授権による承認を受ける必要があり
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ます。また、裁判所の免除がない限り、各構成会社に関する固定担保又は浮動担保の担保権者による同意が必要です。

更に、合併に反対するケイマン会社の構成会社の株主は、保有する株式の公正な価格での買取りを求める権利を有して

います。

 

強制買収

　会社より他の会社の株式についての提案がなされ、その提案から４ヶ月以内に、提案の対象となった株式の90％以上

の株式を有する株主がこれに賛成した場合、その提案者は当該４ヶ月経過後の２ヶ月以内に、規定の方法による通知に

より、これに反対する株主に対し、その株式を当該提案の条件で譲渡するよう要求することができるものとされていま

す。反対株主は、かかる譲渡を拒絶する旨の通知から１ヶ月以内に、ケイマン諸島の裁判所に対し訴えを提起すること

ができます。この場合、裁判所がその裁量権を行使すべきことは、当該反対株主がこれを示さねばならず、これは詐欺

的行為又は不誠実、若しくは提案者と少数株主を不公平に排除する手段としての提案に承認した株主との間の通謀につ

いての証拠がない限り認められることは困難であるといえます。

 

補償

　ケイマン諸島法は、定款の補償に関する規定は裁判所において公共の政策（例えば、犯罪を犯した結果に対して補償

を与えることを企図するなど）に反するものでない限り、会社の附属定款が役員及び取締役に対しどの程度の補償を与

えるかにつき規定しておりません。

 

(2）提出会社の定款等に規定する制度

　当社は、ケイマン会社法に基づき、有限責任の免除会社として、2004年１月５日付で、ケイマン諸島において設立さ

れました。当社は免除会社であるため、当社の運営は主としてケイマン諸島外において行われる必要があります。

 

基本定款及び附属定款

 

株主総会

　年次株主総会及び特別決議を得るために招集される臨時株主総会は、21日以上前に書面により招集され、その他の臨

時株主総会は、14日以上前に書面により招集されます。いずれの株主総会の通知も、附属定款の条項又は当該株主が保

有する普通株式の発行要項等において通知の受領権限がないものとされる株主を除き、全ての株主及びその時点におけ

る監査人に対してなされることになります。

　なお、いずれの株主総会においても、採決が開始されたときに定足数を満たしていない限り、議長の選任を除き、い

ずれの決議も行われることはないこととされています。

　定足数は、株主２名が、自ら又は委任状により出席することをもって足りるものとされています。但し、特別決議に

付すべき議案については、定足数は総議決権の３分の１以上の議決権に相当する株式を有するものの出席を要するもの

とされます。

　附属定款の目的上、株主である法人は、当該法人の取締役会その他の意思決定機関の決議により適法に授権された代

表者により代表された者が、関連する株主総会又はその他の関連する種類株主総会において代表者として行為すること

により、自ら出席したものとみなされます。これらの適法に授権された代表者は、自ら代表する当該法人に代わり、当

該法人が個人株主である場合に行使することができる権限と同一の権限を行使することができるものとします。

　当社株式のうちの別異の種類の株主による種類株主総会の定足数は、以下の「権利の修正」に記載されています。
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特別決議－特別多数の賛成が要請されるもの－

　附属定款の規定に従い、特別決議は、特別決議による議案の提案を行う意思を明確にした中21日以上事前の通知が適

法になされた株主総会において、自ら議決権を有する（株主が法人である場合には適法に授権された代表者によるもの

とし、代理人による出席が許容されている場合には委任状によるものとします。）出席株主の３分の２以上の多数の賛

成により決議される必要があります。但し、これらの株主総会に出席し議決権を行使することができる全ての株主が同

意した場合には、中21日以上事前の通知がなされない総会における特別決議事項として提案され決議されることができ

るものとします。また、特別決議に係る書面の写しは、決議の通過の日から15日以内に、ケイマン諸島における会社登

記官に回付されなければならないものとされています。

　なお、定款上、普通決議は、定款に従い開催される株主総会において、自ら議決権を有する（株主が法人である場合

には適法に授権された代表者によるものとし、代理人による出席が許容されている場合には代理人によるものとしま

す。）出席株主の単純過半数の賛成により決議されるものを意味すると規定されています。

 

普通株式に付された議決権

　普通株式に随時付された議決に関する特別の権利及び制限のもと、株主総会においては、自ら又は代理人（株主が法

人の場合には、適法に授権された代表者）により出席する全ての株主は、一議決権を保持します。そして、投票による

場合、自ら又は代理人（株主が法人の場合には、適法に授権された代表者）により出席する全ての株主は、当該株主が

保有する株式ごとに一議決権を保持します。

　但し、当該総会に係る一定の基準日において株主として登録され、当社から株主に対する期日が到来した全ての履行

請求及び分割金の支払いがなされていない限り、いかなる株主も議決権を有さず又は定足数と認められないものとされ

ています。

　なお、特定のクリアリングハウス（又はその被指名者）が当社の株主となった場合、当該機関は、いかなる株主総会

又は種類株主総会においても、当該機関が適当と認める者にその代表者として行為することを授権することができま

す。但し、複数の者が授権された場合には、当該授権は、その授権に係る株式数及び種類を特定してなされるものとし

ます。当該条項に従い授権された者は、当該事実に関する別異の証拠を要することなく適法に授権されたものとみなさ

れ、当該特定のクリアリングハウス（又はその被指名者）に代わって、その者がクリアリングハウス（又はその被指名

者）により保持された普通株式の登録株主である場合と同一の権限（その者が挙手採決において個別に議決することが

できる権利を含みます。）を行使することができるものとします。

　ケイマン法又は当社の定款には、居住地を理由とする株主による株式の保有又は議決権について課された制約は存在

しません。但し、当社の定款は、宣言された配当の全て又は一部を充足するための株式の割当て、募集又はオプション

の付与又は処分、若しくは株式の発行を行う際において、登録証その他の特別の様式が存在しないことによりこれらの

割当て、募集、オプション又は株式発行が違法又は実務上不可能であると当社が判断した特定の地域において、これら

の割当て、募集、オプション又は株式発行を行うことを義務づけられるものではないこととされています。

 

少数株主の保護

　ケイマン諸島の大裁判所は、発行された普通株式の５分の１以上の株式を有する株主の要求により、当該大裁判所が

指示する方法により、当社の事業を調査しこれを報告する検査役を選任することができるものとされています。

　また、全ての株主は、ケイマン諸島大裁判所に対し、裁判所が解散することが正義及び衡平に適うと判断した場合に

は解散を命ずべき旨請求することができます。

　株主による当社に対する請求は、基本的には、ケイマン諸島において適用される一般的な契約法理又は不法行為に基

づくものであるか、若しくは当社の基本定款及び附属定款により設定された株主としての個人の権利に基づくものであ

る必要があります。

　ケイマン諸島の裁判所は、少数株主に対して、当社の名義において、(a）越権又は違法であることを理由とする訴

訟、(b）少数株主に対する詐欺を構成し、当該行為をした者が自ら当社を支配していることを理由とする訴訟、また

(c）不公正な方法により、一定の（又は特別の）多数による賛成が要求されている決議を通したことにつき、代表訴訟

又はその他の付随する訴訟を提起することを認める英国の判例法手続に従うことが期待されています。
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先買権

　ケイマン諸島法又は当社の基本定款及び附属定款上、新規に発行する普通株式に対して適用される先買権は存在しま

せん。

 

清算に係る権利

　普通株式の各種類の株式に随時付される清算中の残余財産の分配に関する特別の権利、特権及び制限に従い、(i）当

社が清算され株主に分配され得る財産が、当該清算の開始時点において払込済みの資本の全額を充足する場合、当該超

過分は、各株主が保有する普通株式につき、当該清算開始時点において払込済みの額の割合に応じ、株主間で按分して

分配されるものとし、(ii）当社が清算され株主に分配され得る財産が、払込済みの資本の全額に足りない場合、これら

の資産は、当該不足分が、各株主が保有する普通株式につき、当該清算開始時点において払込済みの額に応じて負担さ

れるよう分配されるものとされています。

　当社が清算された場合、清算人は、特別決議の承認及びケイマン会社法が要求するその他の承認に従い、当社の資産

の全部又は一部（資産が、１種類の財産から構成されるか否かを問いません。）を、株主間において正貨又は現物で分

配することができ、また、分配目的において、１種類以上の財産につき清算人が公正とみなす評価を行うことができ、

かつ、全株主間又は異なる種類の株主間における分配の実施方法を決定することができるものとされています。また、

清算人は、同様の承認に従い、資産の一部を株主の利益のために、清算人が同様の承認に従い適切と考える信託に帰属

させることができます。但し、これによりいかなる株主も、株式又はその他の証券のうち責任を伴うものに関して、受

領を強制されないものとします。

 

権利の修正

　株式資本（以下に規定されます。）に関するものや、登録事務所の所在地に関するものを除き、当社の基本定款及び

附属定款の変更は、特別決議によらなければ、これを行うことができません。

　ケイマン会社法に従い、種類株式に付されたいずれの特別の権利も（当該種類株式の発行要項において別異の規定が

なされない限り）、当該発行済み種類株式の額面計算で４分の３以上の株主の書面による承諾により、若しくは当該種

類株式の保有者による個別の株主総会において通過した特別決議による承認により、変更され、修正され、又は撤回さ

れる場合があります。

　株主総会に関する当社の附属定款の規定は、全てのかかる個別の株主総会について準用されますが、その結果、延会

を除く当該個別の株主総会の目的上、定足数が、関連する総会の日付において額面計算で当該発行済み種類株式の３分

の１以上を（委任状による代理により）保有する単独又は複数であることとなった場合には、当該種類株式の全ての株

主は当該株主によって保有される全てのこれらの株式につき１議決権を有する投票を行うことができるものとし、ま

た、自ら又は委任状により出席する当該種類株式の株主は投票を要求することができるものとします。これらの株主総

会の延会において、定足数は、自ら又は委任状により出席する２名の株主（当該株主が保有する普通株式の数を問いま

せん。）とします。

　いかなる種類の株式の株主に対して付与された特別の権利も、当該株式に付される権利又は当該株式の発行要項に明

示的に規定される場合を除き、新たな同等の地位を占める普通株式の創設又は発行により、変更されるものとみなされ

ません。

 

資本の変更

　当社は、随時普通決議により、

(a）決議の定めるところにより、資本の合計額の当該種類株式に分割するため、増資し、

(b）資本の全部又は一部を当該種類の既存の株式よりも大きい金額の当該種類株式に併合し、分割し、

(c）ケイマン会社法の規定に従い、決議が成立した日においていずれかの者によっても引受けられず又は引受同意もさ

れていない株式を消却し、また、かかる消却のなされる株式の額だけ当社の資本の額を減じ、

(d）当社の株式又はその一部を、基本定款及び附属定款に定める（但し、ケイマン会社法に従う）金額よりも小さい金

額の株式に再分割し、また、当該決議により、再分割によって生じた株式の保有者の間で、株式の一つ以上がかか

る優先的又はその他の特別な権利を有することができるか又は他の株式と比べて当社が未発行株式若しくは新株式

に付すことができる制約に従うことを定め、又は

(e）その株式を数種に分割し、既存の株式の保有者に対して事前に付与された特別な権利を害することなく、優先的、

劣後的、適格若しくは特別な権利、特権、条件又は株主総会における当社の決定がない場合には取締役が定める制

限をそれぞれかかる株式に付す

ことができます。
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　当社は、ケイマン会社法により要求される確認又は承諾に従い、特別決議により、法令によって認められた方法に従

い、当社の資本又はその他の資本償還準備金を減少させることができます。

 

株式の譲渡

　当社の附属定款の適用ある制約に従い、当社の株主は、通常若しくは共通の様式、当社の株式が上場される証券取引

所が規定する様式、又は取締役会が承認するその他の様式の譲渡証書により、その株式の全部又は一部を譲渡すること

ができます。

　当社の取締役は、以下の事由による場合を除き、いかなる譲渡についても名義書換登録を拒絶することができます。

(a）譲渡証書が、関連する当該株式の証書及び取締役が合理的に要求する当該譲渡を行うための譲渡人の権限を示すそ

の他の証拠とともに当社に保管されている場合

(b）譲渡証書が１つの種類の株式に関するものである場合

(c）（押印が要求される場合において）譲渡証書に適切に押印されている場合

(d）共同の保有者に対して譲渡される場合には、当該株式が譲渡される共同株主の数が４名を超えていない場合、及び

(e）当社の株式が上場される証券取引所が支払うべきであると定める最高金額（又は取締役会が随時要求するそれを下

回る金額の費用）がそれに関連して当社に支払われる場合

　取締役が譲渡に係る名義書換登録を拒絶する場合、当該取締役は、譲渡証書が保管された日から２ヶ月以内に、各譲

渡人及び譲受人に対し、かかる拒絶通知を送付するものとします。

　譲渡に係る名義書換登録は、１以上の日刊紙による公告又は電磁的方法により通知の上留保され、当該登録は、取締

役が随時決定する時点において随時決定する期間閉鎖されることができるものとします。但し、譲渡人の登録は当社の

取締役が決定するいかなる年においても30日以上留保又は閉鎖されないものとします。

 

自己株式の買取り

　当社は、ケイマン会社法及び附属定款により、一定の制限のもと当社の株式を購入する権限を与えられています。当

社の取締役は、ケイマン会社法、基本定款又は附属定款に従い、また本取引所又は他の一定の証券取引所により随時な

される要求に従い、当社に代わって当該権限を行使することしかできないものとします。

 

配当

　ケイマン会社法に従い、株主総会において、当社はいかなる通貨によっても配当を宣言することができますが、かか

る配当は当社の取締役によって上程された額を上回ることはできないものとします。配当は、当社の利益（認識されて

いるか否かを問いません。）又は利益から取り分けられた準備金のうち当社の取締役が不要と判断したものを原資とし

て宣言され、支払うことができます。また、特別決議による承認により、株式払込剰余金勘定又はその他ケイマン会社

法に従い当該目的のため許容された基金又は勘定を原資として宣言されることもできます。

　株式に付された権利又は株式の発行要項に別異に規定される場合を除き、(i）全ての配当は当該配当が支払われる株

式の払込み額に応じて宣言され支払われるものとしますが、払込み要求に先立って株式につき払込まれる額は、当該目

的上その株式につき払込済みであるとして取扱われないものとし、(ii）全ての配当は、当該配当が支払われる一定の期

間株式につき払い込まれた額に応じて按分にて分配及び支払われるものとします。

　当社の取締役は、請求又は分割払いその他により株主が当社に対してその時点において支払うべき額の総額（もしあ

れば）につき、当該株主に対して支払うべき配当又は特別配当より差し引きすることができます。

　いかなる配当その他株式につき又は株式に関して当社により支払われるべき金銭も、利息が付されないものとしま

す。当社の株式資本につき支払い又は宣言が提案される配当に関し、当社の取締役は、(i）かかる配当は、その全部又

は一部につき、全額払込済みとして計上されている普通株式の割当の形態で行われるべきこと（但し、かかる資格を有

する株主はかかる配当をかかる割当（又は取締役が配当の一部を普通株式の割当とする旨決議した場合には、当該一

部）に代えて現金にて受取ることを選択する資格を有するものとします。）、又は(ii）かかる配当を受領する資格のあ

る株主は、配当の全部又は取締役が適当と考える一部に代えて全額払込済みとして計上されている株式の割当を受領す

ることを選択する資格を有すること、を決議し指示することができるものとします。また、取締役は、以上にかかわら

ず、株主総会における承認を得て、特定の配当に関し、普通株式による配当に代えて現金にて配当を受領することがで

きる権利を与えずに、全額払込済みとして計上されている普通株式を割当する形態により、その全てを行うことを決議

することもできるものとします。

　配当に係る利益その他株式の株主に対して現金にて支払うべき金額の総額は、小切手又は支払証書により、株主の登

録住所宛にて株主に対して、又は株主が指示する住所に宛ててその居住先の者に対して郵送することにより支払うこと

ができるものとします。かかる小切手又は支払証書は、株主又は共同株主より別異の指示がない限り、株主（又は共同

株主の場合には当該普通株式につき登録簿に最初に氏名が記載されている株主）の注文に従い、かかる株主の危険にお
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いて支払われるものとし、引落としに係る銀行による小切手又は支払証書の支払により、当社の支払義務は本旨に従い

履行されたものとします。

　なお、かかる配当宣言がなされた日から６年間経過後も支払請求のない配当は、当社の取締役会により受領権限が失

われるものとし、この場合、当該配当は、当社に戻されるものとします。

　当社の取締役又は株主総会において株主が配当の支払又は宣言を決議したときはいつでも、取締役は、更に、かかる

配当が直接払いにより、又はその全部又は一部につき特定の現物資産（特に支払済みの株式）、当社又は他社の証券の

引受けに係る債券又はワラントによりなされるべきことを決議することができるものとし、かかる配当について特段の

事情が発生した場合には、取締役は便宜的と考える方法（特に、端株証書を発行し、或る者にかかる端株を売却し引渡

す権限を与え、若しくはかかる端株を否認し、分配のため特定の資産価値の修正を行い、株主に対する現金による支払

が当事者間の権利を調整するために行われたかかる修正後の価値に基づき行われる旨決定し、かかる特定の資産につき

取締役が便宜的と思われる方法にて受託者に授権するものとすること）により決済することができるものとします。

 

所在不明の株主

　当社は、以下の場合、所在不明の株主について、その株式を売却する資格を有しております。

(a）全ての小切手又は支払証書が合計３枚以上であり、当該株式の株主に対して現金により支払うべき額が12年間現金

化されずに残された場合；

(b）当該期間又は(d)に記載される期間満了の３ヶ月前までに、株主又は死亡、破産若しくは法律の適用により当該株式

につき権利を取得した者の所在又は存否につき指摘を受けなかった場合；

(c）12年間当該株式に関して少なくとも３回の配当が支払い可能となり、当該期間中株主によりいかなる配当支払の請

求もなされなかった場合；及び

(d）12年間の期間満了時に、当社が附属定款に規定される方法により日刊紙において公告を行い、当該普通株式を売却

する旨を通知し、当該公告がなされて以降３ヶ月が経過し、本取引所にかかる旨が通知された場合

　かかる売却による正味手取金は当社に帰属するものとし、当社がかかる手取金を受領した場合、当社はかかる正味手

取金に相当する額につき、売却前の株主に対して債務を負担することとなるものとします。

 

取締役会

(a）総論

　当社は二人以上の取締役により構成される取締役会によって運営されております。なお当社の取締役会は、現在３

名の取締役で構成されており、その内２名が独立取締役です。当社の附属定款は、各年次株主総会において、当該時

点での取締役（取締役会議長及び最高経営責任者（以下「CEO」といいます。）を除きます。）の３分の１（又は、取

締役の人数が３の倍数でない場合、３分の１を上回らない３分の１に最も近い人数）は、輪番制により退任するもの

としています。但し、退任する取締役は、直ちに再任される資格を有するものとします。このような再任に関する仕

組みは、株主が当社の意思決定の過程に参加することを保証するものです。なお、取締役会議長及びCEOは、５年ごと

に同様の要件に服するものとされています。

　取締役会の会議は、取締役会の構成員のいずれかにより必要であると判断された場合にはいつでも開催することが

できます。全ての取締役が出席し、又は関連する取締役会につき代理人が出席してかかる取締役会の開催につき承諾

している場合には、取締役会に関する事前の通知は要求されません。

　取締役会の会議は、取締役会の過半数の構成員が自ら又は代理人により出席した場合、適法かつ法的拘束力を有す

る決定を行う能力を有するものとします。また、いかなる取締役の会議においても、各取締役は、自ら出席している

か代理人による出席であるかを問わず、一議決権を有するものとされています。

　取締役会の会議上にてなされた質疑は、当該取締役会の会議に自ら又は代理人により出席した構成員の単純過半数

の賛成により決定されることが要求されるものとし、同票の場合、会議の議長は二度目の又は決定票を有するものと

します。当社の取締役会は、取締役全員の書面による同意により、会議を開催せずに議案を通過させることもできる

ものとします。

　ケイマン諸島法に従い、当社の取締役は忠実義務を負い、信義に従い誠実かつ当社の最善の利益のため行動しなけ

ればなりません。また、当社の取締役は、合理的な思慮のある人間が同等の状況において用いるべき注意、努力及び

技能を行使する義務を負担しています。取締役がかかる当社に対する義務を充足するにあたり、当社の取締役は、基

本定款及び附属定款並びに普通株式の株主につきかかる定款において付与された権利を遵守することを確約しなけれ

ばなりません。株主は一定の場合には、取締役がその義務に違反した場合には損害賠償請求をする権利を有します。

 

(b）借入権限

　当社の取締役は、金銭の調達又は借入れ、当社の事業、（現在及び将来の）財産及び資産並びに履行請求がなされ

ていない資本の全部又は一部に対して担保権を設定し、ケイマン会社法に従い、無条件であるか当社又は第三者の負
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債、債務その他の義務の履行のための担保としてであるかを問わず、債券、社債その他の証券を発行することに関す

る全ての権限を行使することができます。かかる借入権限は、一般に附属定款に共通して、当社の特別決議の承認に

より変更されることがあります。

　当社が他の会社の子会社となることとなる当社の全ての株式の交換又は当社の事業の全部又は重要な部分の譲渡を

伴う取引については、株主の特別決議が要求されます。

 

(c）報酬

　取締役の通常の報酬は、当社の取締役会によって決定され、その額は（議決のなされる決議により別異の指示がな

い限り）当社の取締役会において合意された割合及び方法により、かかる合意がなされないときは均等に（但し、報

酬の支払に関し、一定の期間のみ在職した取締役は、当該取締役が在職した期間に応じてのみかかる分割がなされる

ものとします。）取締役間で分割されるものとします。また、取締役は、全ての出張費、宿泊費及び取締役が取締役

会、委員会若しくは総会又は種類株主に係る個別の総会若しくは社債権者集会に出席する際に負担した又は負担した

と合理的に想定される又はその他取締役としての義務を履行することに関連する付帯費用の前払いを受け又は支払を

受ける資格を有するものとします。当社のため要求により海外に出張し又は居住した取締役、若しくは取締役会が取

締役の通常の義務の範囲を超えると判断する役務を提供する取締役は、取締役会が決定する特別の報酬（月給、歩

合、利益への参加その他の方法によるとを問いません。）を受領することができ、当該特別報酬の支払いは、取締役

としての通常の報酬に加え又はこれに代えてなされるものとします。

　取締役会は、年金、疾病手当、特別手当、生命保険又はその他当社の雇い人（かかる表現は、この段落及び以下の

段落において、当社又は当社の子会社とともに経営に係る業務に従事し又は従事していた取締役又は元取締役を含む

ものとします。）及び元雇い人並びにこれらの扶養家族又はこれらに相当する者に対する給付金を支給するための組

織又は基金を設置し、これらに当社の金銭を供与するにあたり、他の会社（当社の子会社又は当社と事業提携を行う

会社）を設立し、協力し又は参加することができます。

　取締役会は、雇い人及び元雇い人並びにこれらの扶養家族又はこれらのいずれかの者に対し、年金又はその他の諸

手当（かかる雇い人若しくは元雇い人又はその扶養家族が前段落に記載の組織若しくは基金に基づき受給資格を有し

又は将来有することのある追加の年金又は給付金（もしあれば）を含みます。）を、支払い、支払うための契約を締

結し、撤回可能又は撤回不能の（並びに一定の条件のもと又はかかる条件を付さずに）許諾を行うことができるもの

とします。これらの年金又は給付金は、取締役会が適切と考えるところに従い、当該雇い人が現に退職する前であっ

てその見込があるとき、退職時又は退職後に与えられることもできるものとします。
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(d）利益相反

　取締役は、当該取締役又はその関係者が重大な利害関係を有する契約、取決め又はその他の提案を承認する取締役

会の決定において議決権を行使し、定足数として計算されることはできないものとされています。但し、当該取締役

の議決能力が、当該取締役が定足数として計算されないか又は議決権を有しない会議において、当社の取締役会又は

その適法に授権された委員会の決議により承認された場合を除きます。

 

２【外国為替管理制度】

　ケイマン諸島において、為替管理に関する規制及び通貨に関する制限はありません。

 

３【課税上の取扱い】

　ケイマン諸島法における租税軽減法（1999年改正）第６条に従い、当社は、総督より以下の約束を取得しています。

(a）利益、収益、利得又は評価増に課されるべき租税を課すケイマン諸島において制定された法律は、当社及び当社の運

営に対して適用されないこと

(b）上記租税若しくは遺産税又は相続税の性質を有するいかなる租税も、当社の株式、債券その他の債務に対して支払う

必要はないこと

　当社に対する上記の約束は、2004年２月10日より20年間その効力を有します。

　ケイマン諸島においては、現時点において、個人又は法人に対し、利益、収益、利得又は評価増に基づき租税は課され

ず、遺産税又は相続税の性質を有する課税も存在しません。また、ケイマン諸島の裁判管轄の範囲内において一定の法律

文書を締結し、又はかかる法律文書を同範囲内に持ち込む場合に、随時一定の印紙税が適用されるほか、ケイマン諸島政

府によって課される、当社にとって重大となり得るその他の租税も存在しません。

 

４【法律意見】

　ケイマン諸島における当社の法律顧問であるケイマン諸島に所在するコンヤーズ・ディル・アンド・ピアマン法律事務

所が、大要以下の内容の法律意見書を提出しております。

(a）当社は、ケイマン諸島の法律に基づく有限責任の免除会社として適法に設立され、有効に存続しております。

(b）本書におけるあらゆる記述は、ケイマン諸島の法律に関する限りいずれも真実かつ正確です。

　以上の意見は、ケイマン諸島の法律に限定して述べられるものです。
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第２【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期

決算年月 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

売上高
(千米ドル) 32,717 17,018 19,557 14,212 5,114

(百万円) (3,448) (1,794) (2,061) (1,498) (539)

経常利益／損失(△)
(千米ドル) △85,360 △4,391 △7,590 △6,677 △6,465

(百万円) (△8,996) (△463) (△800) (△704) (△681)

当期純利益／純損失
(△)

(千米ドル) △113,454 30,883 △6,933 △8,389 △5,876

(百万円) (△11,957) (3,255) (△731) (△884) (△619)

包括利益
(千米ドル) － － △12,552 △8,155 △5,020

(百万円) (－) (－) (△1,323) (△859) (△529)

純資産額
(千米ドル) 1,742 27,628 14,711 7,720 1,624

(百万円) (184) (2,912) (1,550) (814) (171)

総資産額
(千米ドル) 39,434 47,532 23,026 13,586 6,886

(百万円) (4,156) (5,009) (2,427) (1,432) (726)

１株当たり純資産額
(米ドル) △0.05 16.72 8.47 3.39 0.17

(円) (△5.27) (1,762.12) (892.65) (357.27) (17.92)

１株当たり当期純利益
／純損失(△)金額

(米ドル) △75.56 20.38 △4.58 △5.54 △3.88

(円) (△7,963.27) (2,147.85) (△482.69) (△583.45) (△408.67)

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額

(米ドル) － － － － －

(円) (－) (－) (－) (－) (－)

自己資本比率 (％) △0.2 53.3 55.8 37.8 3.8

自己資本利益率 (％) △203.3 244.6 △36.3 △93.4 △217.8

株価収益率 (倍) － 0.9 － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千米ドル) △4,834 △14,308 △10,557 △6,726 △5,625

(百万円) (△509) (△1,508) (△1,113) (△709) (△593)

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千米ドル) 9,984 48,585 △5,814 1,066 377

(百万円) (1,052) (5,120) (△613) (112) (40)

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千米ドル) △47,308 △10,980 524 1,259 1,552

(百万円) (△4,986) (△1,157) (55) (133) (164)

現金及び現金同等物の
期末残高

(千米ドル) 5,428 28,056 11,382 6,916 3,973

(百万円) (572) (2,957) (1,200) (729) (419)

従業員数 (人) 303 293 330 132 51

EBITDA
(千米ドル) △2,846 △15,089 △12,639 △5,066 △6,497

(百万円) (△300) (△1,590) (△1,332) (△534) (△685)
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　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　2009年、2011年、2012年及び2013年における潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が

存在しますが、当期純損失を計上しているため記載しておりません。2010年における潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、潜在株式が逆希薄化効果を有するため記載しておりません。

３　2009年、2011年、2012年及び2013年における株価収益率（PER）については、当期純損失を計上しているため、記

載しておりません。

４　当社グループの連結財務諸表は、米ドルで表示されております。「円」で表示されている金額は、財務諸表等規

則第132条の規定に基づき、2013年12月30日現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値である

１米ドル＝105.39円で換算された金額です。金額は千米ドル単位（四捨五入）及び百万円単位（四捨五入）で表

示されております。なお、当該円換算額は、単に便宜上の表示を目的としており、米ドルで表示された金額が上

記の相場で実際に円に換算されることを意味するものではありません。

５　当社グループは日本GAAPに準拠して作成された当社グループの財務諸表に関して、EBITDAを営業損益に減価償却

費及びのれん償却額等を加えたものと定義しています。当社グループは、EBITDAが当社グループの経営成績の重

要な尺度であると考えているため、主要な経営指標として提示しております。詳細については「第３　事業の状

況」の「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照下さい。EBITDAは日本GAAPに

よる計算法ではなく、また、適用可能な一般に公正妥当と認められた会計原則に従い作成された収入又はキャッ

シュ・フロー計算書のデータと分離して、若しくはそれらの代わりとして考慮することはできません。EBITDAを

計算する際に除外された事項（減価償却及びのれん償却額等）は、当社の業績を理解し、かつ評価する際の重要

な要素であると理解されています。

６　本書に記載される当社グループの開示書類は、財務諸表等の開示規則に基づいて日本GAAPに準拠して作成されて

います。また、国際財務報告基準（IFRS）に従う財務諸表も、当社の過去の習慣に従い、国際投資家のため作成

されています。当社グループに適用される日本GAAPとIFRSの最も重要な差異として、株式交付費、上場関連費用

の会計処理、のれんの償却並びに株式報酬等に関連するものが挙げられます。詳細に関しては、「第３　事業の

状況」の「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」、「日本GAAPとIFRSの差異のうち、

当社グループの財務報告に重要な影響を与えるもの」をご参照下さい。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期

決算年月 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

売上高
(千米ドル) 982 725 771 831 －

(百万円) (103) (76) (81) (88) (－)

経常損失
(千米ドル) 16,485 1,167 498 1,736 2,231

(百万円) (1,737) (123) (52) (183) (235)

当期純損失
(千米ドル) 22,499 655 1,303 1,329 928

(百万円) (2,371) (69) (137) (140) (98)

資本金
(千米ドル) 3,882 3,885 3,885 3,885 3,916

(百万円) (409) (409) (409) (409) (413)

発行済株式数 (株) 1,513,944 1,515,306 1,515,306 1,515,306 1,527,306

純資産額
(千米ドル) 34,011 27,871 21,581 20,375 18,980

(百万円) (3,584) (2,937) (2,274) (2,147) (2,000)

総資産額
(千米ドル) 274,409 273,176 271,837 272,719 214,510

(百万円) (28,920) (28,790) (28,648) (28,742) (22,607)

１株当たり純資産額
(米ドル) 21.37 16.95 13.01 12.21 11.54

(円) (2,252.18) (1,786.36) (1,371.12) (1,286.81) (1,216.20)

１株当たり配当額
(米ドル) － － － － －

(円) (－) (－) (－) (－) (－)

(うち１株当たり
中間配当額)

(米ドル) － － － － －

(円) (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純損失
金額

(米ドル) 14.98 0.43 0.86 0.88 0.61

(円) (1,578.74) (45.32) (90.64) (92.41) (64.57)

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額

(米ドル) － － － － －

(円) (－) (－) (－) (－) (－)

自己資本比率 (％) 11.8 9.4 7.3 6.8 8.2

自己資本利益率 (％) △53.0 △2.3 △5.7 △7.0 △5.1

株価収益率 (倍) － － － － －

配当性向 (％) － － － － －

従業員数 (人) 2 1 0 1 1

EBITDA
(千米ドル) △13,227 △6,378 △4,968 △1,805 △2,927

(百万円) (△1,394) (△672) (△524) (△190) (△308)
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　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、潜在株式が存在しますが、当期純損失を計上しているため

記載しておりません。

３　株価収益率（PER）については、当期純損失を計上しているため記載しておりません。

４　当社の財務諸表及び当社グループの連結財務諸表は、米ドルで表示されております。「円」で表示されている金

額は、財務諸表等規則第132条の規定に基づき、2013年12月30日現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売

買相場の仲値である１米ドル＝105.39円で換算された金額です。金額は千米ドル単位（四捨五入）及び百万円単

位（四捨五入）で表示されております。なお、当該円換算額は、単に便宜上の表示を目的としており、米ドルで

表示された金額が上記の相場で実際に円に換算されることを意味するものではありません。

５　当社グループは日本GAAPに準拠して作成された当社グループの財務諸表に関して、EBITDAを営業損益に減価償却

費及びのれん償却額等を加えたものと定義しています。当社グループは、EBITDAが当社グループの経営成績の重

要な尺度であると考えているため、主要な経営指標として提示しております。詳細については「第３　事業の状

況」の「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照ください。EBITDAは日本GAAP

による計算法ではなく、また、適用可能な一般に公正妥当と認められた会計原則に従い作成された収入又は

キャッシュ・フロー計算書のデータと分離して、若しくはそれらの代わりとして考慮することはできません。

EBITDAを計算する際に除外された事項（減価償却及びのれん償却額等）は、当社の業績を理解し、かつ評価する

際の重要な要素であると理解されています。

６　本書に記載される当社グループの開示書類は、財務諸表等の開示規則に基づいて、日本GAAPに準拠して作成され

ています。また、国際財務報告基準（IFRS）に従う財務諸表も、当社の過去の習慣に従い、国際投資家のため作

成されています。当社グループに適用される日本GAAPとIFRSの最も重要な差異として、株式交付費、上場関連費

用の会計処理、のれんの償却及び株式報酬等に関連するものが挙げられます。詳細については、「第３　事業の

状況」の「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」、「日本GAAPとIFRSの差異のうち、

当社グループの財務報告に重要な影響を与えるもの」をご参照下さい。
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２【沿革】

　当社の前身であるXFNは、1999年11月17日に香港で登録、設立されました。XFNは、総合的かつ最も信頼のおける金融情

報会社として設立され、中国の金融市場に関して投資判断を行うため必要なマーケット・インデックス、格付、金融

ニュース及び分析を提供しておりました。

　当社は、XFNの持株会社として2004年１月にケイマン会社法に基づいて設立されました。2004年３月に完了した株式交換

取引により、XFNの全株式は当社に譲渡され、それと引換えに当社はXFNの旧株主に対して同等の数の当社の株式を発行い

たしました。その結果、当社はXFNの単独株主となり、XFNの旧株主は当社の株主になりました。

 

　当社の商品ラインと営業地域を拡大するため、当社は、2004年に以下の４社を買収いたしました。

・　MNI：米国及びヨーロッパに拠点を置く全世界の債券市場及び外国為替市場のニュースサービスを提供する会社

・　マージェント：1900年に開始された、公開株式及び債券に関する全世界の企業・金融情報を提供する元ムーディー

ズ・インベスターズ・サービス部門を引き継いだ会社

・　SMRA：全世界の債券調査、経済調査及び統計分析を提供する会社

・　G7グループ：通貨・金利変動、金融・財政政策・米国内外の法制度に関する経済・政策分析を提供する会社

 

　2005年度において、当社は、商品ラインと配信ネットワークを拡大するために以下の買収及び新会社の設立を行いまし

た。

・　イーコンワールド（発行済株式の60％）：中国、香港及び台湾で「マネー・ジャーナル」という中国金融雑誌を発行

している、香港を本拠地とする出版社

・　テイラー・ラファティー：大手独立系のIR及び金融コミュニケーションのコンサルタント会社

・　ワシントン・アナリシス：定評ある経済・政治コンサルタント会社

・　新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リミテッド：PRコンサ

ルティングサービスを行う、北京を本拠とする会社

・　北京・センチュリー・メディア・カルチャー：テレビ番組制作・放映、テレビ広告制作、アニメーション制作を行

う、北京を本拠とする制作会社

・　POBO（株式資本の60％）：上海を拠点に、インターネット及び衛星を通じて情報システム製品を配信するリアルタイ

ム金融情報プロバイダー

・　SFE（同社持分の50％）：上海を拠点とする、中国有数の格付提供会社

 

　2006年度において、当社は、当社グループが提供する商品を更に拡大し、かつ配信ネットワークを拡張するため、主に

以下の戦略的買収を行いました。

・　ミン・シン・インターナショナル・リミテッド（明聲国際有限公司）（後日「新華ファイナンス・アドバタイジン

グ・リミテッド」に商号変更）：当社グループの中国広告事業についての持株会社

・　北京アルファ・ファイナンシャル・エンジニアリング・リミテッド：中国において金融エンジニアリング及びリスク

管理システムの開発に従事する会社

・　北京経観信成広告有限公司：広告会社

・　上海ハイパーリンク・マーケット・リサーチ・カンパニー・リミテッド：市場調査会社

・　プレイディア・ソリューションズ・インク：企業向けのデータ自動収集ソフトウェアの開発会社。当該買収後、プレ

イディア・ソリューションズ・インクは、マージェント・データ・テクノロジー・インクに商号変更しました。

・　GLC（同社持分の19.9％）：投資調査並びにグローバルな委任状関連助言及び議決権行使サービスの大手提供会社

 

　2007年度において、当社は、主に以下の買収及び売却を行いました。

・　2007年１月、当社グループは、GLCの残りの持分80.1％を取得いたしました。その後2007年10月に、当社グループは、

委任状関連助言及び議決権行使サービス事業から撤退するという戦略的判断の一環として、同社を売却いたしまし

た。議決権行使助言の特性上、上場企業からの独立性を保つことが同事業の発展に最も資する選択であると考えたこ

とから、上記の決定に至ったものです。

・　2007年１月、当社グループの子会社であるマージェントは、リアルタイムの指数計算サービスに関するソフトウェア

及びシステムの主要なプロバイダーであるキネティックス・インフォメーション・システムズ・サービシズ・リミ

テッド（以下「キネティックス」といいます。）を買収しました。

・　2007年３月、当社グループ子会社である新華スポーツ・アンド・エンターテインメント・リミテッド（NASDAQ：

XSEL）（旧新華ファイナンス・メディア・リミテッド）が、ナスダック・グローバル・マーケットに上場し、事業拡

大のため約200百万米ドル（21,078百万円）の純手取金を調達しました。上場後、同社は、提供する商品を拡大するた
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めに企業数社を買収しました。XSELは、ラジオの番組編成及びマスメディアを使用しない広告業に従事する会社であ

る声色（ホールディングス）ホンコン・リミテッド、モバイルサービス会社である北京モバイル・インタラクティ

ブ・カンパニー・リミテッド、屋外広告会社であるコンベイ・アドバタイジング・カンパニー・リミテッド及び広告

企業グループであるJCBNカンパニー・リミテッドを買収しました。

・　2007年５月、当社は、グレーターチャイナ（大中華圏）市場におけるニュース事業戦略の再編を行い、新華ファイナ

ンス・ニュースの中国以外の地域における一部のニュース事業をトムソン・ファイナンシャルに売却いたしました。

・　2007年12月、当社グループの子会社であるマージェントは、幅広い債券のデータ及び時価評価サービスの提供に関し

て、ムーディーズ・エバリュエーションズと提携しました。同取引の一環として、ムーディーズは、マージェントの

時価評価サービス部門の資産を取得しました。

 

　2008年度において、当社は、当社の事業戦略を検証するファイナンシャル・アドバイザーを起用しました。かかる検証

は、当社が最も強みとする中国の金融情報セクターに関する価値の高い情報を提供する事業に当社の経営資源を集中させ

ることを目標に当社が株主価値を向上させる機会を評価することを目的としております。当社は引き続き、事業の効率化

を進めると同時に、中国における中核事業の成長に取り組んで参ります。

　これらの目標を念頭において、当社は、2008年７月にマージェント及びキネティックを売却しました。2008年11月に

は、当社は新華PRニュースワイア及びG7グループの一部資産を売却しました。2008年12月には、当社は、ワシントン・ア

ナリシス及びテイラー・ラファティーについては一部の資産を売却し、アジア圏におけるニュース事業から撤退しまし

た。

　かかる一連の売却は、これらの事業が中国市場に重点を置く当社の全般的戦略にもはや適合せず、他方において、これ

らの事業の売却により、当社に最大限の価値がもたらされるとの判断に基づくものです。

　マージェント及びキネティックの売却による手取金約49百万米ドル（5,164百万円）は、2008年９月に当社の2011年満期

利率10％保証付優先社債（以下「社債」といいます。）の償還に充てられました。

　当社は、2008年12月31日、当社が保有していたXSEL株式であるB種普通株式（以下「B種株式」といいます。）をA種普通

株式（以下「A種株式」といいます。）に転換し、これによりXSELに対する複数議決権を放棄しました。当社が保有してい

たB種株式は普通株式ですが、１株当たりの議決権の個数がA種株式は１個であるのに対して、B種株式は10個であり、その

結果として、当社はXSELの約82％の議決権を有しておりました。B種株式の議決権の個数が多い点以外は、２種類の株式の

権利は全く同等です。このように２種類の普通株式が存在する構造は、XSELが新規株式公開を行った後も引き続き同社に

対する当社の支配が及ぶようにするために構築されたものです。B種株式の転換後、当社は、2008年12月31日時点において

発行済A種株式の約32％の議決権を有することとなり、B種株式はすべて消滅しました。

　2009年12月には、当社はFXIを連結子会社の範囲から除外しました。FXIは当社が50％、FTSEが50％の持分を保有してい

ました。従来、FXIのマネージング・ディレクターを当社が指名し、当社がFXIのマネジメントを支配していたことから、

同社は当社の連結子会社とされてきましたが、当社の指名したFXIのマネージング・ディレクターを辞任したこと、及び後

任者が選任されなかったことから、2009年12月１日より、FXIは当社の持分法適用関連会社となりました。

　中国における規制の変更により、2009年１月、当社はSFEに対する持分を売却し、2009年12月に、信用格付け部門をすべ

て解散しました。2009年１月、中国において当社グループの中核事業に経営資源を集中しようという当社の継続的な企業

努力の一環として、当社はMNIの売却を完了しました。2009年、当社は社債について、元本42百万米ドル（4,426百万円）

を償還しました。

　当社は、2010年１月、上海新華－TZYD・メディア・カンパニー・リミテッドを設立しました。2010年９月には、当社が

当社の100％子会社であるXFNを通じて間接的に保有するPOBOの全株式を売却し、当社がXFNを通じて間接的に保有するFXI

の全株式をFTSEインターナショナル・リミテッドへ売却しました。2010年10月には、当社は、社債の残高の全額を償還し

ました。また、2010年11月には、XFNを通じて、学習進学塾を運営するGMSの株式の70％を取得しました。2010年12月には

当社の経営戦略の見直しの一環として、新華ファイナンシャル・ネットワーク・コリア・カンパニー・リミテッドの株式

の売却を完了しました。

 

　2011年１月、当社は学習進学塾を運営するキジューンの買収を完了しました。2011年３月、当社は当社の100％子会社で

あるトップスカイを通じてトンシンの残りの20％の株式を取得しました。2011年６月には、社名を金融及び非金融事業を

含む事業分野への新規拡大の方向性をより適切に表すものへと変更するため、「新華ホールディングス・リミテッド」に

正式に改めました。2011年７月、ケイマン諸島の裁判所は、XSELが裁判所により解散される旨命じました。

 

　2012年４月、トンシンへの事業運営上及び財務上の支配力を喪失しているとの認識に至り、トンシンの財務成績を当社

の連結財務諸表から除外しております。2012年６月、キジューン及びGMSがそれぞれ全ての事業活動を停止するに至りまし

た。2012年11月、XFNを通じて保有するフォーチュン・チャイナ・パブリック・リレーションズ・リミテッドの50％の株式
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を売却しました。2012年９月、当社はキジューン及びGMSの清算決議を行いました。2012年12月、当社は米国におけるSMRA

の実質的な資産と事業の売却を行い、マーケットリスク分析関連事業は中国国内のみ継続して行っていきます。

 

　2013年９月、新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リミテッド

（トップスカイ）及び北京オリエント・アグリビジネス・コンサルタント・カンパニー・リミテッド（BOABC）とその子会

社に対する持分を売却したこと及び仲裁手続きが終了したため、同社らを連結の対象から除外しました。当社は、同社の

売却後にアプリケーション・ソリューション／リサーチ事業（農業関連事業）より完全に撤退しました。2013年11月、XFN

を通じて間接的に保有していた北京アルファの100％の株式を売却しました。2013年12月、追加の運転資金、リストラク

チャリング費用及び新規事業開拓費の資金を確保するため、マッコーリー・バンク・リミテッドに対して、行使価格修正

条項付新株予約権を750,000個発行しました。

 

　2014年１月、SMRA及びSMRAIを清算することを決議しました。

 

　2013年12月31日現在の当社グループの組織（重要性の低い子会社等を除きます。）は、以下のとおりです。
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当社グループの主要な出来事

　当社グループの主な出来事は以下のとおりです。

 

年月 主要な出来事

1999年11月 新華ファイナンシャル・ネットワーク・リミテッド（XFN）が香港で設立される。

2000年12月 新華FTSEインデックス共同提携事業が発足する（マーケット・インデックス）。

2004年１月 新華ファイナンス・リミテッド（XFL）を設立する。

2004年３月 株式交換を通じ、当社を持株会社化するための再編を行う。

2004年３月 MNIの買収を完了する（金融ニュース・分析）。

2004年６月 マージェント、G7グループ及びSMRAの買収を完了する（格付、金融ニュース・分析）。

2004年10月 東証マザーズに上場する（証券コード9399）。

2005年６月 当社のIRサービスを強化するため、主要な世界的IRサービス会社であるテイラー・ラファティーを

買収する（IR）。

2005年７月 スポンサー付きレベル１の米国預託証券（ADR）ファシリティ（シンボル：XHFNY、CUSIP番号：

98417G105）を設定する。

2005年７月 新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リミ

テッドを設立する。

2005年７月 主要な企業リサーチ会社であるワシントン・アナリシスを買収する（金融ニュース・分析）。

2005年12月 第三者割当による株式会社ニッシン（現在のNISグループ株式会社）への株式発行（これにより同

社は当社の主要株主の一社となる。）。

2006年８月 投資調査並びにグローバルな委任状関連助言及び議決権行使サービスの大手提供会社であるGLCの

持分19.9％を取得する（格付）。

2006年11月 １億米ドル（10,539百万円）の2011年満期利率10％保証付優先社債を発行する。

2007年１月 グローバルな委任状関連助言及び議決権行使助言の世界有数の独立系提供会社であるGLCに関し残

りの80.1％の株式持分の取得を完了する（格付）。

2007年３月 子会社であるXSELがナスダック・グローバル・マーケットに上場し（銘柄記号：XSEL（旧XFML）、

約200百万米ドル（21,078百万円）の純手取金を調達する（情報配信）。

2007年10月 GLCをオンタリオ教員年金基金に売却する（格付）。

2008年６月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルの保有者が社債の契約書の変更に同意する。

2008年７月 非中核資産の一部を売却して当社が優位性を持つ中国市場に集中するため、マージェント及びキネ

ティックをプライベート・エクイティ・ファンドであるカルーセル・キャピタル・パートナーズ・

III・エルピーに売却する（マーケット・インデックス）。

2008年９月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルのうち49百万米ドル（5,164百万円）を償還する。

2008年12月 ワシントン・アナリシスをGLCに売却する（金融ニュース・分析）。

2008年12月 当社が保有するXSELのB種株式をA種株式に転換し、XSELに対する複数議決権を放棄する（情報配

信）。

2009年１月 SFEの持分株式を売却する（格付）。

2009年１月 MNIをドイチェ・ボルサ・エージーに売却する（金融ニュース及び分析）。

2009年３月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルのうち39百万米ドル（4,110百万円）を償還する。

2009年４月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルのうち300万米ドル（316百万円）を償還する。

2009年９月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルのうち20万米ドル（21百万円）を償還する。

2009年12月 FXIを連結子会社の範囲から除外する（マーケット・インデックス）。

2010年１月 上海新華－TZYD・メディア・カンパニー・リミテッドを設立する。

2010年９月 FXI株式のFTSEインターナショナル・リミテッドへの売却を完了する（マーケット・インデック

ス）。

2010年10月 2011年満期利率10％保証付優先社債１億米ドルの残高の全額である1,010万米ドル（1,064百万円）

を償還する。

2010年11月 学習進学塾を運営するGMS株式の70％を取得する（教育事業）。

2010年12月 新華ファイナンシャル・ネットワーク・コリア・カンパニー・リミテッドの株式を売却する。

2011年１月 学習進学塾を運営するキジューンの買収を完了（教育事業）。

2011年４月 スポンサー付レベル１の米国預託証券（ADR）ファシリティ（シンボル：XHFNY、CUSIP番号：

98417G105）を廃止する。

2011年６月 社名を「新華ホールディングス・リミテッド」に変更する。

2011年７月 XSELが、ケイマン諸島の裁判所より解散を命じられる。
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2012年４月 トンシンの財務成績を当社の連結財務諸表から除外する。

2012年６月 キジューンが全ての事業活動を停止する。

2012年８月 GMSが全ての事業活動を停止する。

2012年９月 GMS及びキジューンの清算を決議する。

2012年12月 米国におけるSMRAの実質的な資産及び事業を売却する。

2013年９月 トップスカイ及びBOABCの全ての持分売却する。

2013年11月 北京アルファの持分100％を売却する。

2013年12月 マッコーリー・バンク・リミテッドに行使価格修正条項付新株予約権を750,000個発行する。

2014年１月 SMRA及びSMRAIの清算を決議する。
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３【事業の内容】

(1）2013年　概要

　当社グループは、主に中国において金融サービス及びソリューション事業を展開しているグループ企業です。当社は

金融サービス、農業関連及び教育関連の事業分野において商品並びにサービスを提供してきました。東京証券取引所の

マザーズ市場に上場（証券コード：9399）しており、香港に事業本部を構え、中国及び日本に拠点を配し、グローバル

なネットワークを有しています。

 

　当社グループが提供する主要なサービスの概要は、以下のとおりです。

 

金融サービス事業

当社グループの金融サービス事業は、各機関、ファンド、政府機関及び個人に対し、フィナンシャル・コーポレー

トアドバイザリー業務を提供しています。

金融アドバイザリー業務における戦略上のスタンスの１つに、中国企業とグローバルな資本市場との橋渡し役を担う

ことがあります。

 

金融情報：当社グループは、中国において農業関連等を含む複数種の雑誌を個人及び各機関を対象として発刊してき

ました。

 

農業関連事業

当社グループは、コンサルティング、分析及び産業リサーチ並びにその他多くのソリューションを含む中国の農業

関連分野における総合的な情報サービス及びコンサルティング・サービス事業を展開してきました。当社グループの子

会社である北京オリエント・アグリビジネス・コンサルタント・カンパニー・リミテッドは、農業により影響を受ける

政府政策、製品、産業連環及び他の産業について詳細な分析を提供してきました。当社グループは、豚肉、野菜及び水

産分野に関する情報を記載した農産業に特化した雑誌の発刊も行ってきました。さらに、当社グループは、急速に成長

する中国の農産業に投資家が進出することができるようファンドを提供してきました。

 

(2）当社グループの歩み

　当社グループは、2004年３月までXFN及びその子会社を通じて業務を行っておりました。XFNは、中国に関する透明か

つ信頼できる金融情報及びデータに対するニーズが増加することを予想して設立されました。当社グループは、設立以

来、急速に成長して参りました。1999年から2003年にかけての発展初期段階においては、当社グループの成長戦略は、

主に、当社グループの事業分野における国内・国際市場のリーダーとの戦略的パートナーシップを主眼としておりまし

た。その後、当社グループは、個々の業界における国内・国際市場のリーディング企業の買収を基本とする積極的な買

収戦略を追求して参りました。かかる買収により、当社グループは以下のことが可能となりました。

・　金融商品の開発に関する世界的に確立された専門知識を中国に導入すること

・　中国の投資家に対して国際市場を評価するための国際情報・データを提供すること

・　サービスの多様化及び内容の充実を図ること

・　当社グループの国際販売ネットワークを拡張すること

・　業務提携による収益分配よりも、100％の収益を確保すること

　2004年には①米国及びヨーロッパに拠点を置き、全世界の債券市場及び外国為替市場のニュースサービスを提供する

MNI、②1900年に起源が遡る公開株式及び債券に関連する全世界の企業・金融情報を提供する元ムーディーズ・インベス

ターズ・サービス部門を引き継いだマージェント、③全世界の債券及び経済リサーチサービスと統計サービスの提供会

社であるSMRA、④通貨・金利変動、金融・財政政策・米国内外の法制度に関する経済・政策分析サービスの提供会社で

あるG7グループを買収いたしました。

　当社グループは、2005年５月に中国語による幅広い出版物及び中国金融市場に関する雑誌を発行し、香港を本拠地と

するメディア企業のイーコンワールドを、2005年６月にグローバルIR、海外金融コミュニケーションのコンサルタント

会社であるテイラー・ラファティーを、及び2005年７月にワシントンD.C.を本拠地とする経済・政治コンサルタント会

社であるワシントン・アナリシスをそれぞれ買収いたしました。2005年７月には、北京を本拠地としてPRコンサルティ

ングサービスを行う会社である新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパ

ニー・リミテッドを設立しました。2005年９月に当社グループは、北京を本拠とするテレビコンサルティング会社であ

る北京センチュリー・メディア・カルチャー及びインターネット及び衛星を通じて情報システム製品を送信する上海を

本拠とするリアルタイム金融情報プロバイダーであるPOBOを買収しました。2005年11月に、当社はノミニーを通じてSFE

の50％の持分を買収しました。中国における外国人株式保有規制により、北京センチュリー・メディア・カルチャー、

SFE及びPOBOに対する当社の出資持分は、当社に代わって持分を保有する中国のノミニー株主を通じて保有されておりま

す。当社は、これらのノミニー株主との間で、一連の契約を締結しております。これらの契約の結果、当社は、かかる

ノミニー株主の持分について、これらの会社の実質的保有者と考えられ、その結果、これらの会社の業績は、当社の連

結財務諸表に含まれております。
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　2006年１月、当社グループは、当社グループの中国広告事業についての持株会社であるミン・シン・インターナショ

ナル・リミテッド（後日「新華ファイナンス・アドバタイジング・リミテッド」に商号変更）の買収を完了しました。

2006年７月、当社グループは、中国において金融エンジニアリング及びリスク管理システムの開発に従事する会社であ

る北京アルファ・ファイナンシャル・エンジニアリング・リミテッドを買収しました。2006年７月、当社グループの子

会社であるマージェントは、企業向けのデータ自動収集ソフトウェアの開発会社であるプレイディア・ソリューション

ズ・インクを買収しました。当該買収後、プレイディア・ソリューションズ・インクは、マージェント・データ・テク

ノロジー・インクに商号変更しました。2006年８月、当社グループは、投資調査並びにグローバルな委任状関連助言及

び議決権行使サービスの大手提供会社であるGLCの持分19.9％を取得しました。2006年９月、当社グループは、広告会社

である北京経観信成広告有限公司及び市場調査会社である上海ハイパーリンク・マーケット・リサーチ・カンパニー・

リミテッドの買収を完了しました。

　2007年１月、当社グループの子会社であるマージェントは、リアルタイムの指数計算サービスに関するソフトウェア

及びシステムの主要なプロバイダーであるキネティックス・インフォメーション・システムズ・サービシズ・リミテッ

ドを買収しました。同月、当社グループは、GLCの残りの持分80.1％を買い取ることにより同社の買収を完了しました。

その後2007年10月に、当社グループは、戦略的判断の一環として当社グループが保有する同社持分を売却し、委任状関

連助言及び議決権行使サービス事業から撤退いたしました。議決権行使助言の特性上、上場企業からの独立性を保つこ

とが同事業の発展に最も資すると考えたことから、上記の決定に至ったものであります。2007年３月９日、当社グルー

プ子会社であるXSELがナスダック・グローバル・マーケットに上場し、事業拡大のため約200百万米ドル（21,078百万

円）の純手取金を調達しました。上場後、XSELは、提供する商品を拡大するために企業数社を買収しました。これらの

被買収企業には、ラジオの番組編成及びマスメディアを使用しない広告業に従事する会社である声色（ホールディング

ス）ホンコン・リミテッド、モバイルサービス会社である北京モバイル・インタラクティブ・カンパニー・リミテッ

ド、屋外広告会社であるコンベイ・アドバタイジング・カンパニー・リミテッド及び広告グループであるJCBNカンパ

ニー・リミテッドが含まれております。

　2007年５月、当社は、グレーターチャイナ（大中華圏）市場におけるニュース事業戦略の再編を行い、新華ファイナ

ンス・ニュースの中国以外の地域における一部のニュース事業をトムソン・ファイナンシャルに売却いたしました。

2007年12月には、当社グループの子会社であるマージェントは、株式及び債券のいずれをもカバーする幅広い値付け

サービスの提供に関して、ムーディーズ・エバリュエーションズと提携しました。同取引の一環として、ムーディーズ

は、マージェントの時価評価サービス部門の資産を取得しました。

　2008年度において、当社は、当社の事業戦略を検証するファイナンシャル・アドバイザーを起用しました。かかる検

証は、当社が最も強みとする中国の金融情報セクターに関する価値の高い情報を提供する事業に当社の経営資源を集中

させることを目標に当社が株主価値を向上させる機会を評価することを目的としております。

　これらの目標を念頭に置いて、当社は、2008年７月にマージェント及びキネティックを売却しました。2008年11月、

当社は新華PRニュースワイア及びG7グループの一部の資産を売却しました。2008年12月には、当社は、ワシントン・ア

ナリシス及びテイラー・ラファティーについては一部の資産を売却し、アジアニュース事業から撤退しました。

　かかる一連の売却は、これらの事業が中国市場に重点を置く当社の全般的戦略にもはや適合せず、他方において、こ

れらの事業の売却により、当社に最大限の価値がもたらされるとの判断に基づくものです。

　2008年12月31日、当社はXSELの株式持分についてB種株式からA種株式に転換し、XSELに対する複数議決権を放棄いた

しました。

　2009年、当社は既存事業に注力する一方で、新しい事業の方向性を定めるために機会を探求するという保守的なアプ

ローチをとりました。中国における規制の変更により、2009年１月、当社はSFEに対する持分を売却し、2009年12月に、

信用格付け部門をすべて解散しました。さらに、2009年１月、中国において当社グループの中核事業に経営資源を集中

する当社の継続的な企業努力の一環として、MNIの売却を完了しました。

　2010年、当社は既存事業の強化に注力するとともに、中国において成長率の高い分野へ進出するため、幾つかのプロ

ジェクトに着手いたしました。2010年11月には、韓国においてGMSエデュケーション・カンパニー・リミテッドの株式を

取得し、成長を続ける中国の学習進学塾産業に進出する足がかりを築きました。

　2011年１月、当社は学習進学塾を運営するキジューンの買収を完了しました。2011年３月、当社は当社の100％子会社

であるトップスカイを通じてトンシンの残りの20％の株式を取得しました。2011年６月には、社名を金融及び非金融事

業を含む事業分野への新規拡大の方向性をより適切に表すものへと変更するため、「新華ホールディングス・リミテッ

ド」に正式に改めました。2011年７月、ケイマン諸島の裁判所は、XSELが裁判所により解散される旨命じ、共同公式清

算人が手続の全ての必要な行為を行うべく選任されました。

　2012年度第２四半期よりトンシンへの事業運営上及び財務上の支配力を喪失しているとの認識に至り、トンシンの財

務成績を当社の連結財務諸表から除外しております。2012年６月及び８月にキジューン及びGMSがそれぞれ全ての事業活

動を停止するに至りました。2012年９月、当社はキジューン及びGMSの清算決議を行いました。2012年12月、当社は米国
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におけるSMRAの実質的な資産と事業の売却を行い、マーケットリスク分析関連事業は中国国内のみ継続して行っていき

ます。

　2013年９月、新華トップ・スカイ・パブリック・リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リミテッ

ド（トップスカイ）及び北京オリエント・アグリビジネス・コンサルタント・カンパニー・リミテッド（BOABC）とその

子会社に対する持分を売却したこと及び仲裁手続きが終了したため、同社らを連結の対象から除外しました。当社は、

同社の売却後にアプリケーション・ソリューション／リサーチ事業（農業関連事業）より完全に撤退しました。

 

(3）当社グループの強み

　当社グループの主な強みは、以下のとおりであると考えております。

 

・　中国へのフォーカス：

中国の急速な経済成長に伴い、世界の金融市場において一般的に用いられる方法論に準拠して開発された、金融

ソリューション及びサービスの提供が不足しております。当社グループは、成長著しい中国市場への参加に関心

を寄せる投資家が必要とする金融ソリューション及びサービスを提供することに注力し続けてきました。このよ

うな当社グループによる中国市場の重視及び当社グループの現地における実施能力により、他社のサービスとの

差別化を図っており、当社グループは、引き続き世界経済において極めて重要な役割を果たしている中国に関す

る実用的な情報及びデータを提供することが可能となっています。

 

・　国際経験を有する強固な経営陣：

国際経験豊富な上級経営陣は、革新的な事業計画の策定、優れたビジネスチャンスの獲得、様々な分野における

専門性の活用に注力しています。当社グループの経営陣は、中国の金融ソリューション及びサービス事業におけ

る経験豊かな人材を擁しています。当社グループは、当社グループの経営陣が、ビジネス環境の変化に対応しつ

つ、事業戦略を効果的に発展させ、実行することができると確信しております。

 

・　中国金融産業での実績

当社グループは設立以来、数々のグローバル商品、サービス及びメソッドを中国市場で展開してきた優れた実績

を有しており、中国における先駆者として高い評価を得てきました。当社グループは公開情報としての総合イン

デックスサービス、ニュースワイヤーサービス及びPI格付けの提供を最初に開始した企業であります。当社グ

ループは、引き続き当該事業エリアでの実績とノウハウを活用していくとともに、新しい商品やサービスを中国

において展開していきます。
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・　香港及び日本と世界を結ぶ能力

当社グループは、国際経験豊富な上級経営陣とグローバル商品を中国で展開した実績により、中国と世界を結ぶ

能力と経験を有しています。当社グループは、中国内外の顧客に向けて革新的なサービスや商品を展開もしくは

提供するに当たり、グローバル・ネットワーク、グローバル・マーケットにおいて標準化された手法の遵守及び

中国市場に関する高度な知識を活用することができます。

 

(4）当社グループの機会

(i)　現在の市場での地位

　当社グループが複合的な戦略及び急速な成長を続ける中国市場への注力によってこれまでに創造してきた商品とサー

ビス基盤により、以下のことが可能となります。

 

・　中国市場のため、国際金融市場で一般的に利用されている方法に準拠して開発された情報商品及びソリューショ

ンを提供すること。

・　中国の企業及び個人が持つ独自のニーズを満たすため、金融サービス及びソリューションを開発すること。

 

(ii)　成長戦略

　当社は、中国における金融産業並びに金融事業及びネットワークにおける基盤を活用し、強い成長ポテンシャルを持

つ既存の金融ソリューション及びサービス事業を組織的に成長させます。当社はファンド・マネジメント、アセット・

マネジメント及びその他の金融関連分野への更なる発展により、新たな収入源を創出することに特に注意を払っていま

す。

 

(5）当社グループのサービス

(i）金融ソリューション及びサービス

 

概要

 

金融サービス事業

当社グループの金融サービス事業は、各機関、ファンド、政府機関及び個人に対し、フィナンシャル・コーポレー

トアドバイザリー業務を提供しています。

 

金融情報配信事業

金融サービス事業は各機関、ファンド、政府機関及び個人に対し、金融アドバイザリー業務及びマーケットリスク

分析を提供しています。金融アドバイザリー業務における戦略上のスタンスの１つに、中国企業とグローバルな資本

市場との橋渡し役を担うことがあります。

 

競合関係

金融情報配信セグメント事業での競合関係は、ある分野では限定的である一方で、その他の分野では非常に厳しい

ものとなっています。金融アドバイザリー業務における戦略上のスタンスの１つに、中国企業とグローバルな資本市

場との橋渡し役を担うことがあります。当社グループの事業の中核を成す強みは、広く産業界において、中国企業に

ファイナンス、IPO及びM&A関連のサービスを提供できることです。
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４【関係会社の状況】（2013年12月31日現在）

(1）親会社の状況

　当社には、親会社はありません。

 

(2）連結子会社の状況

　2013年12月31日現在の当社のグループの主要な連結子会社及び関連会社の状況は、以下のとおりです。

名称 住所
主要な事業の
内容

議決権に対す
る提出会社の
所有割合

資本金 当社との関係

フォーチュン・チャ
イナ・パブリック・
リレーションズ・リ
ミテッド
（Fortune China 
Public Relations 

Limited）
*

香港、上環
PR及びIRサー
ビスの提供

50％
（50％）

1,000,000.00
香港ドル

・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供

フォーチュン・チャ
イナ・パブリック・
リレーションズ（北
京）リミテッド
（Fortune China 
Public Relations 
(Beijing) 

Limited）
*

中華人民共和
国、北京、宣武
区

PRの企画立案
及びコミュニ
ケーションコ
ンサルティン
グサービス、
情報サービス
及びコンファ
レンスサービ
ス、展示サー
ビス並びにデ
ザイン製作及
びグラフィッ
ク製造

50％
（50％）

1,000,000.00
香港ドル

該当事項なし

GMSエデュケーショ
ン・カンパニー・リ
ミテッド
（GMS Education 

Co., Ltd.）
*

韓国、ソウル市
学習進学塾の
運営

70％
（70％）

100,000,000.00
韓国ウォン

該当事項なし

上海華財インベスト
メント・アドバイザ
リー・カンパニー・
リミテッド
（Shanghai Huacai 
Investment 
Advisory Company 
Limited）#

中華人民共和
国、上海、長寧
区

ビジネスコン
サルティング
業

100％
（100％）

7,500,000.00
米ドル

該当事項なし

SMRAインターナショ
ナル・インク
（SMRA 
International, 

Inc.）
*

アメリカ合衆
国、ニュー
ジャージー州、
スキルマン

分析レポート
の提供

100％
（100％）

1.00
米ドル

取締役１名兼任

ストーン・アンド・
マッカーシー・リ
サーチ・アソシエイ
ツ・インク
（Stone & McCarthy
 Research 
Associates, 

Inc.）
*

アメリカ合衆
国、ニュー
ジャージー州、
プリンストン

分析レポート
の提供

100％
181.82
米ドル

・取締役１名兼任
・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供

新華ファイナンス・
ジャパン株式会社
（Xinhua Finance 

Japan Limited）
*

東京都港区
金融情報サー
ビスの提供

100％
（100％）

10,000,000.00
円

・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供
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名称 住所
主要な事業の
内容

議決権に対す
る提出会社の
所有割合

資本金 当社との関係

新華ファイナンシャ
ル・ネットワーク・
リミテッド
（Xinhua Financial
 Network 
Limited）#

香港、上環
金融情報サー
ビスの提供

100％
（100％）

1,464,766.68
香港ドル

・取締役１名兼任
・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供

新華ファイナンシャ
ル・ネットワーク
（北京）リミテッド
（Xinhua Financial
 Network (Beijin) 

Limited）#
*

中華人民共和
国、北京、朝陽
区

金融情報サー
ビスの提供

100％
（100％）

2,550,000.00
米ドル

・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供

新華ファイナンシャ
ル・ネットワーク
（上海）リミテッド
（Xinhua Financial
 Network 
(Shanghai) 

Limited）#
*

中華人民共和
国、上海、盧湾
区

金融情報サー
ビスの提供

100％
（100％）

10,750,000.00
米ドル

・当社より経営・マー
ケティング・財務・
法務・運営その他の
業務を提供

　（注）１　その他当社グループの子会社は２社存在しますが、重要性が乏しいため記載を省略しております。

２　議決権に対する提出会社の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数です。

３　#の付されている子会社は特定子会社です。

４　有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している子会社はありません。

５　フォーチュン・チャイナ・パブリック・リレーションズ（北京）リミテッドの資本金は300,000.00香港ドルから

1,000,000.00香港ドルに増加しました。

６　新華ファイナンス・ジャパン株式会社の資本金を119,000,000.00円から10,000,000.00円に減額しました。

７　
*
を付した子会社は債務超過会社です。当社子会社のうち、債務超過会社の債務超過の額は、2012年12月末時点で

以下のとおりとなっております。

名称 千米ドル 百万円

フォーチュン・チャイナ・パブ
リック・リレーションズ・リミ
テッド

△1,583 △167

フォーチュン・チャイナ・パブ
リック・リレーションズ（北
京）・リミテッド

△15 △2

GMSエデュケーション・カンパ
ニー・リミテッド

△697 △73

SMRAインターナショナル・イン
ク

△1,723 △182

ストーン・アンド・マッカー
シー・リサーチ・アソシエイ
ツ・インク

△2,714 △286

新華ファイナンス・ジャパン株
式会社

△2,632 △277

新華ファイナンシャル・ネット
ワーク（北京）リミテッド

△7,904 △833

新華ファイナンシャル・ネット
ワーク（上海）リミテッド

△6,331 △667
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８　連結売上高に占める割合が10％を超える当社子会社の主要な損益情報等

会社名
売上高

経常利益／損失
（△）

当期純利益／損失
（△）

純資産額 総資産額

千米ドル 百万円 千米ドル 百万円 千米ドル 百万円 千米ドル 百万円 千米ドル 百万円

フォーチュン・チャイナ・パブ
リック・リレーションズ（北
京）・リミテッド

2,758 291 △165 △17 △169 △18 △15 △2 1,656 175

北京オリエント・アグリビジネ
ス・コンサルタント・カンパ
ニー・リミテッド

972 102 △123 △13 △123 △13 － － － －

北京華夏風行広告カンパニー・リ
ミテッド

815 86 32 3 13 1 － － － －

 

(3）持分法適用の関連会社の状況

名称 住所
主要な事業の
内容

議決権に対す
る提出会社の
所有割合

資本金 当社との関係

北京華声・ファイナ
ンシャル・イン
フォ・アンド・テッ
ク・カンパニー・リ
ミテッド

中華人民共和
国、北京、石影
山区

IT、ソフトウ
エアコンサル
ティング及び
ネットワーク
関連の技術開
発

49％
（49％）

20,420,000.00
人民元

－

北京華声・ファイナ
ンシャル・インベス
トメント・カンパ
ニー・リミテッド

中華人民共和
国、北京、朝陽
区

プロジェクト
投資及び投資
コンサルタン
ト

33％
（33％）

15,000,000.00
人民元

－

　（注）１　有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している関連会社はありません。

 

(4）その他の関係会社の状況

　該当事項はありません。
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　2013年12月31日の時点で、当社グループは51名の従業員を有しております。地域及びセグメントごとの従業員の数

は、以下の表のとおりです。従業員数には顧問を含めておりません。

地域 従業員数（人）

中国（香港を含む） 50

欧州 0

その他アジア 1

米国 0

計 51

 

事業セグメント 従業員数（人）

金融情報配信事業 36

金融ソリューション事業 0

その他の事業 15

グループ全体 0

計 51

 

(2）提出会社の状況

　2013年12月31日の時点で、当社は従業員を１名採用しています。

 

(3）労働組合の状況

　当社グループに労働組合はありません。当社グループの従業員との労使協定又は団体交渉協約はありませんが、労使

関係は良好であり、雇用問題に関する重要な紛争、申立て、調査及び訴訟は存在しません。
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第３【事業の状況】
 

　以下の当社グループの財政状態及び経営成績の検討及び分析は、本報告書に添付された連結財務諸表及び注記に関連づ

けて読まれる必要があります。別段に示されない限り、当社グループの連結財務諸表及び以下に記載される財政状態及び

経営成績の検討及び分析は、日本GAAPに従って作成されております。また、かかる財政状態及び経営成績の検討及び分析

は、将来の事実及び経営成績に関する当社グループの現時点における見解を反映した予想を含んでおります。当社グルー

プの実際の経営成績は、「事業等のリスク」における記述を含むいくつかの要因の結果によりこれらの予想と大きく異な

る可能性があります。

 

１【業績等の概要】

　「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照下さい。

 

(1）顧客所在地別売上高

　当社グループの売上高を地域別に区分した百分比で示すと以下のとおりです。

 

 地域 2013年12月期

  （千米ドル） （百万円） 構成比

 アジア 5,092 537 99.6％

 北米 － － 0.0％

 欧州 － － 0.0％

 日本 22 2 0.4％

 その他 － － 0.0％

 計 5,114 539 100.0％

 

 地域 2012年12月期

  （千米ドル） （百万円） 構成比

 アジア 12,452 1,312 87.6％

 北米 1,127 119 7.9％

 欧州 346 37 2.5％

 日本 287 30 2.0％

 その他 － － 0.0％

 計 14,212 1,498 100.0%

 

(2）2013年12月31日に終了した当連結会計年度（2013年度）のキャッシュ・フロー分析

営業活動によるキャッシュ・フロー

　2012年度における営業活動によるキャッシュ・フロー支出が6,726千米ドル（709百万円）であったのに対し、2013年度

における営業活動によるキャッシュ・フロー支出は、5,625千米ドル（593百万円）となりました。これは主に、営業損失

の減少によるものです。

 

投資活動によるキャッシュ・フロー

　2012年度における投資活動によるキャッシュ・フロー収入が1,066千米ドル（112百万円）であったのに対し、2013年度

における投資活動によるキャッシュ・フロー収入は、377千米ドル（40百万円）となりました。これは主に、子会社株式売

却収入及び約束手形の回収によるものです。

 

財務活動によるキャッシュ・フロー

　2012年度における財務活動によるキャッシュ・フロー収入が1,259千米ドル（133百万円）であったのに対し、2013年度

における財務活動によるキャッシュ・フロー収入は1,552千米ドル（164百万円）となりました。これは主に、短期借入金

の増加の増加によるものです。
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現金及び現金同等物

　上記の結果から、2013年度末の現金及び現金同等物残高は3,973千米ドル（419百万円）となりました。なお、連結貸借

対照表上の現金及び預金残高は3,973千米ドル（419百万円）となっております。

 

２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産及び受注の状況

　当社グループはサービス提供会社であるため、該当する事項はありません。

 

(2）販売の状況

　「７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照下さい。

 

３【対処すべき課題】

　当社グループは、事業に関する以下のような問題点を解決するため、引き続き適切な措置を講ずる予定です。

 

(1）当社の旧経営体制のもとでの投資決定及びハイ・リスクな契約等を起因とするマイナスの影響が顕在化しておりま

す。

　当社の旧経営陣は、これまで様々な投資決定を下し、第三者との契約等を締結してきました。しかしそれらの幾つか

は、高いリスクを伴う契約でありました。このことを起因とする当社への負の影響が、特に2011年度下半期以降、顕在

化しております。このように旧経営陣による過去の投資決定が当社に損失を与えております。当社は当社グループの各

子会社及び事業プロジェクトに対する資金供給を余儀なくされており、これらの継続的な資金供給が、当社の財政状態

を圧迫しております。

 

対策

１．継続的な損失の計上もしくは当社（グループ）からの資金援助への依存が見られる事業のタイムリーな打ち切

り。

２．検討段階のプロジェクトに関して、当社経営陣の判断により、収益性の見込みが低いと判断されたプロジェクト

及びハイ・リスクであると見なされたプロジェクト事業の中止。

３．当社子会社が抱える潜在的な問題を即座に発見するための子会社財務データの継続的なモニタリング。

 

(2）当社の深刻な財政状態が、本来事業開発のために利用されるべき経営資源を制限しております。

　上記のとおり、旧経営陣による投資決定により、当社は多大な損失を被り、多くの資金が失われました。当社は現

在、深刻な財政状態の危機に瀕しています。

 

１）当社の既存事業の資産規模は非常に小さくなっており、事業の拡大に必要な資源が充分ではありません。小規模

な事業資産は低い収益性しか創出せず、その結果、収益が事業経費及び費用を賄いきれず、当社全体に著しい損

失をもたらしています。

 

２）当社の既存事業がもたらす利益及びキャッシュ・フローは低水準もしくはマイナスとなっており、当社は資金不

足の状態にあります。

 

対策

１．既存事業の損失削減及び収益性の向上のため、全社的な費用及び営業費用の更なる削減。

２．当社グループ資産（子会社を含む）の売却による資金調達及び限られた資金を活用しての重要事業の促進。

３．当社グループの再編、事業統合及びその他様々な手法により当社に新たな発展をもたらす潜在投資家の発掘。
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４【事業等のリスク】

(1）事業等のリスク

(a）当社グループは、将来的に利益を計上することができなくなる可能性があります。

 

当社グループは、将来純損失を回避できる又は収益性を実現できることを保証することはできません。更に、のれん

の増加を招く新たな買収、追加の売上高及び収入の発生の減少若しくは遅れ、経営陣の再編又は買収した企業の統合の

失敗は、将来、大幅な営業損失及び純損失を招く可能性があります。

 

(b）当社グループが既存のパートナーシップ及び合弁事業を維持し、適切に運営することができなかった場合、当社グ

ループの事業は損害を被る可能性があります。

 

当社グループの商品及びサービス、知識及びブランドネームのいくつかは、当社グループの戦略的パートナーシップ

及び合弁事業に依拠しております。かかるパートナーとの関係、当該パートナーの経営又はかかる合弁事業の経営が深

刻に悪化した場合、重要な商品及びサービスを提供し、顧客を獲得・維持する当社グループの能力もまた、深刻な悪影

響を受ける恐れがあります。当社グループは、当社グループの合弁事業パートナーが常に当社グループの事業に従事す

ることを保証することはできません。

 

(c）将来における買収が当社グループの事業管理能力に悪影響を与える可能性があります。

 

選び抜いた企業買収は、当社グループの事業を更に拡大するための当社グループの戦略の一部となっております。将

来における買収及びその後の当社グループへの被買収会社の統合に際し、当社グループの経営陣がかなりの注意を払う

ことが必要となる場合があります。当社グループの経営陣の注意の分散及び統合のプロセスで遭遇する何らかの困難に

より、当社グループの事業管理能力が悪影響を受けるおそれがあります。将来の買収は、当社グループを潜在的なリス

クにさらすおそれがあります。こうしたリスクには、新たな事業、技術、及び人材の融合に伴うリスク、予見しえない

又は隠れた債務が発生・存在するリスク、当社グループの既存の事業及び技術からのリソースが分散するリスク、買収

コスト及び費用に見合う十分な収益を上げられないリスク、及び新規事業の統合の結果、従業員、顧客、及びサプライ

ヤーとの関係を失い又は損なう可能性があるリスクが含まれます。

 

(d）当社グループは、将来における企業の買収から期待する利益を得られない可能性があります。

 

　戦略的な買収は、当社グループ全体の成長戦略の重要な部分を占めております。当社グループは、過去において、

様々な商品、顧客基盤、市場アクセス及び人材の獲得にとって極めて重要な買収を行ってきました。このような買収先

企業の統合には、経営陣の関与、従業員の熱心な努力及び有能なリーダーシップが大いに求められます。良好な統合プ

ロセスは、買収による利益の実現において重要なものとなっております。当社グループは、統合過程を監視するため統

合委員会を設置しましたが、当社グループが将来の買収先企業を統合するにあたり困難に直面した場合、これにより当

社グループの事業が悪影響を受けることになります。更に、当社グループは、買収から期待する収益及び費用に関する

シナジーが実現されることを保証することはできません。買収が期待される当社の成長と発展という成果をもたらすと

の保証はなく、また上記に記載した事項等により当該買収に関し、当社が重大な損失を被るおそれもあります。

 

(e）当社グループが商品及びサービスを提供し改良する能力を維持しこれを更に発展させることができなかった場合、当

社グループは収益成長を確保できない可能性があります。

 

　金融ソリューション及びサービス産業は変化が激しく、当社グループのような企業は、投資決定にあたり当社グルー

プが提供するような商品及びサービスを利用する非常に要求水準の高い顧客基盤に対して、適時かつ適切なコンテンツ

及び分析を提供する必要があります。当社グループがかかる能力を維持できない場合、又は継続的に改良を行い顧客の

ニーズの変化に対応できなかった場合、当社グループの売上げ及び収益性が低下する可能性があります。
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(f）新規及び既存の競合他社との競争に勝てなかった場合、当社グループは市場シェアを失い、収益性に悪影響が生じる

可能性があります。

 

　当社グループは、主に他のグローバルな金融情報・分析業者と競合しております。当社グループは、中国市場におい

て優位な地位及び豊富な専門的知識を有していると信じておりますが、競合他社の多くは当社グループに比べ、長い営

業実績、幅広い商品群、豊富な資金力及び国際的に高い認知度を有しております。近年の中国市場の成長を考慮する

と、かかる競合他社の大部分は、この地域により注力を行い、当社グループの事業分野における競争が激化することが

予想されます。当社グループは、新規及び既存の競合他社との競争に勝つことを保証することはできません。

 

(g）当社グループは、他社による当社グループの知的財産の利用を阻止できない可能性があり、この場合当社グループの

事業に悪影響が生じ、訴訟に巻き込まれる可能性があります。

 

　当社グループは、当社グループのコンテンツ、ドメイン名、商号、商標及び類似する知的財産は、当社グループの成

功に不可欠なものであると考えております。当社グループは、商標保護、著作権及び機密保持に関する法令及び契約に

依拠することにより、当社グループの知的財産権の保護に努めております。中国における商標保護及び機密保護は、日

本、米国その他の国々と同等の効力を有しない可能性があります。当社グループが専有する技術及び情報の不正利用を

規制することは、困難でありかつ多額の費用を要します。

 

　当社グループが講じてきた措置は、当社グループ専有の技術及び情報の不正利用の防止のためには十分でなかった可

能性があります。いかなる不正利用も、当社グループの事業及び業績にマイナスの影響を及ぼす可能性があります。更

に、当社グループは、当社グループの知的財産権を主張するため法的手段を用いなければならなくなる可能性もありま

す。当社グループの知的財産に関連する訴訟は、多額の出費並びに経営資源及び経営陣の注意の分散を招く可能性があ

ります。

 

(h）当社グループは、新規事業計画に取り掛かっていますが、当該新規事業計画が成功するとは限りません。

 

　当社グループは、買収又は第三者との合弁事業によって、金融サービスなどの新規事業計画に取り掛かっています。

しかし、当該新規事業計画は、期待していた成長又は発展を遂げることができない可能性があり、そのような場合に

は、当社グループの事業及び経営成績が悪影響を受けるおそれがあります。

 

(i）当社グループの事業は、経営幹部による継続的な努力に大きく依拠しており、彼らの経営への関与が失われた場合、

当社グループの事業に深刻な混乱を招く可能性があります。

 

　当社グループの将来における成功は、当社の経営幹部の継続的な任務の遂行に大きく依拠しております。当社グルー

プは、かかる経営幹部の事業運営、資金調達、金融情報及びメディア業界に関する専門知識並びに株主、戦略的パート

ナー及び規制当局との関係に依拠しております。経営幹部のうちの1名又は複数が現在の地位を継続できなくなったか又

はその意欲を失った場合、当社グループはかかる経営幹部の職務を容易に又は全く引継ぐことができない可能性があり

ます。その結果、当社グループの事業が深刻に悪化し、財政状態及び経営成績に重大な悪影響が生じ、当社グループが

人員を確保し育成するための追加費用を負担しなければならなくなる可能性があります。

 

　また、かかる経営幹部のいずれかが競合他社に加わるか又は競合会社を設立した場合、当社グループは、顧客及び戦

略的パートナーを失う可能性があります。当社の経営幹部の各々は、当社との間で、機密保持及び競業避止の規定を含

む雇用契約を締結しております。当社の経営幹部と当社との間で何らかの紛争が生じた場合、当社は、かかる契約が有

効に実施されるかにつき保証することはできません。
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(j）当社グループが貴重な人材及び能力の高い従業員を採用、育成及び確保することができない場合は、当社グループの

事業が悪影響を受ける可能性があります。

 

　当社グループは、より綿密な分析を提供する従業員、配信プラットフォームを維持かつ拡充するための情報技術及び

エンジニアリング社員、当社グループの商品及びサービスを販売するためのマーケティング社員、及び経営をサポート

する管理事務スタッフを追加的に雇用する必要があると考えております。当社グループがこのような分野において十分

な従業員を発掘、採用、雇用、育成及び確保できない場合、又は既存社員に対し十分なインセンティブ等を提供でき

ず、その結果彼らを確保しておくことができない場合は、当社グループの商品及びサービスは、ユーザーの期待に反

し、その結果かかるユーザーが競合他社に流れ、ひいては、当社の事業及び経営成績が悪影響を受けるおそれがありま

す。

 

(k）現在及び将来の経営組織の拡大を適切に管理できない場合は、当社グループの事業は悪影響を受けるおそれがありま

す。

 

　当社グループの今日までの成長は、当社グループの経営陣、システム及び経営資源に著しい負担を強いることになり

ます。当社グループの人材を育成し活用することに加え、財務及び経営管理並びに報告システム・手続を引続き改善、

開発する必要があります。当社グループが、経営組織の拡大を効率的又は効果的に管理できることは保証されておら

ず、かかる管理ができない場合には当社グループの成長が制約され、当社グループの事業戦略が妨げられる可能性があ

ります。

 

(l）必要となる追加的資本を調達できない可能性があります。

 

　当社グループは、現在の現金及び現金同等物、営業活動からのキャッシュ・フロー及び資金調達活動による手取金

が、当社グループの現金需要予定を満たすのに十分であると信じております。しかし、自らが投資又は買収を決断した

場合を含め、事業環境の変化又はその他の将来の発展により、追加資金を必要とする可能性があります。かかる資金が

当社グループの現金需要を満たすのに不十分である場合、当社グループは、新たな株式若しくは債券の発行をし、又は

新たな信用枠の取得を図る可能性があります。追加的な株式の発行は、当社グループの株主にとって、さらなる希薄化

をもたらすことになります。新たな債務を負うことにより、元利金支払義務が増大し、債務の負担に伴い当社グループ

の事業活動を制約するような事業・財務制限条項を負う可能性があります。当社グループが受け入れられる金額又は条

件による資金調達ができるとの保証はありません。

 

(m）当社グループの商品及びサービスの中に含まれている情報のために提訴される可能性があり、防御に時間と多額の費

用がかかる可能性があります。

 

　当社グループの商品及びサービスには、新しい政府政策や産業連環のような情報が含まれております。いずれかの情

報が誤り若しくは虚偽又は誤解を招く情報を含んでいた場合、第三者が、当該情報の使用に関連して被った損失につい

て当社グループに対して法的手続をとる可能性があります。いかなる請求も、根拠の有無にかかわらず、防御に時間と

多額の費用がかかり、訴訟になり、かつ経営陣の注意及び労力を分散させるおそれがあります。

 

(n）当社グループ資産の一部の価値が当社グループの連結財務諸表で計上した価額より減少する可能性があります。

 

　当社グループの連結財務諸表に計上している、のれん、無形固定資産及び有価証券資産等の当社グループ資産の一部

は、定期的な減損テスト及び評価替えの対象となります。当該テストにより、それらの資産が簿価より低い価値しかな

いと判断された場合、それらの価値は切下げられ、当社グループの財政状態が悪影響を受ける可能性があります。
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(o）当社グループ子会社の当社に対する配当金の支払が規制又は制限された場合、当社の株主に対する配当可能資金が減

少することになります。

 

　当社は持株会社であり、完全子会社及び関係会社等の出資持分以外は、重要な資産を有しておりません。その結果、

当社の株主に対する配当金の支払は、子会社から支払われる配当金、経営指導料その他のフィーに依存しております。

仮に将来において子会社が負債を負った場合、当該負債に関連する契約には当社に対する配当その他の支払を制限する

条項が盛込まれている可能性があります。また、子会社の設立準拠法に係る規制基準によっても、当社への支払能力が

制限される可能性があります。中国国内の子会社に関する規制については、「中国で事業を行うことに関するリスク　

(c）中国からの支払は、制約され統制される場合があります」をご参照ください。

 

(p）当社は、過去に配当金の支払を宣言又は実行したことがなく、近い将来においてもこれらを行わない可能性がありま

す。

 

　当社は、現在行っている事業における主導的地位を維持・強化し、企業価値を最大化するため、現時点においては、

配当可能利益を事業に再投資し事業拡大のための資金に充当することを検討しております。これに伴い、近い将来にお

いて配当金支払の宣言又は支払を行わない可能性があります。

 

(q）当社の事業及び経営成績は世界的な金融市場の動向によって悪影響を受ける可能性があります。

 

　当社は、その収益を主として金融ソリューション及びサービスやその他の関連するサービスの提供から得ており、当

社の顧客基盤は、主として金融機関及びその他の世界的な市場の参加者となっております。当社の製品及びサービスに

対する顧客の需要は、世界的な経済、とりわけ世界的な金融市場の情勢によって影響されます。金融情勢又は経済情勢

の不振により、投資家の証券に対する需要又は発行会社の証券を発行する意欲若しくは能力が減退した場合、世界的な

金融市場における活動水準、顧客の業績又は当社の製品及びサービスに対する需要が低下する可能性があります。依然

として続く世界的な金融市場の不振により、2013年における当社の事業及び経営成績は引き続き悪影響を受けました。

 

(r）数多くの国で事業を行うことにより当社はより多くのリスクに直面します。

 

　当社は、アジアと米国に事務所を有しており、その収益の過半をアジア圏内から得ております。異なる国々で事業を

展開することにより、当社は、当社の営業若しくは顧客の当社の製品及びサービスの利用に影響するような法律及び規

制上の要件の変更、通貨の移動に関する規制、輸出入の規制、並びに政治経済上の不安定さ等、数多くの法律、経済及

び規制上のリスクに直面します。これらの要素により、当社の事業及び運営に重大な悪影響が生じる可能性がありま

す。

 

(s）ハードウェア及びソフトウェアの不具合、コンピュータ及び通信システムの遅延、システム強化の失敗により当社の

事業が害される可能性があります。

 

　当社の成功は、当社のコンピュータ及び通信システムの効率的かつ連続した稼動に依存しております。当社のネット

ワーク又はデータ収集に不具合が発生した場合、データ、データベース及びサービスの配信、顧客注文並びに当社の事

業の日々の運営の処理が阻害され、かつ、データの損傷及び喪失を生じる可能性があります。当社が必要とするデータ

通信能力を提供する当社のコンピュータ環境に不具合が生じた場合、当社のサービスが中断する可能性もあります。ま

た、システムの強化及び改善策が計画より大幅に遅延し、又は完成したシステムのパフォーマンスが不調に見舞われた

場合、当社の評判が損なわれ、当社の事業を害する可能性があります。
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(t）当社は、特定の資金調達の合意に基づく制限及び誓約条項を遵守することができない可能性があり、それにより、資

金調達の合意上の条項に基づきデフォルトに陥り、早期償還条項が発動される可能性があります。

 

　当社が現在もしくは将来の資金調達その他の合意の制限及び誓約条項を遵守することが出来ない場合、それらの合意

の条項に基づきデフォルトに陥る可能性があります。デフォルトが発生した場合、債権者は、状況に応じて、当社への

貸付のコミットメントを中止し、早期償還条項を適用して既存債務の全額につき弁済期の到来を宣言し、又はかかる合

意を終了するといった対応をとる可能性があります。これらの事態が発生した場合、当社の資産及びキャッシュ・フ

ローが、全ての債務につき全額の弁済を行うのに十分である保証はなく、また、代替的な資金調達先が見つかるという

保証もありません。仮に代替的な資金調達先が得られたとしても、当社にとって有利又は受け入れられる条件で資金が

調達できるという保証はありません。

 

(2）中国で事業を行うことに関するリスク

　当社グループは、世界各国に拠点を有するグローバル企業です。当社グループは事業のかなりの部分について中国に

フォーカスしており、従って中国に特有の一定のリスクにさらされます。このようなリスクのうち特に重要なものは以下

のとおりです。

 

(a）中国の金融市場の発展と成長に対する制約が当社グループの成長を妨げる可能性があります。

 

　当社グループの事業のかなりの部分は中国で行われております。中国は、適格外国機関投資家が中国の上場会社に投

資することを許可する規制を含め、外国及び国内投資についての法律を自由化してきております。当社グループは、当

社グループの商品及びサービスに対する需要が市場の自由化につれて概ね増加するだろうと期待しております。しかし

ながら、中国の成長と発展を制約する規制が中国市場に課された場合、中国での当社グループの事業の継続的成長に悪

影響を及ぼす可能性があります。

　当社グループは、金融市場及びメディアという規制の多い産業で事業を行っているため、政府の政策及び規制の変更

に従うことになります。中国はこれらの産業について過去数年間は規制緩和を行っておりますが、この傾向は変化する

可能性があります。その場合、当社グループは、より制約された環境で事業を行うことになる可能性があります。この

ことは、また、中国での当社グループの事業にマイナスの影響を与える可能性があります。

　更に一般的には、中国における事業環境が国内又は海外の投資家の見込みよりも悪化した場合、中国での当社グルー

プの事業が悪影響を受ける可能性もあります。そのような悪化は、天災、テロ、国内及び国際的な政治問題、市場の沈

滞、又は政府の政策変更を含む非常に多様な要因により引起こされる可能性があります。

 

(b）中国の法令及びその解釈・運用には不確定な要素があります。

 

　外国投資、メディア及び金融市場に関する中国の法律は、より成熟した市場における法律と比較して相対的に新しく

制定されたものです。そこでは新たな法令が引き続き公布されております。当社グループは、現時点での出資構成、当

社の完全子会社及び中国関連会社の出資構成や、当社とその完全子会社、中国関連会社及びこれらの株主との間の契約

上の取決め、当社グループの事業運営、並びにこれを実施するための承認及びライセンスは、現時点におけるあらゆる

中国の法令及び規則に適合していると確信しております。しかし、現行の中国の法令の解釈、適用、及び運用には多く

の不確定要素があり、また、新たな法令の影響については未だ明らかではありません。従って、当社グループは、中国

政府当局が最終的に当社グループの考えと異なる見解を有しないと保証することはできません。
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(c）中国からの支払は、制約され統制される場合があります。

 

　当社は、中国において事業を傘下に持つ、ケイマン諸島において設立された持株会社です。当社の中国における子会

社及びその他の会社からの配当及びその他の支払は、当社の株主に対する配当支払や中国国外での事業活動及び経費の

支払の資金に充てるために、中国国外に送金する必要があります。現行の中国の規則は、当社の子会社が当社に対し中

国の会計基準及び会計規則に従い算定される累積利益（もしあれば）からのみ配当を支払うことを認めております。ま

た、中国における当社の子会社は、一定の準備金を調達するために、毎年累積利益（もしあれば）の10％以上を積立て

なければなりません。そして、かかる準備金は現金配当として分配できません。中国における当社の子会社及び中国の

関連会社から配当を全額受取れない場合は、当社グループ全体の財政状態及び当社の株主に対する配当支払能力に悪影

響を与える可能性があります。

　中国国外への資金送金やその他の通貨に対する人民元の為替レートは、厳しく規制されています。為替レート管理体

制及び中国国外への資金送金に影響を与える規制の変更が、中国国外における当社の支出への充当又は当社の株主に対

する配当支払能力に悪影響を与える可能性があります。更に、人民元とその他の通貨との間の為替レートの変動も、当

社が中国から受ける他の通貨建ての資金額、ひいては投資家の投資価値に影響する可能性があります。当社株式におけ

る投資家の投資価値は、日本円と他の通貨の間の外国為替レートにも影響されます。

 

(d）当社グループは中国では限られた範囲の事業保険にしか入っておりません。

 

　中国の保険業界は、まだ発展の初期段階にあります。中国の保険会社は、限られた事業保険商品しか提供していませ

ん。その結果、当社グループは中国での経営に対し事業責任又は事業中断についての保険に入っておりません。何らか

の事業中断、訴訟又は自然災害により、著しいコスト及び資源の分散という結果が生じる可能性があります。

 

(e）本書に記載されている第三者による事実及び統計データが不正確な可能性があります。

 

　中国の金融サービス・メディア業界及び経済に関する事項等、本書における第三者による事実及び統計データは、

様々な行政及び研究機関の調査公表及び新聞記事から抽出したものです。当社グループは、表示されている事実及び統

計データを当該情報源から確実に正確に転記するよう合理的な注意を払っておりますが、それらの事実及び統計データ

を当社グループで独自に検証しておりません。第三者が用いた情報収集方法に仮に瑕疵があったり又は十分でなかった

りした場合は、本書の統計データが不正確である可能性又は他の国の経済について作成された統計データと比較できな

い可能性があり、過度に依拠すべきではありません。

 

(3）株式に関するリスク

(a）当社はケイマン諸島法に基づき設立されているため、同法制度上、投資家の利益を保護するのが困難である可能性が

あり、また投資家が日本の裁判所を通じて自己の権利を保護することが限られる可能性があります。

 

　当社は、当社の基本定款及び附属定款並びにケイマン会社法及びその他のケイマン諸島の法体系に従うものとされて

おります。ケイマン諸島法に基づく株主の権利及び取締役の受託者責任は、日本の制定法又は判例ほど明確に確立され

ていません。特に、ケイマン諸島法は、日本法に比べて投資家保護が極めて限定的です。従って、かかる法制度上、当

社の一般の株主は、経営陣、取締役、又は支配株主の関わる訴訟において自己の利益を保護することに関して、日本、

米国又はその他の国で設立された会社の株主よりも困難となる可能性があります。更に、ケイマン諸島において設立さ

れた会社の株主は、日本の裁判所において株主代表訴訟を提起する資格を持たない可能性があります。
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(b）当社がケイマン諸島で設立され、経営の一部を中国で行い、当社の取締役及び経営幹部の大多数が日本国外に居住し

ているため、投資家が当社若しくは当社の取締役及び経営幹部に対して訴訟を提起すること、又は当社若しくは当社

の取締役及び経営幹部に対する判決についての執行を行う能力は限定されます。

 

　当社はケイマン諸島で設立され、当社の中国での経営の一部は、中国における当社の完全子会社及び関連会社を通じ

て行っております。当社の取締役及び経営幹部のほとんどは日本国外に居住しており、それらの者のほとんど全部の資

産は日本国外にあります。その結果、投資家は自己の権利が金融商品取引法等の下で侵害されていると考えた場合で

あっても、当社又は当社の取締役及び経営幹部に対して訴訟を提起することは困難又は不可能である可能性がありま

す。投資家がこのような訴訟を提起することができたとしても、関連する管轄地域の法律が当社の資産又は当社の取締

役及び経営幹部の資産に対して判決を執行することができないと判断される可能性があります。より詳細な情報は、ケ

イマン諸島及び中国の関連する法律をご参照下さい。

 

(c）将来、市場価格未満で当社の株式が発行された場合、当社の株式の市場価格は悪影響を受ける可能性があります。

 

　ケイマン諸島の法律及び当社の定款のいずれも、市場価格未満による新株の発行につき株主の承認を必要としませ

ん。当社の経営陣が、企業買収又はその他の事業目的のために株式を市場価格未満で多数発行することを決定した場

合、当社の株式の市場価格は、希薄化により悪影響を受ける可能性があります。

 

(d）当社及び当社の株主は、取締役、経営幹部、会計監査人等の義務の履行に関してなされた行為（不作為又は同意に関

与した行為を含みます。）に起因する損害につき補償を受けられない可能性があります。

 

　当社の基本定款及び附属定款によると、当社の取締役、経営幹部、会計監査人等は、自らの義務又は予期される義務

の履行に関する行為（不作為又は同意に関与した行為を含みます。）により発生するあらゆる訴訟、費用、損害等につ

き、当社の資産及び利益により保護されます。但し、ケイマン諸島法に基づく不正行為、重大な過失又は刑事犯罪に起

因する場合は、この限りではありません。更に、当社の基本定款及び附属定款によると、当社の株主は、当社の取締役

に対し、その義務の履行に関する作為又は不作為につき、請求又は訴訟を行うことができません（但し、ケイマン諸島

法に基づく不正行為、重大な過失又は刑事犯罪につき行われる場合を除きます。）。従って、当社及び当社の株主は、

取締役、経営幹部、会計監査人等の義務の履行に関してなされた行為（不作為又は同意に関与した行為を含みます。）

に起因する損害につき十分な補償を受けられない可能性があります。

 

(4）当社の経営及び事業の継続性に関するリスク

　当社グループは、当連結会計年度において、営業損失6,567千米ドル（692百万円）、当期純損失5,876千米ドル（619

百万円）を計上しております。営業活動によるキャッシュ・フローも5,625千米ドル（593百万円）のマイナスとなって

おります。

 

　当連結会計年度において営業費用の削減を実施した結果、販売費及び一般管理費は前連結会計年度では11,055千米ド

ル（1,165百万円）であったのに対し、当連結会計年度は8,782千米ドル（926百万円）であり、20.6％の減少となりまし

た。損失を計上しているアプリケーション・ソリューション／リサーチ事業を廃止し、キャッシュ・フロー収入を増加

するため、投資家に行使価格修正条項付新株予約権を発行することにより資金を調達しました。しかしながら、事業の

売却等による売上の減少や営業費用が依然として高いことから、当連結会計年度においても継続して営業損失を計上し

ています。営業キャッシュ・フローがマイナスとなっており、また、収益性のある事業への参入が不確実であることか

ら、継続企業の前提に関する重要な疑義が生じております。

 

　当該状況を解消するため、当社グループは継続的に経費削減を実施し、プラスの営業キャッシュ・フローを生み出す

資産及び事業の売却による資金調達を検討していきます。加えて、当社グループは、プラスの営業キャッシュ・フロー

を生み出す新規事業を模索し、新たな資本注入に加え、事業統合や事業分離も含めた様々な手法により成長機会をとら

えていきたいと考えております。

 

　ただし、当社グループの事業の継続可能性は、資金調達のための一定の財産の売却及び事業統合の成功、並びに既存

事業及び新規事業の成長に強く依存していることから、現時点では当社グループの継続企業の前提に関する重要な不確

実性が認められます。なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響は連結財務諸表に反映されておりません。
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補足情報

　2014年３月27日、当社の取締役会は子会社Xinhua Mobile Limited（以下「新華モバイル」といいます。）を設立し、

今後テレコム・プラットフォーム製品、モバイル広告、モバイル・メッセージング及びモバイル・アプリケーションの

事業分野（以下、「モバイル事業」といいます。）に参入することを決議しました。新華モバイルの主な事業は、香

港、中国、東南アジア及び日本を中心に、スマートフォン、テレコム・ソフトウェア・プラットフォーム、グローバ

ル・メッセージング・ゲートウェイ及びモバイル広告プラットフォームの開発及びオペレーションを行うことです。当

社は、今後SMS及びモバイル市場の需要が増えてくることを見込んでおり、モバイル事業を展開遂行するため新華モバイ

ルを設立することといたしました。また当社のCEOであるレン氏の当社参画前のモバイル事業での実績に鑑み、当社の取

締役会はレン氏を新華モバイルの取締役、取締役会会長及びCEOとすることを決議しました。

 

５【経営上の重要な契約等】

　2013年９月、当社はトップスカイのノミニー株主との紛争、BOABCの事業状況及び財務状態、並びにトップスカイが

BOABCの95％の株式を保有していることを考慮の上、ノミニーを構成する４契約に関して保有する全ての権利をタン・シャ

ンヤン氏（Mr. Tang Xiangyang）に売却譲渡しました。当社は、2013年９月末にトップスカイ、BOABC及びその子会社の財

務諸表を非連結化したことに伴い、アプリケーション・ソリューション／リサーチ事業部門（農業関連事業）を全面的に

廃止しました。

 

　2013年11月、XFNは、タン・シャンヤン氏（Mr. Tang Xiangyang）との間で、Beijing Alphaの持分の全てを売却するこ

とについて売買契約を締結しました。

 

　2013年12月、当社は、マッコーリー・バンク・リミテッドに対して、行使価格修正条項付新株予約権を750,000個発行す

る買取契約を締結しました。

 

６【研究開発活動】
　該当事項はありません。
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７【財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）重要な会計方針及び見積り

　当社の連結財務諸表は、日本GAAPに基づいて作成されております。当社の経営陣はこの連結財務諸表の作成にあたり、

有価証券の減損、減価償却資産の償却年数の設定、繰延税金資産の評価等の重要な会計方針に関する重要な見積りを行

い、これらの見積りは継続的に再評価が実施されております。但し、実際の結果は、見積りによる不確実性があるため、

これらの見積りと異なる場合があります。

 

(2）当社グループの経営成績

　以下の表は、日本GAAPに基づき、2012年12月31日及び2013年12月31日にそれぞれ終了した連結会計年度における当社グ

ループの経営成績を表したものです。

 

 単位：（千米ドル、括弧内は百万円）

 2013年12月期 2012年12月期

売上高 5,114 (539) 14,212 (1,498)

売上総利益 2,215 (233) 5,523 (582)

営業利益又は営業
損失（△）

△6,567 (△692) △5,532 (△583)

経常利益又は経
常損失（△）

△6,465 (△681) △6,677 (△704)

当期純利益又は当
期純損失（△）

△5,876 (△619) △8,389 (△884)

EBITDA＊ △6,497 (△685) △5,066 (△534)

＊EBITDAは営業損益に減価償却費及びのれん代償却額を加算したものと定義されています。

 

　当社グループは、世界中の投資家ニーズに応えるため、IFRSに従った財務諸表も作成しております。後記「日本GAAPと

IFRSの差異のうち、当社グループの財務報告に重要な影響を与えるもの」をご参照下さい。以下の表は、IFRSに基づき、

2012年12月31日及び2013年12月31日にそれぞれ終了した連結会計年度における当社グループの経営成績を表したもので

す。

 

 単位：（千米ドル、括弧内は百万円）

 2013年12月期 2012年12月期

売上高 3,173 (334) 7,138 (752)

売上総利益 1,400 (148) 2,065 (218)

当期純利益又は当
期純損失（△）

△7,364 (△776) △8,647 (△911)

EBITDA
１ △6,254 (△659) △4,707 (△496)

１．EBITDAは支払利息、税金、減価償却及び償却費控除前の当期損益として定義されています。

　当社グループは、EBITDAが当社グループの経営成績の重要な尺度であると考えております。当社グループの業界の特性

及び当社グループの買収活動により、当社グループの資産の一部は、のれんから構成されています。のれんは、購入価格

合計が買収対象事業の純資産の公正価格を上回る金額を表し、かつ日本GAAPに基づき償却されなければなりません。償却

費は、現金支出を伴わない費用であるため、当社グループはEBITDAを当社グループのキャッシュ・フロー及び経営成績の

概要を把握するための重要な尺度とみなしています。

２．2013年度においては、特定のセグメントがIFRSに基づき、非継続事業として分類され、売上高及びEBITDAから除外されて

います。2012年度の売上高及びEBITDAも当連結会計年度に合わせて訂正された値を掲載しています。

 

EDINET提出書類

新華ホールディングス・リミテッド（新華控股有限公司Ｘｉｎｈｕａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ）(E05951)

有価証券報告書

 42/127



(3）2013年度（2013年12月31日に終了した会計年度）

 

売上高

　売上高は、2012年12月期が14,212千米ドル（1,498百万円）であったのに対し、2013年12月期が5,114千米ドル（539百万

円）でした。

　2013年12月期における売上高の減少は、主として、2012年度末における教育関連事業セグメント及び米国事業セグメン

トの廃止・整理並びに金融情報配信事業セグメントの顧客の減少による販売高の低下によるものです。

　2013年12月期における金融情報配信事業セグメントの売上高は3,084千米ドル（325百万円）、金融ソリューション事業

セグメントの売上高は1,940千米ドル（205百万円）及びその他の事業セグメントの売上高は89千米ドル（９百万円）でし

た。

 

売上原価

　売上原価は、2012年12月期が8,689千米ドル（916百万円）であったのに対し、2013年12月期が2,899千米ドル（305百万

円）でした。

　2013年12月期における売上原価の減少は、主として、売上高の減少の影響によるものです。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの売上原価は1,587千米ドル（167百万円）、金融ソリューション事業セグ

メントの売上原価は1,235千米ドル（130百万円）及びその他の事業セグメントの売上原価は76千米ドル（８百万円）でし

た。

 

売上総利益率

　売上総利益率は、2012年12月期が38.9％であったのに対し、2013年12月期が43.3％でした。

　2013年12月期における売上総利益率の増加は、主として、金融情報配信事業及びその他事業の高い売上利益率が寄与し

たことによるものです。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの売上総利益率は48.5％、金融ソリューション事業セグメントの売上総利

益率は36.3％及びその他の事業セグメントの売上総利益率は14.3％でした。

 

販売費及び一般管理費

　販売費及び一般管理費は、2012年12月期が11,055千米ドル（1,165百万円）であったのに対し、2013年12月期が8,782千

米ドル（926百万円）でした。

　2013年12月期における販売費及び一般管理費の減少は、全社コストの削減、全社的な費用の減少並びに教育関連事業及

び米国事業の廃止・整理による費用削減効果によるものですが、旧経営陣の退任に伴う2013年の退職金の支給により減少

幅は限定的でした。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの販売費及び一般管理費は2,072千米ドル（218百万円）、金融ソリュー

ション事業セグメントの販売費及び一般管理費は1,018千米ドル（107百万円）及びその他の事業セグメントの販売費及び

一般管理費は5,692千米ドル（600百万円）でした。

 

営業損失

　2012年12月期における営業損失5,532千米ドル（583百万円）に対し、2013年12月期は6,567千米ドル（692百万円）の営

業損失となりました。

　2013年12月期における営業損失の増加は、主として、売上総利益の減少によるものですが、販売費及び一般管理費の減

少が一部これに歯止めをかけました。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの営業損失は575千米ドル（61百万円）、金融ソリューション事業セグメン

トの営業損失は313千米ドル（33百万円）及びその他の事業セグメントの営業損失は5,679千米ドル（598百万円）でした。
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経常損失

　2012年12月期における経常損失が6,677千米ドル（704百万円）であったのに対し、2013年12月期は6,465千米ドル（681

百万円）の経常損失となりました。

　2013年12月期における経常損失の減少は、主に営業損失の減少によるものです。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの経常損失は592千米ドル（62百万円）、金融ソリューション事業セグメン

トの経常損失は312千米ドル（33百万円）及びその他の事業セグメントの経常損失は5,561千米ドル（586百万円）でした。

 

当期純損失

　2012年12月期における当期純損失が8,389千米ドル（884百万円）であったのに対し、2013年12月期における当期純損失

は5,876千米ドル（619百万円）でした。

　2013年12月期における当期純損失の減少は、2012年12月期においては、主にのれんや有形固定資産の減損損失が3,185千

米ドル（336百万円）発生していますが、2013年12月期には発生していないことに起因しています。

　2013年12月期の金融情報配信事業セグメントの純損失は600千米ドル（63百万円）、金融ソリューション事業セグメント

の純損失は1,425千米ドル（150百万円）及びその他の事業セグメントの経常損失は3,852千米ドル（406百万円）でした。

 

(4）流動性及び資本の財源

　当社グループの流動性及び資本の財源に関する情報については「１　業績等の概要－2013年12月31日に終了した連結会

計年度（2013年度）のキャッシュ・フロー分析」をご参照下さい。

 

(5）日本GAAPとIFRSの差異のうち、当社グループの財務報告に重要な影響を与えるもの

　上記分析には、日本GAAPによるほか、国際財務報告基準（IFRS）に基づく財務情報も記載されているため、以下に日本

GAAPとIFRSの差異のうち、当社グループの財務報告に重要な影響を与えるものについて説明いたします。

　本書に記載される監査済みの財務情報は日本GAAPに従い作成され表示されております。以下の要約は、完全なものでは

なく、日本GAAP及びIFRSのそれぞれについて公表される内容を別途確認いただく必要があります。以下の要約は監査を受

けたものではなく、当社グループの財務情報に関連する全ての日本GAAP及びIFRSの相違点を含むものではないことにご留

意下さい。本書の要約には、会計基準の変更による日本GAAPとIFRSの将来の相違点や、将来行われる取引や事象によって

生じる日本GAAPとIFRSの相違点は考慮されておらず、それらを明らかにする目的のものでもありません。

 

株式交付費

　日本GAAPでは、株式交付費は支出時に費用処理を行うか、又は資産計上し３年を上限とする期間でこれを償却するこ

とが義務付けられております。

　IFRSでは、新株発行に直接的に起因する外部費用は、資本の控除項目として表示されます。

 

上場関連費

　日本GAAPでは、上場関連費は支出時に費用処理を行うことが義務付けられております。

　IFRSでは、新株発行に際して上場に直接的に起因する外部費用は、資本の控除（税引き後）項目として表示されま

す。

 

のれん

　日本GAAPでは、のれんを20年を上限とする期間で償却することを義務付けております。当社グループののれんは、定

額法にて5年から20年間で償却されています。

　国際会計基準（IAS）36の下では、2004年３月31日以降に買収した子会社に関連するのれんは償却されず、少なくとも

年一回以上の再評価を行うことが義務付けられております。
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株式報酬

　日本GAAPの下では、2006年５月１日以前に発生した株式による報酬取引に対する特定の会計基準はありませんでし

た。2006年５月１日以降に発生する株式による報酬取引については、従業員に対するストック・オプション等の付与に

関連した費用も含む報酬取引の影響を損益及び財政状態に反映させることが要求されます。

　IFRS第２号では、株式による報酬取引の会計は、従業員に対するストック・オプション等の付与に関連した費用を含

む、株式による報酬取引の影響を損益及び財政状態に反映させることを要求しております。株式による報酬取引は付与

日の時価によって測定されることとなります。測定された当該時価は償却期間中の株価変動の影響を受けず、権利確定

期間に渡って定額法に基づき償却を行っていきます。なお、当該IFRS第２号を2005年１月１日に開始する会計年度より

前に適用した場合は、当該事実を開示する必要があります。

 

のれんの減損及び一括償却

　IFRSで固定資産（のれん及び無形資産を含む。）の減損判定の際に行われる割引キャッシュ・フローの方法に加え、

日本GAAPでは、買収した子会社の純資産の回復可能性の検討が行われ、これに伴い、日本GAAPにおいては追加的なのれ

んの一括償却が発生することがあります。

 

支配権の喪失に伴う子会社の非連結化

　日本GAAPでは、子会社株式の譲渡を伴わない支配権の喪失によって当該子会社が連結範囲から除外された場合は、当

該事象による影響は純資産の部で認識され、損益計算書において損益が認識されることはありません。IFRSでは、当該

事象は支配権の異動の有無により判断されます。当該子会社に対する支配権が継続している場合は、資本取引として会

計処理され、当該影響額は純資産の部において認識されます。一方、当該子会社に対する支配権を喪失した場合は、測

定された損益は損益計算書で認識されます。

 

行使価格修正条項付新株予約権

　日本GAAPでは、ストック・オプション等として、当該ストック・オプション等の付与時の価値を公正な評価額で認識

することが求められています。IFRSでは、当該ストック・オプション等の付与時の価値として測定された公正価値は、

オプション負債として認識されます。オプション負債は各報告期間の末日に再評価され、その評価差額は公正価値の変

動として損益認識されます。

 

　IFRSでは、新株予約権の行使に伴い株券が発行された場合、オプション負債として計上されている部分は、資本剰余

金として再分類されます。

 

(6）当社の事業の継続の前提に関する重要な疑義を生じさせる事項

当社グループは、継続的に事業上のポジショニングの見直しを行い、前進します。また、更なる営業費用の削減を実施

し、既存事業の収益性の向上を図ります。加えて、当社グループは、特にグローバルな金融市場における状況の改善に照

らし、急速に成長する中国市場に身を置く利点を活かしながら、独自のコア・コンピタンスを活用して、中国における成

長機会をとらえていきたいと考えております。

ただし、当社グループの事業の継続可能性は、資金調達のための一定の資産の処分の成功並びに既存事業及び新規事業

の成長に強く依存していることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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第４【設備の状況】
 

１【設備投資等の概要】

　当社グループの設備投資は、主に、データ保存、ネットワーク化目的及び顧客に対する情報提供のためのコンピュータ

機器の購入です。2013年12月期の総設備投資は、18千米ドル（２百万円）となりました。

 

２【主要な設備の状況】（2013年12月31日現在）

(1）提出会社

所在地：ケイマン諸島、KY１－1111、グランド・ケイマン、私書箱2681、ハッチンスドライブ、クリケットスクウェ

ア

（注）当社は免除会社である持株会社であるため、当社の業務は、主にケイマン諸島外において行なわれており、

事業本部は香港にあります。

 

香港事業本部（当社及びXFN）

所在地：香港、デ・ヴォー・セントラル199、インフィニタス・プラザ、スイート2103

目　的：地域拠点

面　積：160.3㎡（賃貸借、2014年12月26日満了）

従業員の人数：９人

2013年賃料
＊
：117千米ドル（12.3百万円）

 

(2）日本及び中国における子会社

東京（新華ファイナンス・ジャパン株式会社）

所在地：日本　〒107－0062　東京都港区南青山２－２－８　DFビル6階

目　的：地域拠点

面　積：17.3㎡（賃貸借、2015年６月30日満了）

従業員の人数：１人

2013年賃料
＊
：32千米ドル（3.4百万円）

 

上海事業本部（上海華財インベストメント・アドバイザリー・カンパニー・リミテッド）

所在地：中華人民共和国上海市徐汇区襄阳南路489弄金环大厦110A室

目　的：オフィス

面　積：132.38㎡（賃貸借、2013年８月１日より2014年８月31日満了）

従業員の人数：３人

2013年賃料
＊
：８千米ドル（0.9百万円）

 

（注）１.　賃借している事務所以外に重要な設備はありません。

２.　
＊
賃料は資産税及び管理費を控除した年額の契約上の賃料債務額を表示しております。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

新華ホールディングス・リミテッド（新華控股有限公司Ｘｉｎｈｕａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ）(E05951)

有価証券報告書

 46/127



第５【提出会社の状況】
 

１【株式等の状況】（2013年12月31日現在）

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

授権株数 発行済株式総数 未発行株式数

2,500,000.00株
（うち、普通株式分が2,275,000株
優先株式分が225,000株）

普通株式　1,527,305.79株
優先株式　　　　　　 0株

普通株式　747,694.21株
優先株式　　 225,000株

 

従業員株式報酬制度に基づき将来発行を約束している株
式買取権の普通株式相当数 #

344,596.00

行使価格修正条項付新株予約権（同数の普通株式数発
行）*

738,000.00

潜在株発行後株式総数
3 2,275,000.00

（注）１　当社は、報酬委員会が管理する従業員株式報酬制度を設立しています。この制度は、従業員、取締役、コンサルタ

ント又はアドバイザー、及び役員会が判断するその他の者を対象とします。株価又は新株予約権行使価格（いずれか

該当する場合）は報酬委員会によって決定されますが、額面価格を下回ることはありません。株式プールは調整の対

象となっていますが、当社の増枠授権資本の20％を超えることはありません。増枠授権資本は、当社の潜在株発行後

株式総数として定義されます。

２　一個の新株予約権の行使により発行される株式数は１株です。

３　潜在株発行後株式総数の上限は、2,275,000普通株式である。

４　当社は、2007年８月31日付で、当社グループの一部の役員及び従業員に対して、27,000株を上限とする当社普通株

式を発行することを決定しました。当該27,000株のうち10,753株を上限として３回に分けて割当が行われるものとさ

れ、うち実際に10,743株について、2007年12月31日、2008年12月31日、及び2009年12月31日付で、それぞれ3,675株、

3,486株、及び3,582株の発行が可能となりました（残りの10株は将来発行される予定です）。一方、残りの16,247株

は、必要に応じて当社CEOの決定により随時発行されることになっております。

上記の27,000株のうち、2009年12月31日現在において、2007年12月31日に発行が可能となった3,265株、2008年12月

31日に発行が可能となった279株、2009年12月31日に発行が可能となる予定であった株式のうち2009年５月15日に早期

に発行が可能となった75株、及びCEOの決定により随時発行される株式のうち14,788株の合計18,407株がすでに発行さ

れております。この結果、上記の27,000株のうち、2009年12月31日現在における未発行株式数は8,593株となっており

ます。

なお、当該8,593株のうち、2009年12月31日に発行が可能となった150株及びCEOの決定により発行される487株の合

計となる637株が2010年２月24日に発行されております。

 

EDINET提出書類

新華ホールディングス・リミテッド（新華控股有限公司Ｘｉｎｈｕａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ）(E05951)

有価証券報告書

 47/127



#　従業員株式報酬制度に基づき付与された新株予約権数並びにその行使により発行する株式の発行価格及び資本組入額は以下

のとおりです（2013年12月31日現在）。

 
新株予約権の数
（個）

発行価格
（１株当たり）

資本組入額
（１株当たり）

2005年２月９日付の従業員株式報酬制度に基づ
き付与された新株予約権

600
666.67米ドル
(70,260円)

20香港ドル

2005年度従業員株式報酬制度に基づき付与され
た新株予約権

360 49,316円 20香港ドル

2006年１月31日付で従業員株式報酬制度に基づ
き付与された新株予約権

1,000 71,844円 20香港ドル

2006年度従業員株式報酬制度に基づき付与され
た新株予約権

636 71,844円 20香港ドル

2009年度従業員株式報酬制度に基づき付与され
た新株予約権

12,000 1,703円 20香港ドル

20013年５月23日付で２名の取締役に付与され
た新株予約権

330,000 473円 20香港ドル

 

*　マッコーリー・バンク・リミテッドに発行された新株予約権数並びにその行使により発行する株式の発行価格及び資本組入

額は以下のとおりです（2013年12月31日現在）。

割当日 新株予約権数 種類 株式発行数
発行価格

（１株当たり）
発行価格

（１株当たり）
行使期間 譲渡 その他

2013年
12月20日

738,000
同数の普通株
式を発行する
予約権

普通株式 738,000

各行使請求の効力発
生日の直前取引日の
当社普通株式の終値
の90％

20香港ドル

2013年12月
20日から
2015年12月
19日まで

譲渡不可 －

 

②　発行済株式

記名・無記名の別
額面・無額面の別

種類 発行数
上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

額面価額20.00香港ド
ルの記名株式

普通株式 1,527,305.79株
東京証券取引所
（マザーズ市場）

完全議決権を有する当
社の普通株式

 

（２）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（３）【発行済株式総数及び資本金等の推移】（2013年12月31日現在）

年　月　日 概要
発行済株式総数増減数

（株）
発行済株式総数残高

（株）
資本金等増減額
（米ドル）*

資本金等残高（米ド
ル、括弧内は円）*

2009年１月31日
コンサルタント、従業員及び取
締役報酬制度に関連する株式発
行

4,054 1,490,105.79 1,079,699
382,668,225

(40,329,404,274)

2009年７月31日
取締役及び従業員報酬制度に関
連する株式発行

23,838 1,513,943.79 1,154,073
383,822,298

(40,451,031,996)

2010年２月24日
取締役及び従業員報酬制度に関
連する株式発行

1,362 1,515,305.79 181,938
384,004,236

(40,470,206,441)

2013年12月20日
行使価格修正条項付新株予約権
に関連する株式発行

2,000 1,517,305.79 11,868
384,016,104

(40,471,457,253)

2013年12月27日
行使価格修正条項付新株予約権
に関連する株式発行

5,000 1,522,305.79 27,002
384,043,107

(40,474,303,005)

2013年12月30日
行使価格修正条項付新株予約権
に関連する株式発行

5,000 1,527,305.79 31,157
384,074,264

(40,477,586,654)

（注）１　*　資本金等には、資本金及び資本準備金が含まれております。

２　2013年12月31日時点において、行使価格修正条項付新株予約権の行使により増加した株式数は12,000株で、増加し

た資本金の額は、70千米ドル（7.4百万円）です。

３　2013年12月31日現在における新株予約権及びオプションの残高、新株予約権の行使により発行する株式の発行価格

及び資本組入額については、「(1）株式の総数等」の注記をご参照下さい。

 

（４）【所有者別状況】

    （2013年12月31日現在）

区分

株式の状況

政府、地方
政府及び公
共団体

個人 金融機関 証券会社 その他法人 非居住者 計

実質株主数（人） 1 8,139 5 3 57 166 8,371

所有株式数（株） 30.00 1,261,102.00 62,504.25 118.00 50,007.82 153,543.72 1,527,305.79

所有株式数の割合
（％）

0.00% 82.57% 4.09% 0.01% 3.28% 10.05% 100%

（注）ホースフォード・ノミニーズ・リミテッドにより所有されている株式数は、その実質株主に基づき区分されています。
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（５）【大株主の状況】

    （2013年12月31日現在）

 氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

１ アカバネ　ノリヒコ 長野県上田市 75,321 4.93％

２
ピクテアンドシエ
828060　ジョウダイミツ
イスミトモギンコウ

東京都千代田区大手町 68,074 4.46％

３
ニホンシンヨウケンキュ
ウカブシキガイシャ

東京都中央区日本橋茅場
町

50,958 3.34％

４ ミヤタ　カズノリ 宮崎県都城市 45,919 3.01％

５ ハマノ　タケユキ 兵庫県神戸市 35,000 2.29％

６ ミヤタ　カズナリ 宮崎県都城市 30,392 1.99％

７ クリタ　トモヒト 沖縄県那覇市 27,405 1.79％

８ アオキ　ヒサシ 愛知県名古屋市 23,299 1.53％

９ イシカワ　トモミ 埼玉県川口市 20,000 1.31％

10 チン　エイメイ 千葉県松戸市 20,000 1.31％

 合計 ― 396,368 25.95％

（注）１　2013年12月31日付で当社の発行済株式総数は1,527,305.79株です。

 

２【配当政策】

　当社は、まだ配当の宣言、支払を行ったことはありません。

　当社の業界内でのリーダーシップを維持し当社の企業価値の最大化を図るため、当社はこれまでのところ事業の拡大を

配当の分配に優先させて参りました。現在、事業を拡大する一方で利益構造の強化に注力しております。

　なお、配当の決定機関については「第一部　企業情報、第１　本国における法制等の概要」をご参照下さい。

 

３【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

事業年度 決算年月 最高（円） 最低（円）

第６期事業年度 2009年12月 2,800 1,013

第７期事業年度 2010年12月 3,915 315

第８期事業年度 2011年12月 2,149 495

第９期事業年度 2012年12月 635 281

第10期事業年度 2013年12月 949 343

（注）１　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものです。

 

（２）【当該事業年度における最近６月間の月別最高・最低株価】

年月 最高（円） 最低（円）

2013年７月 645 468

2013年８月 505 380

2013年９月 510 343

2013年10月 505 400

2013年11月 741 430

2013年12月 949 571

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものです。
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４【役員の状況】

(1）取締役及び経営幹部の経歴及び所有株式数等（2014年４月15日現在）

①　取締役の経歴及び所有株式数等

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
の種類

所有株式
数（株）

就任日

取締役会長
兼最高経営
責任者
（Chairman
 of the 
Board of 
Directors 
and Chief 
Executive 
Officer）
及び最高財
務責任者
（Chief 
Financial 
Officer）

レン・
イー・ハン
（Lian Yih
 Hann）

1970年３月22日生

1994年 ペンシルバニア大学

（University of 

Pennsylvania）卒業（優等の

成績）（上智大学に交換留

学）

なし 該当なし ― 2013年５月23日

1994年－

1996年

日鐵商事株式会社（エナ

ジー・プロジェクト・オフィ

サー）

1996年－

2000年

Nomura/JAFCO Investment 

(Hong Kong) Limited（イン

ベストメントマネージャー）

2000年－

2001年

Inphomatch Asia（台湾）の

共同創業者兼CEO。

Inphomatch（米国：主に携帯

電話におけるインタラクティ

ブメッセージング事業を世界

で展開）に出資。同社よりア

ジア地域における独占的ライ

センスを受けて台湾で

Inphomatch Asiaを設立し、

アジアで事業展開。

Inphomatch（米国）は最終的

には2006年にSybaseに425百

万ドルで買収された。

2004年－

2007年

BBMF Corporation（2006年ま

で米国ナスダックOTCブリ

ティンボードに上場）の共同

創業者兼CEO。携帯ゲーム等

の開発・配信のライセンスを

他社から受け（例えば下記の

ようにアトラスやテレビ東京

ブロードバンド等）、中国等

の開発拠点で廉価なコストで

携帯ゲーム等を開発しその配

信（直接NTT Docomo等の携帯

キャリアに配信）により利益

をあげるというビジネスモデ

ルにより事業を積極的に展開

した。
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
の種類

所有株式
数（株）

就任日

   

 ・2004年には株式会社ビー

ビーエムエフ（BBMF 

Corporationの100％子会社）

の社長就任。現在のmenue株

式会社（本年１月末の従業員

数（連結ベース）は468

名）。株式会社ビービーエム

エフには2007年12月末まで在

籍。

    

   

 ・2004年には、BBMF 

Corporationは株式会社アト

ラス（株式会社インデック

ス・ホールディングス（ジャ

スダック上場）の子会社と

なった後同社に吸収合併）か

ら総額6.7百万ドルの出資を

受け、同時に、株式会社ビー

ビーエムエフが、BBMF 

Corporationを通じて株式会

社アトラスからモバイル事業

及び女神転生その他一切の

ゲームタイトルについての開

発・配信権を取得し、携帯

ゲーム等の携帯用アプリ配信

事業を展開。

    

   

 ・2005年には株式会社アー

ティストハウス（メディアコ

ンテンツ事業）（東証マザー

ズ上場。ただし2009年にマ

ザーズ上場廃止）との間で資

本提携を実施。

    

   

 2006年には株式会社ビービー

エムエフは日興アントファク

トリー株式会社（現在はアン

ト・キャピタル・パートナー

ズ株式会社）による24億円の

出資を受け入れて事業拡大。

    

   

 ・2005年にテレビ東京ブロー

ドバンド株式会社との間でテ

レビ東京の管理するコンテン

ツに関する携帯用ゲームの開

発・配信の５年間の独占ライ

センスの付与を受けた。
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
の種類

所有株式
数（株）

就任日

   

 ・2006年にはデザインエクス

チェンジ株式会社（Webコ

マース事業）（東証マザーズ

上場。ただし2011年にマザー

ズ上場廃止）との間で資本提

携を実施。

    

   

 ・2003年、中国の最大手のイ

ンターネット企業である

Tencent Holdings Ltdとの間

で、Tencentに対して日本及

び韓国の携帯ゲームを配信す

る独占的なパートナーとなる

４年契約を締結した。

    

   

 ・株式会社ビービーエムエフ

への関与は2007年12月末で終

了したが、同社は、現在も

menue株式会社と社名変更

し、携帯コンテンツ配信業者

として存続している

（http://www.menue.co.

jp/）。

    

   

2005年２月

－12月

株式会社アトラスモバイル

（株式会社ビービーエムエフ

の100％子会社で、モバイル

用ゲームソフトウェアの開発

及び販売。2007年11月に清

算）を設立し、同社代表取締

役。

    

   

2005年６月

－８月

ボーステック株式会社（株式

会社ビービーエムエフの子会

社で、Webコマース事業。

2009年にmenue株式会社に吸

収合併）取締役。

    

   

2005年６月

－12月

ボーステックモバイル株式会

社（ボーステック株式会社の

100％子会社で、Webコマース

事業。2007年に清算）取締

役。

    

   

2005年８月 マーベラス・グループ・リミ

テッド（BBMF Corporationの

100％子会社。証券投資業）

を設立し、同社取締役就任。

    

   

2005年－

2006年

デザインエクスチェンジ株式

会社の社外取締役（2005年12

月－2006年３月）及び取締役

（2006年６月－2006年８月）

就任。なお、同社は2011年に

民事再生手続の申請。
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
の種類

所有株式
数（株）

就任日

   

2012年－

2013年

Inphosoft Pte. Ltd

（Inphosoftグループの持株

会社）の取締役に2012年６月

１日就任。当社への経営参画

を視野に入れ2013年４月17日

に退任。

    

   

2012年－

2013年

トロント証券取引所のベン

チャーボードに上場している

Ginsms Inc.（携帯会社に対

するショートメッセージサー

ビスの提供等を展開してい

る。）の取締役に2012年12月

３日就任。当社への経営参画

を視野に入れ2013年４月15日

に取締役辞任届出を提出し、

同月30日に正式に同社取締役

会から退任の承認を受ける。

    

取締役
原野　直也
（Harano 
Naoya）

1952年12月５日生

1971年３月 長崎県立佐世保北高等学校卒

業

なし 該当なし ― 2013年７月８日

1986年４月 株式会社アトラス代表取締役

社長（プリント倶楽部（プリ

クラ）や女神転生等のヒット

作を生み出すことに貢献）

2001年４月

－2007年６

月

株式会社アトラス取締役会長

2003年６月

－2005年６

月

株式会社タカラ（現株式会社

タカラトミー）取締役

2005年６月 株式会社タカラ（現株式会社

タカラトミー）取締役退任

2013年１月 CARLEMANY AIRLINE S.A顧問
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
の種類

所有株式
数（株）

就任日

取締役

チャン・
ツ・イン
（Chang 
Tzu-Ing）

1970年９月26日生

1992年２月 南カリフォルニア大学

（University of Southern 

California）卒業2007年同大

学にてMBAを取得

なし 該当なし ― 2013年７月８日

1993年－

1994年

PRO-TECH POWER 

INCORPORATED（カリフォルニ

ア）（製造受託事業）でマ

ネージング・ディレクター付

きの秘書役

1994年－

1998年

INGRID MILLET PARIS（台

湾）（化粧医療品事業）で

CEO付きの秘書役

1998年－

2000年

William E. Connor (Taiwan)

 Ltd.（人材派遣及びマーケ

ティング業）でマネージン

グ・ディレクター付きの秘書

役

2000年－

2005年

Contempo (Taiwan) Ltd.（衣

料ファッション関連事業）で

CEO付きの秘書役

2005年－

2007年

Contempo Ltd.（衣料ファッ

ション関連事業）でヴァイ

ス・プレジデント

（注）♯　取締役会会長及び最高経営責任者以外の全ての取締役は、年次株主総会において、順番で退任し、再任されること

があります。下記「５　コーポレート・ガバナンスの状況等」をご参照下さい。

 

②　退任取締役及び役員

役職 氏名 退任年月日

取締役会長 ウー・ジー・グアン（Wu Ji Guang） 2013年５月23日

取締役
アロイシウス・ティー・ローン
（Aloysius T. Lawn）

2013年５月23日

最高経営責任者（Chief Executive 
Officer）

カン・ユェン・カオ（Kung Yuen-
Kao）

2013年５月23日

最高財務責任者（Chief Financial 
Officer）兼最高執行責任者（Chief 
Operating Officer）

ワン・ビン（Wang Bin） 2013年５月23日

取締役 ウー・ジー・グアン（Wu Ji Guang） 2013年６月28日
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(2）取締役の報酬

2013年度取締役の報酬

  合計（千米ドル） （百万円）

 取締役の報酬 94 10

 給料 － －

 交際費 － －

 株式報酬 622 66

 賞与 600 63

 その他 － －

 合計 1,316 139

（注）上記の数字は、2013年12月31日に終了した事業年度における当社の取締役（2013年度中に退任した者を含む）

についてのものであり、当社グループによる雇用に基づく給与、諸手当その他の手当が含まれています。

 

５【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

①　経営体制

　当社グループの業務は、究極的には当社の取締役会により経営され、執行されております。当社の取締役会は、現在

３名の取締役で構成されており、その内２名が独立取締役です。取締役会の構成、個々の取締役の経験及び当社グルー

プの取締役会相互の力学により、取締役会の効率性の確保及び個人又は小規模グループが取締役会の意思決定を支配す

ることの防止が可能となっております。当社の取締役会は、各独立取締役が人格及び判断において独立していると考え

ております。

　当社の定款の定めによれば、各年次株主総会において、その時点における三分の一の取締役（取締役会会長又は最高

経営責任者（CEO）以外）（取締役の員数が３の倍数でない場合には、三分の一より少なく、かつ最も近い整数の取締

役）が順に退任いたしますが、退任取締役は、直ちに再任される資格を有しております。このような再任のシステムに

より、株主が当社の意思決定プロセスに参加することが確保されます。取締役会会長及びCEOである取締役は、５年ごと

にかかる同一要件の対象となります。取締役会は、当社の業務執行を行う権限を、当社の業務の一般的経営にあたる

CEO、当社の財務会計業務にあたる最高財務責任者（CFO）又は取締役会が任命する委員会を含む執行役員に委任いたし

ます。当社の定款は、取締役会に対し、その権限、権能及び裁量権を、取締役会が適当と考える取締役及びその他の者

によって構成される委員会に委任することを認めております。取締役会は、随時、かかる委任を取消すか、又は人物若

しくは目的に関してかかる委員会の全て若しくは一部の任命を取消し、それらを解任することができます。取締役会に

よって構成される委員会は、その委任された権限、権能及び裁量権を行使する際、取締役会が設定する規則を遵守する

ものとします。

　当社グループを効率的に経営するために、当社の取締役会はいくつかの委員会の設置を行っております。以下に記載

する監査委員会に加えて、当社は、当社の取締役１名及び独立取締役１名によって構成される報酬委員会も設置してお

ります。報酬委員会の目的は、取締役会が当社の従業員及び役員に対して支払う報酬を検討し、決定するのを支援する

ことにあります。報酬委員会は、取締役会が当社の役員及び従業員の報酬に関して行うことのできる一切の事項を行う

権限を授与されており、報酬委員会の全会議についての完全な議事録は、当社に保管されます。当社は2005年11月17日

の取締役会決議により、２名の取締役によって構成される投資委員会を設立いたしました。投資委員会は２百万米ドル

（211百万円）未満の価値の投資及び買収を承認する権限があります。

　当社グループの取締役、役員及び従業員並びに取締役会が設置した委員会による義務の履行は、常に当社の取締役会

によって監視・監督されます。

　当社グループは、このようなコーポレート・ガバナンス体制を採用することにより、経営陣と株主との間での利益の

均衡を図っております。
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②　内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　当社では、一般的な規程（行動規範や従業員ハンドブックなど）及び実務上の規程（営業マニュアルや会計マニュア

ルなど）の両方に関する会社ポリシーやマニュアルを整備することにより、当社及び子会社の内部統制の確立を図って

います。日本版SOX法及び2013年度における当社のコンプライアンス体制を考慮して、当社の内部監査チームが財務部門

と共同で2012年度及び2013年度における全ての内部統制ポリシー及び手続につき、更新、改定、実行及び検討を行いま

した。また、同法を遵守し、2012年度及び2013年度における財務報告に対する内部統制の有効性について決定するた

め、当社経営陣及び財務部門は自己評価を行っただけでなく、独立監査人である清和監査法人及びRSMネルソン・ウィー

ラーらとともに、日本版SOX法に準拠する当社の内部統制ポリシーにつき検討を行うため協力しました。当社の内部統制

報告書に対する監査報告書は清和監査法人により発行され、当該内部統制報告書は有価証券報告書と併せて管轄財務局

に提出されます。

 

③　監査体制

　当社の独立した非業務執行取締役２名によって構成される監査委員会が設置されました。監査委員会の目的は、

（ⅰ）当社の四半期及び年次の財務情報、（ⅱ）外部及び内部の監査報告書、並びに（ⅲ）経営陣及び取締役会が設定

したコーポレート・ガバナンス及び内部統制のシステムに関して精査することで、取締役会を支援することにありま

す。

　監査委員会は、当社の役員及び従業員並びに当社の子会社の業務執行取締役、役員及び従業員以外の最低２名の取締

役によって構成されます。監査委員会の過半数は、当社の独立した非業務執行取締役であり、また、監査委員会の委員

長は、当社の１名の独立した非業務執行取締役です。

　監査委員会は、当社のあらゆる帳簿及び計算書類を完全かつ無制限に閲覧することができ、以下の義務及び責任を負

うものとします。

(a）当社の年次報告書、財務諸表及び四半期報告書のドラフトをレビューし、それに関する助言及びコメントを取締

役会に提供すること。

(b）当社の財務報告及び内部統制手続を検証し、監督すること。

(c）取締役及び執行役員による義務の履行を監視すること。

　また、清和監査法人が、当社の独立監査人として任命されております。当社の財務諸表は、日本における一般に公正

妥当と認められた監査の基準に従って外部監査人により監査されます。独立監査人は、日本GAAPに基づいて作成された

財務諸表について報告書を作成し、かかる外部監査人による報告書は、株主総会に提出されます。清和監査法人及びRSM

ネルソン・ウィーラーは、2013年12月期における当社の財務報告に対する内部統制の有効性について決定するため、日

本版SOX法に準拠する当社の内部統制ポリシーにつき検討を行いました。当社の内部統制報告書に対する監査報告書は清

和監査法人により発行され、当該内部統制報告書は有価証券報告書と併せて管轄財務局に提出されます。
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④　独立取締役に関する事項

(a）独立取締役の人数

　当社は2013年７月に、２名の独立取締役を任命しています。

(b）独立取締役と当社の人的関係、資本的関係又は取引関係

　　　独立取締役、監査委員会委員と当社の間には、人的関係及び取引関係はありません。資本関係については、

「４　役員の状況」に記載されています。

(c）コーポレート・ガバナンスにおける独立取締役の職務及び役割並びに当社の方針における独立取締役の選任状況

における考え方

　当社取締役会は、独立取締役の独立性に関して以下の基準を適用しています。：経営陣の独立性

取締役としての判断の独立性や取締役会での協議において説得的かつ有益な貢献を果たす能力を著しく制限す

る、又は取締役として当社利益を最大化するよう行動する能力を制限する事業上の関係を有していないこと。

　通常の事業運営において当社と取締役が関与する企業との間に何らかの契約が存在する場合、これらの契約は

双方の企業にとっての重要性に基づき審査されます。これらの基準を適用することにより、当社取締役会は、全

ての非業務執行取締役についてその独立性が担保されるものと認識しています。

　当社の２名の独立取締役は、上記の独立取締役の独立性に関する基準に基づき選任されていることから、当社

はこれら２名の独立取締役の独立性は満たされていると考えています。

　当社独立取締役の役割は、当社のディスクロージャーに関する透明性を高めることを促進するとともに、債権

者、サプライヤー及び従業員に関する経営陣の決定を評価することにあります。独立取締役は、取締役会の構成

員として、高度な経営戦略、リスク評価及び業績評価に関わる経営陣の決定にその経験や知見を提供していま

す。非業務執行取締役は、その地位の独立性により、取締役の報酬、M&A、後継人事の策定及び監査といった重要

な事項に関する評価の際には、当社に客観的な視点をもたらしております。

　当社独立取締役の有する幅広い専門性と特定分野における専門的知見に照らして、当社は、２名の独立取締役

は当社のコーポレート・ガバナンス体制を実効的に機能させるのに十分な人数であると考えています。

(d）独立取締役による監督及び監査と内部監査、監査委員会による監査及び会計監査との相互連携、並びに独立取締

役による監督及び監査と内部統制システムとの関係
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　監査委員会委員である独立取締役は、監査委員会による監査を通じて監査を行います。内部監査人は、経営陣

の回答を経て監査人の任務が終わると、毎回、監査報告書を監査委員会へ提出し、監査委員会は同報告書の確認

及び検討を行います。また、監査委員会は独立監査人による監査報告書を検証します。

　監査委員会は、経営陣及び取締役会が設定したコーポレート・ガバナンス及び内部統制のシステムに関して精

査を行っています。

　監査委員会委員ではない独立取締役は、当社の日常的な監査及び監督は行いませんが、当社の運営に関する重

要事項について定期的に報告を受けます。

 

⑤　取締役の報酬等の額

(a）当社から取締役に対して支給されている報酬等の額

 報酬合計

報酬の種類

取締役の数
基本報酬

ストック・

オプション
その他の報酬

取締役

（独立取締

役を除く）

（千米ドル） 339 － 339 －

1

（百万円） 36 － 36 －

独立取締役
（千米ドル） 977 94 283 600

4
（百万円） 103 10 30 63

 

(b）報酬等の総額が１億円以上である者の報酬等の総額

　　該当事項はありません。

 

(c）役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針

当社の定款によると、取締役の報酬は取締役会により決定されますが、取締役会は、その権限を取締役会が設置

した報酬委員会に委任することができます。当社取締役は、当社の取締役の報酬の額の決定に関する方針に基づき、

規模において当社と類似し国際的視野を有する企業と同程度の基本報酬を受領しており、報酬委員会が定める業績目

標を達成することにより、より多くの報酬総額を受けることができます。報酬委員会は、取締役会の決議により決定

される２名以上の成員で構成されるものとし、かかる報酬は、取締役会又は報酬委員会（場合に応じます。）が合意

する割合・方法で（かかる合意がない場合には均等に）取締役会の構成員間で分配されます。但し、報酬算定期間の

一部においてのみ取締役として在職した者は、在職期間に関する報酬について当該一部期間分のみ受領する権利を有

するものとします。かかる報酬は、日々発生するものとみなされます。

 

⑥　内部監査

　当社の内部監査チームは、監査委員会に直接報告する一人の内部監査人により構成されています。内部監査人は、年

度末前に、当社グループのほとんどの主要な企業をカバーする年度監査計画を策定し、CEOの承認を受けます。内部監査

人は、その監査業務及び手続を（ⅰ）計画、（ⅱ）実施、（ⅲ）報告及び（ⅳ）フォローアップの４段階に基づいて行

います。経営陣及びスタッフと協働する際、内部監査人は、（ⅰ）誠実性、（ⅱ）客観性、（ⅲ）正確性、（ⅳ）分

析、（ⅴ）丁寧さ及び（ⅵ）秘密性の６つの重要な理念を維持することを目標としています。内部監査人は、実査をす

る際には、（ⅰ）運営上の統制を監視し、（ⅱ）かかる統制がどのように管理されているかを調査し、（ⅲ）統制手続

を証明する原始書類まで遡り項目を追跡し、（ⅳ）ウォークスルーテストを行った上、（ⅴ）実質性・詳細のテストを

実施するという監査手続を行います。

　経営陣の回答を経て監査人の任務が終わると、毎回、内部監査人は、監査委員会の確認及び検討のために、監査報告

書を提出します。独立監査人のいずれかが当社グループの現在の統制状況に疑問がある場合、独立監査人は内部監査人

に直接連絡することができます。

　当社の内部監査チームは、日本版SOX法及び2013年度における当社のコンプライアンス体制を考慮して、財務部門と共

同で2013年度における全ての内部統制ポリシー及び手続につき、更新、改定、実行及び検討を行いました。

 

⑦　株式の保有状況

(a）投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるもの

該当事項はありません。

 

(b）投資株式のうち保有目的が純投資目的であるもの
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該当事項はありません。

 

⑧　監査法人について

(a）清和監査法人（RSMインターナショナルの加盟法人）に所属する公認会計士である、筧悦生、南方美千雄及び大塚

貴史が2013年12月期の監査業務を行いました。

 

(b）補助者の構成

公認会計士　　　２名

その他　　　　　８名

（注）その他は、公認会計士試験合格者等であります。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【外国監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に

基づく報酬

(千米ドル(百万円))

非監査業務に

基づく報酬

(千米ドル(百万円))

監査証明業務に

基づく報酬

(千米ドル(百万円))

非監査業務に

基づく報酬

(千米ドル(百万円))

提出会社 336（35） 40 （4） 259（27） 32 （3）

連結子会社 43 （5） 133（14） 22 （2） 12 （1）

計 379（40） 173（18） 281（30） 44 （5）

 

②【その他重要な報酬の内容】

　該当事項はありません。

 

③【外国監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

　該当事項はありません。

 

④【監査報酬の決定方針】

　該当事項はありません。
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第６【経理の状況】

 
１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号。以下

「連結財務諸表規則」といいます。）に基づいて作成しております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年11月大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」といいます。）に基づいて作成しております。

 

(3）当社の財務書類は、財務諸表等規則第127条第４項の規定の適用を受けております。

 

(4）当社の財務書類は、米ドルで表示されております。「円」で表示されている金額は、財務諸表等規則第132条の規定に基

づき、2013年12月30日現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値である１米ドル＝105.39円で換算され

た金額であります。金額は、千米ドル単位（四捨五入）及び百万円単位（四捨五入）で表示されております。なお、当該

円換算額は、単に便宜上の表示を目的としており、米ドルで表示された金額が上記の相場で実際に円に換算されることを

意味するものではありません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2013年１月１日から2013年12月31日まで）及

び事業年度（2013年１月１日から2013年12月31日まで）の連結財務諸表及び財務諸表について、清和監査法人により監査

を受けております。
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１【財務書類】

（１）【連結財務諸表等】

①【連結貸借対照表】

 
前連結会計年度
2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前連結会計年度
2012年12月31日
（単位：百万円）

当連結会計年度
2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当連結会計年度
2013年12月31日
（単位：百万円）

資産の部     
流動資産     
現金及び預金 ※1 6,916 ※1 729 ※1 3,973 ※1 419

売掛金 ※2 1,660 ※2 175 ※2 857 ※2 90

未収入金 242 26 105 11

その他 1,247 131 379 40

流動資産合計 10,065 1,061 5,313 560

固定資産     
有形固定資産     
建物及び構築物 371 39 150 16

減価償却累計額 △328 △35 △146 △15

建物及び構築物（純額） 43 5 4 0

工具、器具及び備品 1,102 116 854 90

減価償却累計額 △983 △104 △805 △85

工具、器具及び備品（純額） 119 13 49 5

有形固定資産合計 162 17 53 6

無形固定資産     
のれん 137 14 - -

無形固定資産合計 137 14 - -

投資その他の資産     
関係会社株式 1,626 171 1,521 160

出資金 1,596 168 - -

投資その他の資産合計 ※2 3,222 ※2 340 ※2 1,521 ※2 160

固定資産合計 3,521 371 1,574 166

資産合計 13,586 1,432 6,886 726

負債の部     
流動負債     
買掛金 1,024 108 411 43

短期借入金 ※1 486 ※1 51 ※1 1,723 ※1 182

未払法人税等 445 47 130 14

未払金 655 69 950 100

未払費用 2,603 274 2,026 214

前受収益 339 36 - -

資産除去債務 92 10 - -

事業撤退損失引当金 185 19 - -

その他 24 3 23 2

流動負債合計 5,853 617 5,263 555

固定負債     
繰延税金負債 13 1 - -

固定負債合計 13 1 - -

負債合計 5,866 618 5,263 555

純資産の部     
株主資本     
資本金 3,885 409 3,916 413

資本剰余金 404,034 42,581 404,073 42,585

利益剰余金 △366,951 △38,673 △372,827 △39,292

株主資本合計 40,969 4,318 35,162 3,706

その他の包括利益累計額     
為替換算調整勘定 ※3 △35,834 ※3 △3,776 ※3 △34,901 ※3 △3,678

その他の包括利益累計額合計 △35,834 △3,776 △34,901 △3,678

新株予約権 1,870 197 1,362 144

少数株主持分 715 75 - -

純資産合計 7,720 814 1,624 171

負債純資産合計 13,586 1,432 6,886 726
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

 

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：百万円）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：百万円）

売上高 14,212 1,498 5,114 539

売上原価 8,689 916 2,899 305

売上総利益 5,523 582 2,215 233

販売費及び一般管理費     
役員報酬 142 15 1,316 139

給料及び手当 4,478 472 3,281 346

広告宣伝費 101 11 93 10

減価償却費 330 35 51 5

のれん償却額 137 14 19 2

支払手数料 1,590 168 1,553 164

地代家賃 1,384 146 734 77

その他 2,895 305 1,736 183

販売費及び一般管理費合計 11,055 1,165 8,782 926

営業損失（△） △5,532 △583 △6,567 △692

営業外収益     
受取利息及び配当金 95 10 6 1

持分法による投資利益 12 1 - -

受取手数料 273 29 228 24

その他 160 17 166 17

営業外収益合計 540 57 400 42

営業外費用     
支払利息 36 4 44 5

為替差損 98 10 96 10

持分法による投資損失 - - 141 15

貸倒引当金繰入額 1,362 144 - -

事業撤退損失引当金繰入額 169 18 - -

その他 19 2 16 2

営業外費用合計 1,684 178 297 31

経常損失（△） △6,677 △704 △6,465 △681

特別利益     
償却債権取立益 700 74 - -

子会社株式売却益 499 53 11 1

子会社事業整理益 - - 534 56

子会社清算益 ※3 13 ※3 1 ※3 53 ※3 6

新株予約権戻入益 - - 1,193 126

事業譲渡益 548 58 - -

特別利益合計 1,760 185 1,791 189

特別損失     
投資有価証券評価損 38 4 - -

子会社株式売却損 139 15 1,195 126

固定資産除売却損 ※2 59 ※2 6 ※2 22 ※2 2

減損損失 ※1 3,185 ※1 336 - -

特別損失合計 3,420 360 1,218 128

税金等調整前当期純損失（△） △8,337 △879 △5,891 △621

法人税、住民税及び事業税 18 2 65 7

法人税等調整額 △5 △1 △4 △0

法人税等合計 13 1 61 6

少数株主損益調整前当期純損失（△） △8,350 △880 △5,953 △627

少数株主損失（△） 39 4 △76 △8

当期純損失（△） △8,389 △884 △5,876 △619
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【連結包括利益計算書】

 

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：百万円）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：百万円）

少数株主損益調整前当期純損失（△） △8,350 △880 △5,953 △627

その他の包括利益     
為替換算調整勘定 ※1 195 ※1 21 ※1 933 ※1 98

その他の包括利益合計 195 21 933 98

包括利益 △8,155 △859 △5,020 △529

（内訳）     
親会社株主に係る包括利益 △8,194 △864 △4,944 △521

少数株主に係る包括利益 39 4 △76 △8
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

     （単位：千米ドル）

 株主資本 その他の包括利益累計額

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 為替換算調整勘定
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 3,885 404,034 △359,054 48,866 △36,028 △36,028

当期変動額       

新株の発行 - - - - - -

当期純損失（△） - - △8,389 △8,389 - -

連結範囲の変動 - - 492 492 - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 195 195

当期変動額合計 - - △7,897 △7,897 195 195

当期末残高 3,885 404,034 △366,951 40,969 △35,834 △35,834

 

    

 新株予約権 少数株主持分 純資産合計

当期首残高 1,870 4 14,711

当期変動額    

新株の発行 - - -

当期純損失（△） - - △8,389

連結範囲の変動 - - 492

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1 712 907

当期変動額合計 1 712 △6,991

当期末残高 1,870 715 7,720

 
     （単位：百万円）

 株主資本 その他の包括利益累計額

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 為替換算調整勘定
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 409 42,581 △37,841 5,150 △3,797 △3,797

当期変動額       

新株の発行 - - - - - -

当期純損失（△） - - △884 △884 - -

連結範囲の変動 - - 52 52 - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 21 21

当期変動額合計 - - △832 △832 21 21

当期末残高 409 42,581 △38,673 4,318 △3,776 △3,776

 

    

 新株予約権 少数株主持分 純資産合計

当期首残高 197 0 1,550

当期変動額    

新株の発行 - - -

当期純損失（△） - - △884

連結範囲の変動 - - 52

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

0 75 96

当期変動額合計 0 75 △737

当期末残高 197 75 814
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当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

     （単位：千米ドル）

 株主資本 その他の包括利益累計額

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 為替換算調整勘定
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 3,885 404,034 △366,951 40,969 △35,834 △35,834

当期変動額       

新株の発行 31 39 - 70 - -

当期純損失（△） - - △5,876 △5,876 - -

連結範囲の変動 - - - - - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 933 933

当期変動額合計 31 39 △5,876 △5,806 933 933

当期末残高 3,916 404,073 △372,827 35,162 △34,901 △34,901

 

    

 新株予約権 少数株主持分 純資産合計

当期首残高 1,870 715 7,720

当期変動額    

新株の発行 - - 70

当期純損失（△） - - △5,876

連結範囲の変動 - - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△507 △715 △290

当期変動額合計 △507 △715 △6,096

当期末残高 1,362 - 1,624

 

     （単位：百万円）

 株主資本 その他の包括利益累計額

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 為替換算調整勘定
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 409 42,581 △38,673 4,318 △3,776 △3,776

当期変動額       

新株の発行 3 4 - 7 - -

当期純損失（△） - - △619 △619 - -

連結範囲の変動 - - - - - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 98 98

当期変動額合計 3 4 △619 △612 98 98

当期末残高 413 42,585 △39,292 3,706 △3,678 △3,678

 

    

 新株予約権 少数株主持分 純資産合計

当期首残高 197 75 814

当期変動額    

新株の発行 - - 7

当期純損失（△） - - △619

連結範囲の変動 - - -

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△53 △75 △31

当期変動額合計 △53 △75 △642

当期末残高 144 - 171

 

EDINET提出書類

新華ホールディングス・リミテッド（新華控股有限公司Ｘｉｎｈｕａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ）(E05951)

有価証券報告書

 66/127



④【連結キャッシュ・フロー計算書】

 

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前連結会計年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：百万円）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当連結会計年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー     
税金等調整前当期純損失（△） △8,337 △879 △5,891 △621

減価償却費 330 35 51 5

減損損失 3,185 336 - -

のれん償却額 137 14 19 2

株式報酬費用 - - 622 66

事業撤退損失引当金繰入額 169 18 - -

受取利息及び受取配当金 △95 △10 △6 △1

支払利息 36 4 44 5

新株予約権戻入益 - - △1,193 △126

為替差損益（△は益） △68 △7 △617 △65

投資有価証券評価損益（△は益） 38 4 - -

持分法による投資損益（△は益） △12 △1 141 15

有形固定資産除売却損益（△は益） 59 6 22 2

貸倒引当金繰入額 1,362 144 - -

事業譲渡益 △548 △58 - -

償却債権取立益 △700 △74 - -

関係会社株式売却損益（△は益） △360 △38 1,184 125

子会社事業整理益（△は益） - - △534 △56

子会社清算損益（△は益） △13 △1 △53 △6

売上債権の増減額（△は増加） △38 △4 803 85

仕入債務の増減額（△は減少） △335 △35 △613 △65

その他の流動資産の増減額（△は増加） △526 △55 379 40

その他の流動負債の増減額（△は減少） △940 △99 373 39

その他 △41 △4 - -

小計 △6,698 △706 △5,269 △555

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △27 △3 △356 △38

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,726 △709 △5,625 △593

投資活動によるキャッシュ・フロー     
利息及び配当金の受取額 95 10 6 1

有形固定資産の取得による支出 △86 △9 △18 △2

無形固定資産の取得による支出 △3 △0 - -

有形固定資産の売却による収入 34 4 - -

出資金の払込みによる支出 △783 △83 - -

短期貸付金の増減額（△は増加） 508 54 - -

関係会社株式の取得による支出 △1 △0 - -

子会社株式の追加取得による支出 △48 △5 - -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却

による収入（△は支出）
※2 △55 ※2 △6 ※2 390 ※2 41

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得

による収入
42 4 - -

事業譲渡による収入 663 70 - -

償却債権の取立による収入 700 74 - -

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,066 112 377 40

財務活動によるキャッシュ・フロー     
利息の支払額 △36 △4 △31 △3

短期借入金の純増減額（△は減少） 1 0 1,500 158

新株発行による収入 - - 69 7

新株予約権の発行差引手取 - - 13 1

少数株主からの払込みによる収入 1,294 136 - -

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,259 133 1,552 164

現金及び現金同等物に係る換算差額 163 17 752 79

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,239 △447 △2,944 △310

現金及び現金同等物の期首残高 11,382 1,200 6,916 729

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 ※3 △226 ※3 △24 - -

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 6,916 ※1 729 ※1 3,973 ※1 419
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【継続企業の前提に関する事項】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

　当社グループは、当連結会計年度において、営業損失5,532千米ドル（583百万円）、当期純損失8,389千米ドル

（884百万円）を計上しております。営業活動によるキャッシュ・フローも6,726千米ドル（709百万円）のマイナスと

なっております。

　当連結会計年度において営業費用の削減を実施した結果、販売費及び一般管理費は前連結会計年度では19,250千米

ドル（2,028百万円）であったのに対し、当連結会計年度は11,055千米ドル（1,165百万円）であり、42.6％の減少と

なりました。また、当連結会計年度において、子会社であるフォーチュン・チャイナ・パブリック・リレーション

ズ・リミテッドの株式50％の売却やストーン・アンド・マッカーシー・リサーチ・アソシエイト・インクの事業譲渡

等により、資金の確保に努めてきました。しかしながら、事業の売却等による売上の減少や営業費用が依然として高

いことから、当連結会計年度においても継続して営業損失を計上し、営業キャッシュ・フローがマイナスとなってお

り、また、収益性のある事業への参入の不確実性等が当社グループ全体事業の収益性を圧迫しています。当該状況に

より継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　当該状況を解消するため、当社グループは継続的に経費削減を実施し、資産売却による資金調達を行っていきま

す。加えて、収益性及び営業キャッシュ・フローのプラスの双方の観点から、新規事業に対する投資を模索し、新た

な資本注入に加え、事業統合や事業分離も含めた様々な手法により成長機会をとらえていきたいと考えております。

 

　ただし、当社グループの事業の継続可能性は、既存事業及び新規事業の成長や事業再編の成功に強く依存している

ことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、当期連結財務諸表は継続企業

を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を当期連結財務諸表に反映しておりませ

ん。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

　当社グループは、当連結会計年度において、営業損失6,567千米ドル（692百万円）、当期純損失5,876千米ドル

（619百万円）を計上しております。営業活動によるキャッシュ・フローも5,625千米ドル（593百万円）のマイナスと

なっております。

　当連結会計年度において営業費用の削減を実施した結果、販売費及び一般管理費は前連結会計年度では11,055千米

ドル（1,165百万円）であったのに対し、当連結会計年度は8,782千米ドル（926百万円）であり、20.6％の減少となり

ました。また、当連結会計年度において、当社グループは、損失を生み出している金融ソリューション事業を処分

し、投資家に新株予約権を発行することにより資金調達をし、資金の確保に努めてきました。しかしながら、事業の

売却等による売上の減少や営業費用が依然として高いことから、当連結会計年度においても継続して営業損失を計上

し、営業キャッシュ・フローがマイナスとなっており、また、収益性のある事業への参入の不確実性等が当社グルー

プ全体事業の収益性を圧迫しています。当該状況により継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況

が存在しております。

　当該状況を解消するため、当社グループは継続的に経費削減を実施し、資産売却による資金調達を行っていきま

す。加えて、収益性及び営業キャッシュ・フローのプラスの双方の観点から、新規事業に対する投資を模索し、新た

な資本注入に加え、事業統合や事業分離も含めた様々な手法により成長機会をとらえていきたいと考えております。

 

　ただし、当社グループの事業の継続可能性は、既存事業及び新規事業の成長や事業再編の成功に強く依存している

ことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、当期連結財務諸表は継続企業

を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を当期連結財務諸表に反映しておりませ

ん。
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

１　連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数　20社 (1）連結子会社の数　12社

 主要な連結子会社の名称 主要な連結子会社の名称

 アジア

新華ファイナンシャル・ネットワー

ク・リミテッド

新華ファイナンシャル・ネットワーク

（北京）・リミテッド

新華ファイナンシャル・ネットワーク

（上海）・リミテッド

その他：14社

 

米国

ストーン・アンド・マッカーシー・リ

サーチ・アソシエイツ・インク

その他：１社

 

その他の地域：１社

 

　なお、前連結会計年度におい連結子会

社でありました上海新華・TZYD・メディ

ア・カンパニー・リミテッドは、保有株

式売却に伴い連結の範囲から除外してお

ります。

 

　また、前連結会計期間において、連結

子会社でありました上海同鑫（トンシ

ン）・インフォメーション・テクノロ

ジー・コンサルティング・カンパニー・

リミテッドは、同社に対する事業上、財

務上の意思決定機関に支配を及ぼすこと

ができなくなったことから、連結の範囲

から除外しております。

 

　新華エデュケーション・デベロップメ

ント・リミテッド及びハイアジア・イン

ベストメントは解散したため、連結の範

囲から除外しております。

アジア

新華ファイナンシャル・ネットワー

ク・リミテッド

新華ファイナンシャル・ネットワーク

（北京）・リミテッド

新華ファイナンシャル・ネットワーク

（上海）・リミテッド

その他：６社

 

米国

ストーン・アンド・マッカーシー・リ

サーチ・アソシエイツ・インク

その他：１社

 

その他の地域：１社

 

　新華トップ・スカイ・パブリック・リ

レーションズ・コンサルティング・（北

京）・カンパニー・リミテッド（以下、

「トップ・スカイ」）と北京アルファ・

ファイナンシャル・エンジニアリング・

カンパニー・リミテッド（以下、「北京

アルファ」）は、処分したため、連結の

範囲から除外しております。この処分に

伴い、トップ・スカイの子会社である北

京オリエント・アグリビジネス・コンサ

ルタント・カンパニー・リミテッド（以

下、「BOABC」）、北京華夏風行広告カ

ンパニー・リミテッド、AiGe・エクイ

ティ・インベストメント・マネジメン

ト・カンパニーと新華金泰（北京）バイ

オ・テクノロジー・カンパニー・リミ

テッドの財務情報を当社の連結範囲から

除外しております。

 

　キジューン・エデュケーション・カン

パニー・リミテッド（以下、「キジュー

ン」）の財務情報は重要性がなくなった

ため当社の連結範囲から除外しておりま

す。

 

　新華マージェント・ホールディング

ス・リミテッドは、清算したため、連結

範囲から除外しております。

 

　新華ゲームズ・（香港）・リミテッド

は新たに設立したため、連結範囲に含め

ております。
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項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

２　持分法の適用に関する事

項

(1）持分法適用の関連会社数　１社 (2）持分法適用の関連会社数　２社

持分法適用会社の名称 持分法適用会社の名称

北京華声・ファイナンシャル・イ

ンフォ・アンド・テック・カンパ

ニー・リミテッド

 

　安泰科（上海）インフォメーショ

ン・テクノロジー・カンパニー・リミ

テッドは、同社に対する十分な影響力

の損失により持分法の適用範囲から除

外しております。

 

　CXヘルスネット・リミテッドは、保

有株式売却に伴い持分法の適用範囲か

ら除外しております。

 

　新華スポーツ・アンド・エンターテ

イメント・リミテッドは清算により持

分法の適用範囲から除外しておりま

す。

北京華声・ファイナンシャル・イ

ンフォ・アンド・テック・カンパ

ニー・リミテッド

北京華声・ファイナンシャル・イ

ンベストメント・カンパニー・リ

ミテッド

 

北京華声・ファイナンシャル・イ

ンベストメント・カンパニー・リ

ミテッドは新たに設立したため、

持分法の適用範囲に含めておりま

す。

 

   

３　連結子会社の事業年度等

に関する事項

　すべての連結子会社の事業年度の末日

は、連結決算日と一致しております。

同左
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項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

４　会計処理基準に関する事

項

  

(1）重要な資産の評価基準

及び評価方法

有価証券 有価証券

イ　その他有価証券 イ　その他有価証券

 時価のあるもの 時価のあるもの

 ────── ──────

 時価のないもの 時価のないもの

 　移動平均法による原価法を採用し

ております。

同左

   

(2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法

イ　有形固定資産 イ　有形固定資産

　主として定額法を採用しておりま

す。

同左

 　なお、主な耐用年数は次のとおり

であります。

 

 建物及び構築物　　　　３～20年  

 工具、器具及び備品　　１～10年  

   

 ロ　無形固定資産 ロ　無形固定資産

 　定額法を採用しております。 同左

 　なお、主な耐用年数は次のとおり

であります。

 

 商標権　　　　　　　　　　11年  

   

(3）重要な引当金の計上基

準

貸倒引当金 貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、主とし

て個別に回収可能性を勘案し回収不能見

込額を計上することとしております。

同左

   

(4）重要な外貨建の資産又

は負債の換算

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の

直物為替相場により機能通貨に換算し、

収益及び費用は期中平均相場により機能

通貨に換算し、換算差額は損益として処

理しております。なお、在外連結子会社

等の資産及び負債は、連結決算日の直物

為替相場により米ドルに換算し、収益及

び費用は期中平均相場により米ドルに換

算し、換算差額は純資産の部における為

替換算調整勘定に含めております。

同左
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項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

(5）のれん及び負ののれん

の償却に関する事項

　のれんは５年間及び20年間で均等償却

しております。また、負ののれんは発生

時に特別利益として計上しております。

　のれんは５年間で均等償却しておりま

す。また、負ののれんは発生時に特別利

益として計上しております。

   

(6）連結キャッシュ・フ

ロー計算書における資

金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書におけ

る資金（現金及び現金同等物）は、手許

現金、随時引き出し可能な預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わない取得日

から３ヶ月以内に償還期限の到来する短

期投資からなっております。

同左

   

(7）その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

消費税等の会計処理 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。 同左

   

 財務諸表の円換算 財務諸表の円換算

 　「円」で表示されている金額は、財務

諸表等規則第130条の規定に基づき、

2012年12月28日現在の株式会社三菱東京

UFJ銀行における対顧客電信相場（仲

値）、１米ドル＝86.58円で換算された

金額であります。なお、当該円換算額

は、単に表示上の便宜を目的としてお

り、米ドルで表示された金額が上記の相

場で実際に円に換算されることを意味す

るものではありません。

　「円」で表示されている金額は、財務

諸表等規則第130条の規定に基づき、

2013年12月30日現在の株式会社三菱東京

UFJ銀行における対顧客電信相場（仲

値）、１米ドル＝105.39円で換算された

金額であります。なお、当該円換算額

は、単に表示上の便宜を目的としてお

り、米ドルで表示された金額が上記の相

場で実際に円に換算されることを意味す

るものではありません。

  ※前連結会計年度における日本円表示は

当期のレートを使用して換算しており

ます。

   

 親会社の機能通貨の報告通貨への換算 親会社の機能通貨の報告通貨への換算

 　外国会社である当社は、会計処理を行

う通貨（以下機能通貨という）として中

国元を使用しておりますが、財務報告に

おいて用いる通貨（以下報告通貨とい

う）には米ドルを使用しております。連

結財務諸表作成の際に行われる機能通貨

から報告通貨への換算は、国際会計基準

第21号に準じて、貨幣性資産及び負債に

ついては決算日の為替相場、非貨幣性資

産及び負債については取引時の為替相

場、収益及び費用は取引時の為替相場に

より換算し、換算差額は純資産の部の為

替換算調整勘定に含めて表示しておりま

す。

同左
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追加情報

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

（為替差額） （為替差額）

　当社グループは、在外事業体に対する債権債務により

生じた為替差額について、従来は為替差損益として表示

してきましたが、前第２四半期連結会計期間以降より、

関連する在外事業体に対する債権債務の決済が予定され

ておらず、かつ、予見しうる将来において決済が発生し

ない可能性が高い為替差益については、為替換算調整額

に含めて表示しております。当連結会計年度における当

該為替差益の発生額は5,054千米ドル（533百万円）であ

り、この方法により、当連結会計年度における営業外収

益は同額減少しております。

　当社グループは、在外事業体に対する債権債務により

生じた為替差額について、2011年までの為替差損益とし

て表示してきましたが、関連する在外事業体に対する債

権債務の決済が予定されておらず、かつ、予見しうる将

来において決済が発生しない可能性が高い為替差損益に

ついては、為替換算調整額に含めて表示しております。

当連結会計年度における当該為替差益の発生額は5,232

千米ドル（551百万円）であり、この方法により、当連

結会計年度における営業外収益は同額減少しておりま

す。

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適

用）

──────

　当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及

び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年

12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　

平成21年12月４日）を適用しております。
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注記事項

（連結貸借対照表関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（2012年12月31日）

当連結会計年度
（2013年12月31日）

※１　担保に供している資産及び対応する債務 ※１　　　　　　　 ──────

担保資産  

敷金  

145  

（15）  

対応する債務  

短期借入金  

275  

（29）  

  

※２　債権額は貸倒引当金と相殺して表示しておりま

す。

※２　債権額は貸倒引当金と相殺して表示しておりま

す。

流動資産に設定された貸倒引当金の金額 流動資産に設定された貸倒引当金の金額

616 115

（65） （12）

投資その他の資産に設定された貸倒引当金の金額 投資その他の資産に設定された貸倒引当金の金額

6,787 6,788

（715） （715）

  

※３　当社における機能通貨から報告通貨への換算に伴

い発生する換算差額を含んでおります。

※３　　　　　　　　　 同左
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（連結損益計算書関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

※１　減損損失 ※１　　　　　　　 ──────

　当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しました。

 

 
場所 用途 種類 減損損失

アジア その他 のれん 2,983
（314）

アジア その他 有形固定資産 198
（21）

アジア その他 無形固定資産 4
（0）

合計   3,185
（336）

　

 

　当社グループは、原則として会社単位でグルーピ

ングを行っております。ただし、独立してキャッ

シュ・フローが把握可能な資産については当該資産

単位としております。

 

　上記資産につきましては、経営環境の変化等によ

り将来キャッシュ・フローの見積期間にわたって回

収可能性が認められなくなったため回収可能価額ま

で減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。

 

　資産グループの回収可能価額は使用価値により測

定しており、割引率については、割引前将来キャッ

シュ・フローがマイナスのため、記載を省略してお

ります。

 

  

※２　固定資産除売却損の内訳 ※２　固定資産除売却損の内訳

建物及び構築物　　　　　　　　　　　　　59 建物及び構築物　　　　　　　　　　　　　21

（6） （2）

工具、器具及び備品　　　　　　　　　　　－ 工具、器具及び備品　　　　　　　　　　　 1

（－） （0）

  

※３　子会社の解散による収入 ※３　子会社の解散による収入

　子会社の解散による収入はハイアジア・インベス

トメント・リミテッドの解散に関連したものであり

ます。

　子会社の解散による収入は新華マージェントホー

ルディングスリミテッドの解散に関連したものであ

ります。
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（連結包括利益計算書関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

※１　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 ※１　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

  

為替換算調整勘定： 為替換算調整勘定：
 

当期発生額 160

 （17）

組替調整額 35

 (4）

税効果調整前 195

 （21）

税効果額 －

 （－）

為替換算調整勘定 195

 （21）
　

 
当期発生額 137

 （14）

組替調整額 795

 （84）

税効果調整前 933

 （98）

税効果額 －

 （－）

為替換算調整勘定 933

 （98）
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

発行済株式     

普通株式（株） 1,515,306 － － 1,515,306

 

２．新株予約権に関する事項

　当社がストック・オプション等として交付した新株予約権の当連結会計年度末残高は1,870千米ドル（197百万

円）であり、連結子会社がストック・オプション等として交付した新株予約権の当連結会計年度末残高はありませ

ん。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

発行済株式     

普通株式（株） 1,515,306 12,000 － 1,527,306

（注１）　普通株式の発行済株式総数の増加は、新株予約権の行使によるものであります。

 

２．新株予約権に関する事項

　当社がストック・オプション等として交付した新株予約権の当連結会計年度末残高は1,362千米ドル（144百万

円）であり、連結子会社がストック・オプション等として交付した新株予約権の当連結会計年度末残高はありませ

ん。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係
 
現金及び預金勘定 6,916

 （729）

現金及び現金同等物 6,916

 （729）
　

 
現金及び預金勘定 3,973

 （419）

現金及び現金同等物 3,973

 （419）
　

  

※２　株式の売却により連結子会社から除外された会社

の資産及び負債の主な内容

※２　株式の売却により連結子会社から除外された会社

の資産及び負債の主な内容

　株式の売却により上海新華・TZYD・メディア・カ

ンパニー・リミテッド、新華アグリカルチャー・リ

ミテッド、U－ラーニング・インターナショナル・

インク及び鞍山市メイファ・エデュケーション・イ

ンベストメント・カンパニー・リミテッドが連結子

会社でなくなったことに伴う連結除外時の資産及び

負債の主な内訳並びに株式の売却価額と売却による

収入は次のとおりであります。

　株式の売却により北京アルファ・トップスカイ・

BOABC・BOABC連結子会社トップスカイが連結子会社

でなくなったことに伴う連結除外時の資産及び負債

の主な内訳並びに株式の売却価額と売却による収入

は次のとおりであります。

 
固定資産 35

 （4）

流動資産 980

 （103）

流動負債 △906

 （△95）

剰余金の調整額 35

 （4）

少数株主持分 △4

 （△0）

子会社株式売却損 △139

 （△15）

子会社株式正味売却価 2

 (0）

子会社の現金及び現金同等物 △56

 （△6）

差引：連結の範囲の変更を伴う子会

社株式の売却による収入

△55

（△6）
　

 
固定資産 1,769

 （186）

流動資産 787

 （83）

流動負債 △853

 （△90）

固定負債 △9

 （△1）

剰余金の調整額 675

 （71）

少数株主持分 △635

 （△67）

子会社株式売却損 △1,184

 （△125）

子会社株式正味売却価 550

 （58）

子会社の現金及び現金同等物 △160

 （△17）

差引：連結の範囲の変更を伴う子会

社株式の売却による収入

390

（41）
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 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

※３　連結子会社でなくなった会社の資産及び負債の主

な内訳

※３　　　　　　　 ──────

　前連結会計年度において、当社の連結子会社であ

る新華ファイナンシャル・ネットワーク（上海）・

リミテッド（以下、「XFNSH」）と、当社グループ

の従業員との間で提携された新華トップ・スカイ・

パブリック・リレーションズ・コンサルティング

（北京）カンパニー・リミテッド（以下、「トッ

プ・スカイ」）の出資持分にかかるノミニー契約に

より、トップ・スカイのノミニー株主が当従業員３

名となりました。その後、当該３名のうち２名が実

質的保有者としての権利を主張しトップ・スカイの

出資持分をXFNSHに返還することを拒絶したため、

現在仲裁手続に入っております。

　当該ノミニーの内１名はトップ・スカイ傘下の上

海同鑫（トンシン）・インフォメーション・テクノ

ロジー・コンサルティング・カンパニー・リミテッ

ド（以下、「トンシン」）の法的代表者となってお

り、トンシンの経営陣を強固にその支配下におさめ

ております。よって、ノミニー株主とXFNSHの間に

発生した上記紛争により、トンシンの経営陣は当社

の指揮命令を拒否しております。

　当該状況により、当社はトンシンに対する運営

上、財務上の意思決定機関に支配を及ぼすことがで

きなくなったことから、当第２四半期連結会計期間

より連結の範囲から除外しております。

　なお、トンシンの資産及び負債の内訳は以下の通

りです。

 

 
流動資産 540

 （57）

固定資産 1,225

 （129）

流動負債 △1,899

 （△200）

固定負債 △34

 （△4）
　

 

  

※４　　　　　　　 ────── ※４　重要な非資金取引

 　連結子会社であるキジューンの債権債務の移転係

る契約により減少した資産及び負債の内訳は次のと

おりであります。

 
 
流動資産 －

 （－）

固定資産 －

 （－）

流動負債 △623

 （△66）

固定負債 －

 （－）
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（リース取引関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

オペレーティング・リース取引 オペレーティング・リース取引

（借手側） （借手側）

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料
 
１年以内 618

 （65）

１年超 140

 （15）

合計 758

 （80）
　

 
１年以内 160

 （17）

１年超 －

 （－）

合計 160

 （17）
　

 

（金融商品関係）

１　金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を調達しております。また、短期的な運転資金を借入

により調達しております。一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、投機的な取引は行わない方針で

あります。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

　売掛金については、顧客の信用リスクに晒されております。また、海外の売上から生じる外貨建ての売掛金

は、為替の変動リスクに晒されております。

　買掛金については、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日です。買掛金の内、外貨建てのものについては、為

替の変動リスクに晒されております。

　借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたもので

あり、返済日は最長で決算日後１年です。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、債権管理規程に従い、営業債権及び長期貸付金について、各事業部門における営業管理部が主要な

取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手毎に期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化

等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社についても、当社の債権管理規程に準じ

て、同様の管理を行っております。

 

②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

外国為替リスク

　当社の一部の子会社では外貨建取引を行っておりますが、現在のところ外国為替取引について外貨をヘッ

ジする明確な方針がありません。当社グループは、外貨変動リスクのモニタリングを通じ、必要が生じた場

合に先物為替予約等の利用を検討します。

金利リスク

　管理部門により、金利変動リスクのモニタリングが行われております。当社グループでは正式なヘッジ方

針について定めておりませんが、必要に応じて金利リスクのヘッジについて検討します。
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③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　流動性リスクの管理において、当社グループは、事業資金の調達とキャッシュフローの変動の影響を軽減す

る為に、現金及び現金同等物が充分な水準となる様にモニタリングを行っております。

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含ま

れております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することがあります。

 

２　金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握すること

が極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

 

前連結会計年度（2012年12月31日）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1）現金及び預金
 

6,916
(729）

6,916
（729）

－
（－）

(2）売掛金
 

1,660
(175）

1,660
（175）

－
（－）

(3）未収入金
 

242
(26）

242
（26）

－
（－）

(4）破産更生債権等
 

6,787
(715）

  

貸倒引当金(※1)
 

△6,787
（△715）

  

資産計
8,818
（929）

8,818
（929）

－
（－）

(1）買掛金
 

1,024
（108）

1,024
（108）

－
（－）

(2）短期借入金
 

486
（51）

486
（51）

－
（－）

(3）未払法人税等
 

445
（47）

445
（47）

－
（－）

(4）未払金
 

655
（69）

655
（69）

－
（－）

負債計
2,610
（275）

2,610
（275）

－
（－）

　(※1)　破産更生債権等に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
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当連結会計年度（2013年12月31日）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1）現金及び預金
 

3,973
（419）

3,973
（419）

－
（－）

(2）売掛金
 

857
（90）

857
（90）

－
（－）

(3）未収入金
 

105
（11）

105
（11）

－
（－）

(4）破産更生債権等
 

6,788
（715）

  

貸倒引当金(※1)
 

△6,788
（△715）

  

資産計
4,935
（520）

4,935
（520）

－
（－）

(1）買掛金
 

411
（43）

411
（43）

－
（－）

(2）短期借入金
 

1,723
（182）

1,723
（182）

－
（－）

(3）未払法人税等
 

130
（14）

130
（14）

－
（－）

(4）未払金
 

950
（100）

950
（100）

－
（－）

負債計
3,214
（339）

3,214
（339）

－
（－）

　(※1)　破産更生債権等に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

 

（注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

資産

(1）現金及び預金、(2）売掛金、(3）未収入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。

(4）破産更生債権等

回収見込額等に基づいて貸倒見積額を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表価額から

現在の貸倒見積額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。

負債

(1）買掛金、(2）短期借入金、(3）未払法人税等、(4）未払金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

区分
前連結会計年度
（2012年12月31日）

当連結会計年度
（2013年12月31日）

関係会社株式
 

1,626
（171）

1,521
（160）

出資金
 

1,596
（168）

－
（－）

これらについては、市場価額がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開示の対象と

はしておりません。

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（2012年12月31日）

   （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金
 

6,916
(729）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

売掛金
 

1,660
(175）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

未収入金
 

242
(26）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

合計
8,818
(929）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

（注）　破産更生債権等6,787千米ドル（715百万円）については、償還予定額の見込みが困難なため、上記の表に含めており

ません。

 

当連結会計年度（2013年12月31日）

   （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金
 

3,973
(419）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

売掛金
 

857
(90）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

未収入金
 

105
(11）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

合計
4,935
(520）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

（注）　破産更生債権等6,788千米ドル（715百万円）については、償還予定額の見込みが困難なため、上記の表に含めており

ません。

 

（有価証券関係）

前連結会計年度（2012年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（2013年12月31日）

　該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度（2012年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（2013年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（退職給付関係）

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

　香港、米国及び中国子会社は、確定拠出型の退職給付制度を採用しております。

 

２　退職給付債務に関する事項

　該当事項はありません。

 

３　退職給付費用に関する事項

　該当事項はありません。

 

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

　香港、米国及び中国子会社は、確定拠出型の退職給付制度を採用しております。

 

２　退職給付債務に関する事項

　該当事項はありません。

 

３　退職給付費用に関する事項

　該当事項はありません。

 

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

１．ストック・オプションに係る費用計上額及び科目名

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

当連結会計年度における費用及び収益計上額及び科目名

販売費及び一般管理費・役員報酬　　　　　　　622千米ドル　 （66百万円）

販売費及び一般管理費・その他　　　　　　　　　0千米ドル　　（0百万円）

特別利益・新株予約権戻入益　　　　　　　　1,193千米ドル　（126百万円）

 

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1）ストック・オプションの内容

会社名 当社

年度 2005年 2006年

種類 ストック・オプション ストック・オプション(1）ストック・オプション(2）

付与対象者の
区分及び人数

当社グループの従業員
166名

当社グループの役員
５名

当社グループの従業員
209名

目的となる株式の
種類及び数(*1)

普通株式14,910株 普通株式6,000株 普通株式26,656株

付与日 2005年２月９日 2006年１月31日 2006年４月30日

権利確定条件

2005年12月31日、2006年
12月31日および2007年12
月31日にそれぞれ３分の
１の権利が確定します。
(*2)

2006年４月30日、７月31
日、10月31日および2007
年１月31日にそれぞれ４
分の１の権利が確定しま
す。(*2)

2006年12月31日、2007年
12月31日および2008年12
月31日にそれぞれ３分の
１の権利が確定します。
(*2)

対象勤務期間
自　2005年２月９日
至　2007年12月31日

自　2006年１月31日
至　2007年１月31日

自　2006年４月30日
至　2008年12月31日

権利行使期間
自　2006年１月１日
至　2015年２月８日

自　2006年４月30日
至　2016年２月１日

自　2007年１月１日
至　2016年４月30日

 

会社名 当社

年度 2009年 2013年

種類 ストック・オプション ストック・オプション

付与対象者の
区分及び人数

当社グループの
社外取締役４名、
当社グループの役員

１名及び
当社グループの従業員

17名

当社グループの役員
２名

目的となる株式の
種類及び数(*1)

普通株式157,830株 普通株式330,000株

付与日 2009年５月22日 2013年５月23日

権利確定条件

2009年12月31日、2010年
12月31日および2011年12
月31日にそれぞれ３分の
１の権利が確定します。
(*3)

2013年５月23日にそれぞ
れ権利が確定します。
(*4)

対象勤務期間
自　2009年５月22日
至　2011年12月31日

自　2013年５月23日
至　2013年11月22日

権利行使期間
自　2009年12月31日
至　2019年12月31日

自　2013年５月23日
至　2014年５月22日
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(*1)　株数に換算して記載しております。また上記のストック・オプションは2004年８月24日に行われた2,000株を１株とする

株式併合及び2005年９月22日に行われた１株を３株とする株式分割の影響を反映させたものであります。

(*2)　新株予約権の付与を受けたものが当社との契約や義務に反した場合、権利の確定の有無を問わず当該対象者の最終勤務

の日付をもって失効します。

新株予約権の付与を受けたものが自己都合により退職した場合は、以下が適用されます。

１）権利の確定が当該対象者の退職日と同一の年度に発生する場合、当該権利は年度の最終日において確定し、その後

12ヶ月で失効します。

２）権利の確定が当該対象者の退職する年度以後の年度の場合、当該権利は即時に失効します。

３）権利確定後の権利については、当該対象者の退職日から12ヶ月以上でありかつ退職年度に確定した権利の確定日か

ら12ヶ月以上の日付をもって決定される失効日までの期間において行使することができます。

(*3)　新株予約権の付与を受けたものが当社との契約や義務に反した場合、権利の確定の有無を問わず当該対象者の最終勤務

の日付をもって失効します。

新株予約権の付与を受けたものが自己都合により退職した場合は、以下が適用されます。

１）権利の確定が当該対象者の退職日と同一の年度に発生する場合、当該権利は年度の最終日において確定し、その後

12ヶ月で失効します。

２）権利の確定が当該対象者の退職する年度以後の年度の場合、当該権利は即時に失効します。

３）全ての権利確定後の権利は、対象者の退職日から12ヶ月以内かオプションの失効日の何れか早い日までに行使でき

ます。

(*4)　本ストック・オプションを行使するには、割当時から少なくとも当社に６ヶ月以上、当社の役員又はコンサルタントと

して在職しなければならない。但し、任期満了による退任、定年による退職、その他当社取締役会が正当な理由がある

と認めた場合はこの限りではない。

 

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　当連結会計年度（2013年12月31日）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプショ

ンの数については、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

     （単位：株）

会社名 当社

年度 2005年 2006年 2009年 2013年

種類
ストック・
オプション

ストック・
オプション(1）

ストック・
オプション(2）

ストック・
オプション

ストック・
オプション

権利確定前      

期首 － － － － －

付与 － － － － 330,000

失効 － － － － －

権利確定 － － － － （330,000）

未確定残 － － － － －

権利確定後      

期首 1,890 1,000 3,008 16,500 －

権利確定 － － － － 330,000

権利行使 － － － － －

失効 （1,530） － （2,372） （4,500） －

未行使残 360 1,000 636 12,000 330,000
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②　単価情報

会社名 当社

年度 2005年 2006年 2009年 2013年

種類
ストック・
オプション

ストック・
オプション(1）

ストック・
オプション(2）

ストック・
オプション

ストック・
オプション

権利行使単価 49,316円 71,844円 71,844円 1,703円 473円

行使時平均株価 77,520円 － 80,556円 － －

公正な評価単価
（付与日）

－ － － 1,816米ドル 195米ドル

 

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

　当連結会計年度において付与されたストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下のとおり

であります。

①　使用した評価技法…ブラック・ショールズモデル

②　ストック・オプションの主な基礎数値及び見積方法

会社名 当社

種類
ストック・
オプション

株価変動率(*1) 68.6％

予想残存期間(*2) 0.75年

予想配当(*3) なし

無リスク利子率(*4) 0.1％

(*1)　0.75年間の株価実績に基づいて算定しております。

(*2)　権利確定日に行使されるものと推定しております。

(*3)　過去の実績より、配当金の支払はないものと仮定しております。

(*4)　予想残存期間に対応する米国債の利回りであります。

 

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

　権利確定日に行使されるものと推定し、実際の失効数のみ反映させる方法を採用しております。
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５．自社株式オプション及び自社の株式の内容、規模及びその変動状況

(1）自社株式オプション及び自社の株式の内容

会社名 当社 当社

年度 2007年 2013年

種類 自社の株式
行使価格修正条項付
新株予約権

付与対象者の
区分及び人数

当社の役員１名及び
当社の従業員145名

第三者の投資家１名

目的となる株式の
種類及び数(*2)

普通株式10,591株 普通株式750,000株

付与日(*1) 2007年８月31日 2013年12月20日

権利確定条件

2007年12月31日、2008年
12月31日および2009年12
月31日にそれぞれ３分の
１の権利が確定します。
(*3)

2013年12月20日にそれぞ
れ権利が確定します。
(*4)

権利行使期間 －
自　2013年12月20日
至　2015年12月19日

(*1)　自社の株式の付与については契約日を記載しております。

(*2)　株数に換算して記載しております。また上記の自社株式オプション及び自社の株式は2004年８月24日に行われた2,000株

を１株とする株式併合及び2005年９月22日に行われた１株を３株とする株式分割の影響を反映させたものであります。

(*3)　2008年12月26日、全ての制限付株式の権利保有者に対して、一株当たり60.90米ドルの現金買取を提案しました。1,967

株の権利未確定株式については、当該権利は行使されました。

(*4)　行使価格は、各行使する要求の効力発生日の直前の取引日における当社普通株式の終値の90％です。

 

(2）自社の株式及び行使価格修正条項付新株予約権の規模及びその変動状況

  （単位：株）

会社名 当社 当社

年度 2007年 2013年

種類 自社の株式
行使価格修正条項付
新株予約権

権利確定前   

期首 － －

付与 － 750,000

失効 － －

権利確定 － （750,000）

未確定残 － －

権利確定後   

期首 91 －

権利確定 － 750,000

権利行使 － （12,000）

失効 － －

未行使残 91 738,000
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（ⅱ）単価情報

会社名 当社

年度 2013年

種類
行使価格修正条項付
新株予約権

権利行使単価

行使する各要求の効
力発生日の直前の取
引日における当社普
通株式の終値の90％

行使時平均株価 －

公正な評価単価
（付与日）

９円

 

６．行使価格修正条項付新株予約権の評価方法

　当連結会計年度において行使価格修正条項付新株予約権についての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりで

あります。

①　使用した評価技法

行使価格修正条項付新株予約権：モンテカルロ法

 

②　行使価格修正条項付新株予約権の主な基礎数値及び見積方法

会社名 当社

種類 行使価格修正条項付新株予約権

期間 ３ヶ月 ６ヶ月 １年 ２年

株価変動率(*1) 84.4％ 77.3％ 80.1％ 69.8％

予想配当(*2) なし なし なし なし

無リスク利子率(*3) 0.04％ 0.04％ 0.07％ 0.09％

(*1)　２年間の株価実績に基づいて算定しております。

(*2)　過去の実績より、配当金の支払はないものと仮定しております。

(*3)　リスクフリーレートは、異なる期間に該当する国債の利回りを基準に算定しております。
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（税効果会計関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前連結会計年度
（2012年12月31日）

当連結会計年度
（2013年12月31日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

（繰延税金資産） （繰延税金資産）
 
税務上の繰越欠損金 15,385

 （1,621）

未払費用 －

 （－）

その他 －

 （－）

繰延税金資産小計 15,385

 （1,621）

評価性引当額 △15,385

 （△1,621）

繰延税金資産合計 －

 （－）
　

 
税務上の繰越欠損金 18,089

 （1,906）

未払費用 －

 （－）

その他 －

 （－）

繰延税金資産小計 18,089

 （1,906）

評価性引当額 △18,089

 （△1,906）

繰延税金資産合計 －

 （－）
　

（繰延税金負債） （繰延税金負債）
 
その他 △13

 （△1）

繰延税金負債合計 △13

 （△1）

繰延税金資産（負債）の純額 △13

 （△1）
　

 
その他 －

 （－）

繰延税金負債合計 －

 （－）

繰延税金資産（負債）の純額 －

 （－）
　

繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項

目に含まれております。

繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項

目に含まれております。
 
流動資産－繰延税金資産 －

 （－）

固定資産－繰延税金資産 －

 （－）

流動負債－繰延税金負債 －

 （－）

固定負債－繰延税金負債 △13

 （△1）
　

 
流動資産－繰延税金資産 －

 （－）

固定資産－繰延税金資産 －

 （－）

流動負債－繰延税金負債 －

 （－）

固定負債－繰延税金負債 －

 （－）
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前連結会計年度
（2012年12月31日）

当連結会計年度
（2013年12月31日）

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳
 
法定実効税率 16.5％

  

（調整）  

永久に損金に算入されない項目 △8.6％

永久に益金に算入されない項目 0.3％

連結子会社との税率の差異 1.0％

評価性引当額の増減 △9.4％

過年度法人税等 0％

その他 0％

税効果会計適用後の
法人税率等の負担率

△0.2％

　

 
法定実効税率 16.5％

  

（調整）  

永久に損金に算入されない項目 △5.1％

永久に益金に算入されない項目 5.1％

連結子会社との税率の差異 10.5％

評価性引当額の増減 △28.0％

過年度法人税等 0％

その他 0％

税効果会計適用後の
法人税率等の負担率

△1.0％

　
 

（企業結合等関係）

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

事業分離

　当社は、連結子会社である上海同鑫（トンシン）・インフォメーション・テクノロジー・コンサルティング・カ

ンパニー・リミテッド（以下、「トンシン」）に対する運営上、財務上の意思決定機関に支配を及ぼすことができ

なくなったことから当第２四半期連結会計期間において連結の範囲から除外しております。

１．事業分離の概要

(1）分離先企業の名称

―

 

(2）分離した事業の内容

　コンピュータ・ソフトウェア及びハードウェアの提供に関するサービス並びに情報コンサルティング事業。

 

(3）事業分離を行った主な理由

　前連結会計年度において、当社の連結子会社である新華ファイナンシャル・ネットワーク（上海）・リミ

テッドと（以下、「XFNSH」）、当社グループの従業員との間で提携された新華トップ・スカイ・パブリック・

リレーションズ・コンサルティング（北京）カンパニー・リミテッド（以下、「トップ・スカイ」）の出資持

分にかかるノミニー契約により、トップ・スカイのノミニー株主が当従業員３名となりました。その後、当該

３名のうち１名が実質的保有者として株主の権利を主張したことから、現在仲裁手続に入っております。

　当該１名はトップ・スカイ傘下のトンシンの法的代表者となっており、仲裁手続が開始されることになった

ことにより、当社の指揮命令を拒否しております。

　当該状況により、当社はトンシンに対する運営上、財務上の意思決定機関に支配を及ぼすことができなく

なったことから、当第２四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。
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(4）事業分離日

2012年４月１日

 

２．実施した会計処理の概要

(1）移転損益の金額

　当該事業分離は意思決定機関に支配を及ぼすことができなくなったことに伴う連結除外のため、該当はあり

ません。

 

(2）移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）  

 流動資産 540  

  (57）  

 固定資産 1,225  

  (129）  

 資産合計 1,765  

  (186）  

 流動負債 △1,899  

  （△200）  

 固定負債 △34  

  （△4）  

 負債合計 △1,933  

  （△204）  

 

(3）会計処理

　トンシンに対する投資の修正額の取崩額を連結除外に伴う利益剰余金減少高として処理しております。

 

３．分離事業が含まれていた報告セグメントの名称

金融情報配信事業

 

４．当連結会計年度の連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

売上高　　　714千米ドル（75百万円）

 

　当第４四半期連結会計期間において、当社は連結子会社であるSMRAのかなりの資産や事業を売却したため、当該

資産や事業を連結の範囲から除外しております。

１．事業分離の概要

(1）分離先企業の名称

ストーン＆カントLLC（Stone & Kanto, LLC）

 

(2）分離した事業の内容

　SMRAはマクロ経済や債券市場分析において、その分析力とカバー範囲で国際的に高い評価を受けておりま

す。経済分析では、景気循環の動向だけでなく、労働統計やGDPなどの経済指標の予測や分析に加えて、金融政

策におけるそれらの重要性に関する分析が含まれています。SMRAの債券の研究では、金利、イールドカーブの

動き、いくつかの市場セクターを横断する予測が含まれています。SMRAはまた、米国、英国、ドイツ、日本、

オーストラリア市場向けに独自のポートフォリオ·マネージャー調査を提供しています。
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(3）事業分離を行った主な理由

　SMRAは2012年に営業損失を計上しており、当社の財務的な負担が大きい状況にありました。また、当社の香

港子会社である新華ファイナンシャル・ネットワークにおいてキャッシュ・フローが逼迫しており、当社は

SMRAの資産を譲渡することを決定いたしました。本譲渡後に当社の財務状態及び流動性ポジションは改善され

る見込みです。

 

(4）事業分離日

2012年10月１日

 

(5）法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする事業譲渡

 

２．実施した会計処理の概要

(1）移転損益の金額

548千米ドル（58百万円）

 

(2）移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）  

 流動資産 545  

  （57）  

 固定資産 125  

  （13）  

 資産合計 670  

  （71）  

 

(3）会計処理

　「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、受取

対価が現金等の財産のみである場合の会計処理を行っております。

 

３．分離した事業が含まれていた報告セグメントの名称

米国金融情報・ソリューション事業

 

４．当連結会計年度の連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

売上高　　　　 1,932千米ドル（204百万円）

営業利益　　　 468千米ドル（49百万円）
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（企業結合等関係）

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

事業分離

　当第３四半期連結会計期間において、トップスカイの全所有株式を売却したため連結の範囲から除外しており、

これにより、BOABC、北京華夏風行広告カンパニー・リミテッド、AiGe・エクイティ・インベストメント・マネジメ

ント・カンパニー及び新華金泰（北京）バイオ・テクノロジー・カンパニー・リミテッド（「BOABCグループ」）も

連結の範囲から除外しております。

１．事業分離の概要

(1）事業が売却された相手の名前

タン・シャンヤン氏、トップスカイの名義株主の１人

 

(2）分離した事業の内容

トップスカイ：専門的なPR活動、情報、並びに展示企画、投資企業の経営、経済情報、金融コンサルティン

グ及び企業イメージのデザイン

BOABCグループ：農業に関する情報の提供

 

(3）事業分離を行った主な理由

　トップスカイをめぐる紛争に関してヤン・ユー女史（Ms．Yang Yu）を相手とする仲裁の申立てを行ったの

は、2012年５月であります。その後１年以上が経過したにもかかわらず、仲裁機関は仲裁判断を下すに至って

いません。当該紛争が生じてから、当社は、トンシンの経営陣の協力が得られなくなったことにより、トンシ

ンに対する支配力を喪失しています。本件に関する紛争は仲裁申し立て以前から存在し、既に長期に亘って継

続しており、当社は、紛争の更なる継続は当社グループの利益に資さないものと判断しました。

 

　今般、タン・シャンヤン氏（Mr．Tang Xiangyang）から、トップスカイの件について現金支払による解決の

申し入れを受けたことにより、当社も検討を開始しました。トップスカイ及びBOABCグループ（トップスカイの

子会社であるBOABC及びBOABCの子会社から成る企業グループ）はいずれも損失を出しており、追加資金の拠出

を避けるためにも、これらの会社の処分が課題となっておりましたが、ノミニーとの紛争が解決し、トップス

カイに対する実質的支配を回復できない限りは、同社らの処分もできない状態にありました。仲裁が長引くこ

とでBOABCグループへの支配権を完全に喪失する可能性があることに鑑みて、当社は、トップスカイグループに

対する出資持分を断念することによりトップスカイの全株式を売却し、それにより得られる対価を当社が現在

行っている他の事業や、採算性が見込める事業の新規開拓に使うことが当社の利益に適うと判断しました。

 

　2013年９月30日をもって、XFNSHは、名義人の構造を設定する４契約上の合意、すなわち、"担保約束手

形"、"エクイティプレッジ協定"、"代位弁済協定"と"独占株式購入権契約"に記載されているすべての権利をタ

ン・シャンヤン氏に譲渡するため、タン・シャンヤン氏と契約を締結しました。そして、それに基づく当該ト

ランザクションが55万米ドル（5.8千万円）の対価で完遂しました。XFNSHはまもなくヤン・ユー氏に対して仲

裁を撤回します。

 

　取引の結果、当社はトップスカイに対する持分を譲渡しました。そのため、2013年９月30日にトップスカイ

およびその子会社の財務情報を連結対象外としております。
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(4）事業分離日

2013年９月30日

 

２．実施した会計処理の概要

(1）移転損益の金額

子会社の売却損：1,195千米ドル（126百万円）

 

(2）移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）  

 流動資産 787  

  （83）  

 固定資産 1,768  

  （186）  

 資産合計 2,555  

  （269）  

 流動負債 △834  

  （△88）  

 固定負債 △9  

  （△1）  

 負債合計 △843  

  （△89）  

 

(3）会計処理

　売却についての調整額は、連結損益計算書における子会社の売却損として処理しております。

 

３．分離事業が含まれていた報告セグメント

金融ソリューション事業

 

４．当連結会計年度の連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

売上高　　　1,940千米ドル（204百万円）

 

（資産除去債務）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社は、グループ全体の戦略機能を担い、各子会社が取り扱うサービスについて包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

　当社グループは、各子会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「金融情報配信事業」

「金融ソリューション事業」「教育関連事業」「米国金融情報配信・ソリューション事業」「その他の事業」を

報告セグメントとしております。

 

　各報告セグメントの主なサービスは次のとおりであります。

 

金融情報配信事業

中華人民共和国（以下、"中国"という）、香港、その他アジア地域における、IRサービス、ニュース、金融情

報や金融サービスの提供

 

金融ソリューション事業

中国における、アプリケーション・サービス、市場調査、及びコンサルティング・サービスの提供

 

教育関連事業

アジアにおける、教育サービスの提供

 

米国金融情報配信・ソリューション事業

米国における、ニュース、金融情報、サービス、ソリューション・サービスの提供

 

その他の事業

アジアにおける、ニュース、金融情報の提供等

 

　前連結会計年度において、当社グループの韓国における教育事業のすべてを停止し、中国における教育事業を

売却し、米国における大部分の資産と事業を売却しております。そのため、当連結会計年度においては、教育関

連事業および米国金融情報配信・ソリューション事業セグメントはありません。
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

     （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 

報告セグメント

調整額
連結損益計
算書計上額金融情報配

信事業

金融ソ
リューショ
ン事業

教育関連事
業

米国金融情
報配信・ソ
リューショ
ン事業

その他の事
業

合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高
7,131
（752）

2,712
（286）

2,401
（253）

1,963
（207）

7
（1）

14,212
（1,498）

－
（－）

14,212
（1,498）

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

270
（28）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

112
（12）

382
（40）

△382
（△40）

－
（－）

計
7,401
（780）

2,712
（286）

2,401
（253）

1,963
（207）

119
（13）

14,595
（1,538）

△382
（△40）

14,212
（1,498）

セグメント利益又は損失
（△）

△517
（△55）

△386
（△41）

△3,771
（△397）

73
（8）

△3,788
（△399）

△8,389
（△884）

－
（－）

△8,389
（△884）

セグメント資産
153,986
（16,229）

6,105
（643）

160
（17）

304
（32）

700,850
（73,863）

861,406
（90,784）

△847,821
（△89,352）

13,586
（1,432）

その他の項目         

減価償却費（＊）
66
（7）

41
（4）

69
（7）

5
（1）

148
（16）

330
（35）

－
（－）

330
（35）

受取利息
3
（0）

2
（0）

0
（0）

－
（－）

89
（9）

95
（10）

－
（－）

95
（10）

支払利息
－
（－）

－
（－）

29
（3）

7
（1）

－
（－）

36
（4）

－
（－）

36
（4）

持分法投資利益又は損失
（△）

△14
（△1）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

26
（3）

12
（1）

－
（－）

12
（1）

特別利益         

（償却債権取立益）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

700
（74）

700
（74）

－
（－）

700
（74）

（子会社株式売却益）
499
（53）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

499
（53）

－
（－）

499
（53）

（子会社清算益）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

13
（1）

13
（1）

－
（－）

13
（1）

（事業譲渡益）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

548
（58）

－
（－）

548
（58）

－
（－）

548
（58）

特別損失         

（投資有価証券評価損）
－
（－）

－
（－）

38
（4）

－
（－）

－
（－）

38
（4）

－
（－）

38
（4）

（子会株式売却損）
47
（5）

1
（0）

91
（10）

－
（－）

－
（－）

139
（15）

－
（－）

139
（15）

（固定資産売却損）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

59
（6）

59
（6）

－
（－）

59
（6）

（減損損失）
－
（－）

－
（－）

202
（21）

－
（－）

－
（－）

202
（21）

2,983
（314）

3,185
（336）

税金費用
5
（0）

△5
（0）

1
（0）

12
（1）

－
（－）

13
（1）

－
（－）

13
（1）

持分法適用会社への投資額
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

1,626
（171）

1,626
（171）

－
（－）

1,626
（171）

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

14
（1）

9
（1）

9
（1）

11
（1）

46
（5）

89
（9）

－
（－）

89
（9）
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当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

    （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 

報告セグメント

調整額
連結損益計算
書計上額金融情報配信

事業
金融ソリュー
ション事業

その他の事業 合計

売上高       

(1）外部顧客への売上高
3,084
（325）

1,940
（205）

89
（9）

5,114
（539）

－
（－）

5,114
（539）

(2）セグメント間の内部売上高又は
振替高

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

計
3,084
（325）

1,940
（205）

89
（9）

5,114
（539）

－
（－）

5,114
（539）

セグメント利益又は損失（△）
△600
（△63）

△1,425
（△150）

△3,852
（△406）

△5,876
（△619）

－
（－）

△5,876
（△619）

セグメント資産
△3,778
（△398）

－
（－）

290,000
（30,563）

286,223
（30,165）

△279,336
（△29,439）

6,886
（726）

その他の項目       

減価償却費（＊）
23
（2）

21
（2）

6
（1）

51
（5）

－
（－）

51
（5）

受取利息
3
（0）

1
（0）

1
（0）

－
（－）

－
（－）

6
（1）

支払利息
－
（－）

－
（－）

44
（5）

44
（5）

－
（－）

44
（5）

持分法投資は損失（△）
－
（－）

－
（－）

141
（15）

141
（15）

－
（－）

141
（15）

特別利益       

（子会社株式売却益）
－
（－）

11
（1）

－
（－）

11
（1）

－
（－）

11
（1）

（子会社事業整理益）
－
（－）

－
（－）

534
（56）

534
（56）

－
（－）

534
（56）

（子会社の清算益）
－
（－）

－
（－）

53
（6）

53
（6）

－
（－）

53
（6）

（新株予約権戻入益）
－
（－）

－
（－）

1,193
（126）

1,193
（126）

－
（－）

1,193
（126）

特別損失       

（子会株式売却損）
－
（－）

1,195
（126）

－
（－）

1,195
（126）

－
（－）

1,195
（126）

（固定資産売却損）
－
（－）

1
（0）

21
（2）

－
22
（2）

－
（－）

22
（2）

税金費用
7
（1）

△294
（△31）

348
（37）

61
（6）

－
（－）

61
（6）

持分法適用会社への投資額
－
（－）

－
（－）

1,521
（160）

1,521
（160）

－
（－）

1,521
（160）

有形固定資産及び無形固定資産の増加
額

9
（1）

2
（0）

7
（1）

18
（2）

－
（－）

18
（2）
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【関連情報】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1）売上高

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

12,739
（1,343）

1,127
（119）

346
（37）

－
（－）

14,212
（1,498）

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア……香港、中国、シンガポール等

(2）北米……アメリカ合衆国、カナダ

(3）ヨーロッパ……イギリス、ドイツ、フランス等

(4）その他……オーストラリア、南米等

 

(2）有形固定資産

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

162
（17）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

162
（17）

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア……香港、中国等

(2）北米……アメリカ合衆国、カナダ

(3）ヨーロッパ……イギリス、ドイツ、フランス等

(4）その他……オーストラリア、南米等

 

３　主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はあり

ません。
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当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1）売上高

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

5,114
（539）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

5,114
（539）

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア……香港、中国、シンガポール等

(2）北米……アメリカ合衆国、カナダ

(3）ヨーロッパ……イギリス、ドイツ、フランス等

(4）その他……オーストラリア、南米等

 

(2）有形固定資産

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

53
（6）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

53
（6）

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア……香港、中国等

(2）北米……アメリカ合衆国

(3）ヨーロッパ……イギリス、ドイツ、フランス等

(4）その他……オーストラリア、南米等

 

３　主要な顧客ごとの情報

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

顧客の名称又は氏名 売上 関連事業セグメント

上海ゼネラルモーター株式会社
1,353
（143）

金融情報配信事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

     （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 

報告セグメント

計
全社・消去
（注１）

合計
金融情報配
信事業

金融ソ
リューショ
ン事業

教育関連事
業

米国金融情
報配信・ソ
リューショ
ン事業

その他の事
業

減損損失
－
（－）

－
（－）

202
（21）

－
（－）

－
（－）

202
（21）

2,983
（314）

3,185
（336）

　（注１）　全社消去に含まれる金額は、一部の連結子会社に係るのれん相当額について、収益性が低下したことにより、未

償却残高のうち回収可能性が認められない額を減損損失として計上しております。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

　該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

     （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 

報告セグメント

計
全社・消去
（注１）

合計
金融情報配
信事業

金融ソ
リューショ
ン事業

教育関連事
業

米国金融情
報配信・ソ
リューショ
ン事業

その他の事
業

（のれん）         

当期償却額
34
（4）

29
（3）

73
（8）

－
（－）

－
（－）

137
（14）

－
－

137
（14）

当期末残高
－
（－）

137
（14）

2,983
（314）

－
（－）

－
（－）

3,120
（329）

△2,983
（△314）

137
（14）

　（注１）　全社消去に含まれる金額は、一部の連結子会社に係るのれん相当額について、収益性が低下したことにより、未

償却残高のうち回収可能性が認められない額を減損損失として計上しております。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

    （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 

報告セグメント

計 全社・消去 合計
金融情報配信事
業

金融ソリュー
ション事業

その他の事業

（のれん）       

当期償却額
－
（－）

19
（2）

－
（－）

19
（2）

－
－

19
（2）

当期末残高
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前連結会計年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

１　関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引

連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る）等

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

１　関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引

連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る）等

        （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

取締役
会長

レン・
イー・ハン
（Lian Yih
 Hann）

－ －

取締役会
長兼最高
経営責任
者及び最
高財務責
任者

－ 資金の借入

資金の借入
1,500
(158)

短期借
入金

1,514
(160)

利息の支払
44
(5)

　（注）１　取引金額には消費税等は含まれておりません。

２　取引条件及び取引条件の決定方針

資金の借入の取引条件は、市場金利等を勘案しております。
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（１株当たり情報）

  （単位：米ドル、括弧内は円）

項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

１株当たり純資産額
3.39

（357.27）
0.17

（17.92）

１株当たり当期純利益又は純
損失（△）

△5.54
（△583.45）

△3.88
（△408.67）

潜在株式調整後１株当たり当
期純利益

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純
利益については、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純
利益については、潜在株式は存在するも
のの１株当たり当期純損失であるため記
載しておりません。

　（注）　１株当たり当期純利益又は純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

項目
前連結会計年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当連結会計年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

１株当たり当期純利益   

当期純利益又は純損失
（△）

△8,389
（△884）

△5,876
（△619）

普通株主に帰属しない金額
－
（－）

－
（－）

普通株式に係る当期純利益
又は純損失（△）

△8,389
（△884）

△5,876
（△619）

普通株式の期中平均株式数
（株）

1,515,305.79 1,515,434.56

潜在株式調整後１株当たり当
期純利益

  

当期純利益調整額
－
（－）

－
（－）

普通株式増加数（株）
（うち新株予約権）

－
（－）

－
（－）

希薄化効果を有しないため、
潜在株式調整後１株当たり当
期純利益の金額の算定に含め
なかった潜在株式の概要

2005年２月９日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　1,890株
2006年１月31日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　1,000株
2006年４月30日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　3,008株
2009年５月22日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　16,500株

2005年２月９日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　360株
2006年１月31日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　1,000株
2006年４月30日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　636株
2009年５月22日付与ストックオプション
（新株予約権）
普通株式　12,000株
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（重要な後発事象）

１．多額な資金の借入

　当社は2014年３月３日開催の取締役会決議に基づき、連結子会社である新華ゲームズ（香港）・リミテッドにお

いて、下記の条件の借入契約を締結し、資金の借入を実行いたしました。

(1）借入先名称、借入金額、利率、借入実行日、最終返済期日および返済方法

借入先の名称 借入人の名称
借入金額

（千米ドル、括
弧内は百万円）

利率 借入実行日 最終返済期日 返済方法

レン・イー・ハン
（Lian Yih Hann）

新華ゲームズ（香
港）・リミテッド

1,000
（105）

９％ 2014年３月３日 2014年６月２日
満期日に
全額返済

(2）借入期間　　　　　：３ヶ月（別の３ヶ月間延長可能）

(3）担保保証　　　　　：当社が保証

(4）資金の使途　　　　：運転資金

(5）その他重要な特約等：5,000千米ドル（527百万円）の信用供与枠を設定しております

 

２．仲裁

　当連結会計期間末後の2014年１月11日、当社及び当社の子会社は、以下のとおり、6.1百万米ドル（643百万円）

の賠償を求める旨の仲裁に応じるよう要求を受けました。

　2008年に、SBI USA, LLC（以下、「SBI」といいます。）は、当社及び当社の完全子会社（以下、総称して「当

社」といいます。）である新華ファイナンシャル・ネットワーク・リミテッド（以下、XFNといいます。）に対し

て、約束手形を発行し、その履行を担保するため、Clean Tech Partners, LLC（以下、「CTP」といいます。）の株

式を含む、SBIのいくつかの資産が担保として設定されておりました。CTPはElectronic Recyclers International,

 Inc.（以下、「ERI」といいます。）の優先株式を保有しておりました。その後、SBIは倒産し、最終的にXFNがCTP

の発行済株式の全部を取得するに至りました。

　2012年12月17日に、CTPは所有しているERIの1,920,000株の優先株式を、ERIのCEO及びCOOである、John S. 

Shegerian氏、Tammie Shegerian氏（以下、両氏を「Shegerian氏」と総称します。）に1.2百万米ドル（126百万

円）で売却しました。

　2013年８月30日、当社及びCTPは、Shegerian氏、ERI、David Wang氏、Yvonne Wang氏及びその他の関係者（以

下、総称して「被告ら」といいます。）に対して、詐欺、不法行為、善管注意義務違反、契約違反、証券法違反等

を根拠として、カリフォルニア州東区の米国地方裁判所にて25百万米ドル（2,635百万円）の賠償を求める訴え（以

下、「本件訴訟」といいます。）を提起しました。当社の旧経営陣は、ERIの株式売却後、Shelly Singhal氏から、

ERIが近日中に新規株式公開する予定であることを知り、Shegerian氏に売却したERI株式の価値は、25百万米ドル

（2,635百万円）程度上昇するものと考えた模様です。当社の旧経営陣は、被告らが、かかる事実を当社に伝えるべ

きであったのに伝えなかったことにより、当社及びCTPに損害を与えたものと考えたことによるものです。

　同地方裁判所は、2013年12月24日、当社及びCTPの請求を退けたものの、売買契約書に関する仲裁条項に従って本

件を仲裁により解決すべきことを判示しました。

　2014年１月11日、当社及びCTPは、ERI、Shegerian氏及びその他の当事者（以下、総称して「申立人ら」といいま

す。）より6.1百万米ドル（643百万円）の賠償を求める旨の仲裁に応じるよう要求を受けました。申立人らは、当

社及びCTPが25百万米ドル（2,635百万円）の賠償を求めた訴えの影響で、ERIの株式を申立人らの既存の戦略的投資

家及び潜在的投資家に売却することを延期せざるを得なくなり、また最終的には断念せざるをえなくなったと主張

しております。

　当社は当該要求に対応するため、その根拠及び背景に関する情報を収集しております。当社は当該仲裁要求の可

能性として、当社及びCTPの25百万米ドル（2,635百万円）の賠償を求める訴えが米国地方裁判所により仲裁にて解

決すべきとの判断を下されたため、申立人らは6.1百万米ドル（643百万円）の賠償を求める旨の仲裁を、当社及び

CTPから25百万米ドル（2,635百万円）の仲裁申し立てがなされる前に、防御的に申し立てを行ったものと推察して

おります。当社としては、当社の被った損害として、25百万米ドル（2,635百万円）の請求をする旨の仲裁の申し立

てをすることも視野に入れております。今後、仲裁手続が開始された場合には、最終判断が下されるまでに少なく

とも１年程度は要すると考えられ、経営陣の意見としては、最終的な負担がどの程度のものとなるかは当連結会計

期間内に正確に測定できないと考えております。

 

⑤　連結附属明細表

【借入金等明細表】

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）
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区分 前期末残高 当期末残高
平均利率
（％）

返済期限

短期借入金
486
（51）

1,723
（182）

8.24％ －

１年以内返済予定の長期借入金
－
（－）

－
（－）

－ －

合計
486
（51）

1,723
（182）

－ －

　（注）　「平均利率」については、借入金の期末残高に対する加重平均利率を記載しております

 

【資産除去債務明細表】

　当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結会計年

度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規定により記載を

省略しております。

 

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報

   （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

 
第１四半期

（自　2013年１月１日
至　2013年３月31日）

第２四半期
（自　2013年４月１日
至　2013年６月30日）

第３四半期
（自　2013年７月１日
至　2013年９月30日）

第４四半期
（自　2013年10月１日
至　2013年12月31日）

売上高
1,372
（145）

1,312
（138）

1,662
（175）

767
（81）

税金等調整前四半期純利益金額又は
税金等調整前四半期純損失金額
（△）

△1,020
（△107）

△3,342
（△352）

△977
（△103）

△552
（△58）

四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）

△994
（△105）

△3,670
（△387）

△660
（△70）

△553
（△58）

１株当たり四半期純利益金額又は四
半期純損失金額（△）
（米ドル、括弧内は円）

△0.66
（△69.12）

△2.42
（△255.24）

△0.44
（△45.90）

△0.36
（△38.45）
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（３）【財務諸表等】

①【貸借対照表】

 
前事業年度
2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前事業年度
2012年12月31日
（単位：百万円）

当事業年度
2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当事業年度
2013年12月31日
（単位：百万円）

資産の部     
流動資産     
現金及び預金 898 95 9 1

その他 - - 1 0

流動資産合計 898 95 10 1

固定資産     
投資その他の資産     
関係会社株式 271,821 28,647 214,500 22,606

投資その他の資産合計 271,821 28,647 214,500 22,606

固定資産合計 271,821 28,647 214,500 22,606

資産合計 272,719 28,742 214,510 22,607

負債の部     
流動負債     
未払金 ※1 251,657 ※1 26,522 ※1 193,542 ※1 20,397

未払費用 687 72 475 50

短期借入金 - - 1,514 160

流動負債合計 252,344 26,595 195,530 20,607

負債合計 252,344 26,595 195,530 20,607

純資産の部     
株主資本     
資本金 3,885 409 3,916 413

資本剰余金     
資本準備金 380,119 40,061 380,158 40,065

資本剰余金合計 380,119 40,061 380,158 40,065

利益剰余金     
その他利益剰余金     
繰越利益剰余金 △327,582 △34,524 △328,510 △34,622

利益剰余金合計 △327,582 △34,524 △328,510 △34,622

株主資本合計 56,423 5,946 55,564 5,856

評価・換算差額等     
為替換算調整勘定 ※2 △37,918 ※2 △3,996 ※2 △37,946 ※2 △3,999

評価・換算差額等合計 △37,918 △3,996 △37,946 △3,999

新株予約権 1,870 197 1,362 144

純資産合計 20,375 2,147 18,980 2,000

負債純資産合計 272,719 28,742 214,510 22,607
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②【損益計算書】

 

前事業年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：千米ドル）

前事業年度
自　2012年１月１日
至　2012年12月31日
（単位：百万円）

当事業年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：千米ドル）

当事業年度
自　2013年１月１日
至　2013年12月31日
（単位：百万円）

売上高 ※1 831 ※1 88 - -

売上原価 ※1 1,542 ※1 163 - -

売上総損失（△） △711 △75 - -

販売費及び一般管理費     
役員報酬 142 15 1,316 139

給料及び手当 24 3 410 43

支払手数料 928 98 1,202 127

その他 0 0 0 0

販売費及び一般管理費合計 1,094 115 2,927 308

営業損失（△） △1,805 △190 △2,927 △308

営業外収益     
受取利息及び配当金 0 0 0 0

為替差益 68 7 617 65

その他 - - 123 13

営業外収益合計 68 7 740 78

営業外費用     
支払利息 - - 44 5

経常損失（△） △1,736 △183 △2,231 △235

特別利益     
債務免除益 408 43 - -

新株予約権戻入益 - - 1,303 137

特別利益合計 408 43 1,303 137

税引前当期純損失（△） △1,329 △140 △928 △98

法人税、住民税及び事業税 - - - -

法人税等調整額 - - - -

法人税等合計 - - - -

当期純損失（△） △1,329 △140 △928 △98
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

       （単位：千米ドル）

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 

資本金 資本剰余金

利益剰余金
株主資本合
計

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,885 380,119 △326,253 57,751 △38,040 △38,040 1,870 21,581

当期変動額         

新株の発行 - - - - - - - -

当期純損失（△） - - △1,329 △1,329 - - - △1,329

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 122 122 - 122

当期変動額合計 - - △1,329 △1,329 122 122 - △1,206

当期末残高 3,885 380,119 △327,582 56,423 △37,918 △37,918 1,870 20,375

 

       （単位：百万円）

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 

資本金 資本剰余金

利益剰余金
株主資本合
計

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 409 40,061 △34,384 6,086 △4,009 △4,009 197 2,274

当期変動額         

新株の発行 - - - - - - - -

当期純損失（△） - - △140 △140 - - - △140

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - 13 13 - 13

当期変動額合計 - - △140 △140 13 13 - △127

当期末残高 409 40,061 △34,524 5,946 △3,996 △3,996 197 2,147
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当事業年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

       （単位：千米ドル）

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 

資本金 資本剰余金

利益剰余金
株主資本合
計

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,885 380,119 △327,582 56,423 △37,918 △37,918 1,870 20,375

当期変動額         

新株の発行 31 39 - 70 - - - 70

当期純損失（△） - - △928 △928 - - - △928

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - △29 △29 △507 △536

当期変動額合計 31 39 △928 △858 △29 △29 △507 △1,395

当期末残高 3,916 380,158 △328,510 55,564 △37,946 △37,946 1,362 18,980

 

       （単位：百万円）

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 

資本金 資本剰余金

利益剰余金
株主資本合
計

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 409 40,061 △34,524 5,946 △3,996 △3,996 197 2,147

当期変動額         

新株の発行 3 4 - 7 - - - 7

当期純損失（△） - - △98 △98 - - - △98

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - - △3 △3 △53 △56

当期変動額合計 3 4 △98 △90 △3 △3 △53 △147

当期末残高 413 40,065 △34,622 5,856 △3,999 △3,999 144 2,000
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

前事業年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）

　当社は、前事業年度において営業損失4,968千米ドル（523百万円）、当期純損失1,303千米ドル（137百万円）を計

上し、当事業年度におきましても、営業損失1,805千米ドル（190百万円）、当期純損失1,329千米ドル（140百万円）

を計上しております。

　当社は、当事業年度において営業費用の削減を実施した結果、販売費及び一般管理費は前事業年度では3,063千米ド

ル（323百万円）であったのに対し、当事業年度は1,094千米ドル（115百万円）であり、64.3％の減少となりました。

また、当社はキャッシュ・インフローを増加させるために、ストーン・アンド・マッカーシー・リサーチ・アソシ

エート・インクのすべての資産や事業を売却しました。しかしながら、マイナスの売上総利益や営業費用が依然とし

て高いことから、当社は当事業年度においても継続して営業損失を計上しました。収益性のある事業への参入の不確

実性とキャッシュ・インフローの不足により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在し

ております。

　当該状況を解消するため、当社は継続的に経費削減を実施し、資産売却による資金調達を行っていきます。加え

て、収益性及び営業キャッシュ・フローのプラスの双方の観点から、新規事業に対する投資を模索し、新たな資本注

入に加え、事業統合や事業分離も含めた様々な手法により成長機会をとらえていきたいと考えております。

　ただし、当社の事業の継続可能性は、既存事業及び新規事業の成長や事業再編の成功に強く依存していることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、当期財務諸表は継続企業を前提とし

て作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を当期財務諸表に反映しておりません。

 

当事業年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

　当社は、前事業年度において営業損失1,805千米ドル（190百万円）、当期純損失1,329千米ドル（140百万円）を計

上し、当事業年度におきましても、営業損失2,927千米ドル（308百万円）、当期純損失928千米ドル（98百万円）を計

上しております。

　当社は、当事業年度において退任した役員への退職金及び新株予約権の発行費用等の多額の営業費用を計上した結

果、販売費および一般管理費は前事業年度では1,094千米ドル（115百万円）であったの対し、当事業年度は2,927千米

ドル（308百万円）であり、167.6％の増加となりました。また、当社は投資家に新株予約権を発行することにより資

金調達をしました。しかしながら、当社グループの収益の伸び悩みや営業費用が依然として高いことから、当社は当

事業年度においても継続して営業損失を計上しました。収益性のある事業への参入の不確実性とキャッシュ・インフ

ローの不足により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　当該状況を解消するため、当社グループは継続的に経費削減を実施し、資産売却による資金調達を行っていきま

す。加えて、収益性及び営業キャッシュ・フローのプラスの双方の観点から、新規事業に対する投資を模索し、新た

な資本注入に加え、事業統合や事業分離も含めた様々な手法により成長機会をとらえていきたいと考えております。

　ただし、当社グループの事業の継続可能性は、既存事業及び新規事業の成長や事業再編の成功に強く依存している

ことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、当期財務諸表は継続企業を前

提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を当期財務諸表に反映しておりません。
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重要な会計方針

項目
前事業年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当事業年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

１　有価証券の評価基準及び

評価方法

(1）有価証券 (1）有価証券

イ　子会社及び関連会社株式 イ　子会社及び関連会社株式

 移動平均法による原価法 同左

   

２　引当金の計上基準 (1）貸倒引当金 (1）貸倒引当金

 　債権の貸倒損失に備えるため、個別

に回収可能性を勘案し回収不能見込額

を計上することとしております。

同左

   

３　その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

財務諸表の円換算

　「円」で表示されている金額は、財務

諸表等規則第130条の規定に基づき、

2012年12月28日現在の株式会社三菱東京

UFJ銀行における対顧客電信相場（仲

値）、１米ドル＝86.58円で換算された

金額であります。なお、当該円換算額

は、単に表示上の便宜を目的としてお

り、米ドルで表示された金額が上記の相

場で実際に円に換算されることを意味す

るものではありません。

※前会計年度における日本円表示は当期

のレートを使用して換算しておりま

す。

財務諸表の円換算

　「円」で表示されている金額は、財務

諸表等規則第130条の規定に基づき、

2013年12月30日現在の株式会社三菱東京

UFJ銀行における対顧客電信相場（仲

値）、１米ドル＝105.39円で換算された

金額であります。なお、当該円換算額

は、単に表示上の便宜を目的としてお

り、米ドルで表示された金額が上記の相

場で実際に円に換算されることを意味す

るものではありません。

   

 機能通貨の報告通貨への換算

　外国会社である当社は、会計処理を行

う通貨（以下機能通貨という）として中

国元を使用しておりますが、財務報告に

おいて用いる通貨（以下報告通貨とい

う）には米ドルを使用しております。財

務諸表作成の際に行われる機能通貨から

報告通貨への換算は、国際会計基準第21

号に準じて、貨幣性資産及び負債につい

ては決算日の為替相場、非貨幣性資産及

び負債については取引時の為替相場、収

益及び費用は取引時の為替相場により換

算し、換算差額は為替換算調整勘定とし

て純資産の部に表示しております。

機能通貨の報告通貨への換算

同左
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追加情報

前事業年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当事業年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

（為替差額） （為替差額）

　当社は、在外事業体に対する債権債務により生じた為

替差額について、従来は為替差損益として表示してきま

したが、前第２四半期会計期間より、関連する在外事業

体に対する債権債務の決済が予定されておらず、かつ、

予見しうる将来において決済が発生しない可能性が高い

為替差益については、為替換算調整額に含めて表示して

おります。当事業年度における当該為替差損益の発生額

は5,054千米ドル（533百万円）であり、この方法により

当事業年度における営業収益は同額減少し、経常損失及

び税金等調整前純損失を計上しております。

　当社は、在外事業体に対する債権債務により生じた為

替差額について、2011年までの為替差損益として表示し

てきましたが、関連する在外事業体に対する債権債務の

決済が予定されておらず、かつ、予見しうる将来におい

て決済が発生しない可能性が高い為替差益については、

為替換算調整額に含めて表示しております。当事業年度

における当該為替差益の発生額は5,232千米ドル（551百

万円）であり、この方法により、当事業年度における営

業外収益は同額減少しております。

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適

用）

──────

　当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過

去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月

４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成

21年12月４日）を適用しております。
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注記事項

（貸借対照表関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前事業年度
（2012年12月31日）

当事業年度
（2013年12月31日）

※１　関係会社項目 ※１　関係会社項目

　関係会社に対する資産及び負債には区分掲記され

たものの他に次のものがあります。

　関係会社に対する資産及び負債には区分掲記され

たものの他に次のものがあります。
 

流動負債 251,657

未払金 （26,522）
　

 
流動負債 193,542

未払金 （20,397）
　

  

※２　機能通貨から報告通貨への換算に伴い発生する換

算差額を計上しております。

※２　　　　　　　　　 同左

 

（損益計算書関係）

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

前事業年度
（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当事業年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

※１　関係会社との取引にかかるものが次のとおり含ま

れております。

※１　　　　　　　 ──────

 
売上高 831

 （88）

売上原価 1,542

 (163）
　

 

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）及び

当事業年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

 

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　事業年度末までに取得または保有している自己株式はありません。

 

（リース取引関係）

前事業年度（自　2012年１月１日　至　2012年12月31日）及び

当事業年度（自　2013年１月１日　至　2013年12月31日）

 

　当社はリース取引を利用していないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

前事業年度（2012年12月31日）

 

関係会社株式で時価のあるもの

　該当事項はありません。

 

（単位：千米ドル、括弧内は百万円）

区分 貸借対照表計上額

子会社株式
271,821
（28,647）

関係会社株式
－
（－）

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社株

式及び関連会社株式」に含めておりません。

 

当事業年度（2013年12月31日）

 

関係会社株式で時価のあるもの

　該当事項はありません。

 

（単位：千米ドル、括弧内は百万円）

区分 貸借対照表計上額

子会社株式
214,500
（22,606）

関係会社株式
－
（－）

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社株

式及び関連会社株式」に含めておりません。

 

（税効果会計関係）

前事業年度
（2012年12月31日）

当事業年度
（2013年12月31日）

該当事項はありません。 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

  （単位：米ドル、括弧内は円）

項目
前事業年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当事業年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

１株当たり純資産額 12.21 11.54

 （1,286.81） （1,216.20）

   

１株当たり当期純損失 0.88 0.61

 （92.41） （64.57）

   

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり当期純損失であるため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり当期純損失であるため

記載しておりません。

 

　（注）　１株当たり当期純損失の算定上の基礎

 （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

項目
前事業年度

（自　2012年１月１日
至　2012年12月31日）

当事業年度
（自　2013年１月１日
至　2013年12月31日）

当期純損失
1,329
(140）

928
（98）

普通株主に帰属しない金額
－
（－）

－
（－）

普通株式に係る当期純損失
1,329
(140）

928
（98）

期中平均株式数 1,515,305.79 1,515,434.56

 

（重要な後発事象）

仲裁

　詳細は、「第６　経理の状況　１．財務書類　(1）連結財務諸表等　注記事項　（重要な後発事象）　２．仲裁」

に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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④　附属明細表

【引当金明細表】

   （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

区分 前期末残高 当期増加額
当期減少額
（目的使用）

当期減少額
（その他）

当期末残高

貸倒引当金
408
（43）

－
（－）

－
（－）

408
（43）

－
（－）

　（注）　貸倒引当金の当期減少額（その他）は、債権の直接償却（債権取立不能見込額を直接減額する処理）に充当したも

のであります。

 

【借入金等明細表】

  （単位：千米ドル、括弧内は百万円）

区分 前期末残高 当期末残高 平均利率（％） 返済期限

短期借入金
－
（－）

1,514
(160）

5.67％ －

合計
－
（－）

1,514
(160）

－ －

　（注）　「平均利率」については、借入金の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

 

２【主な資産・負債及び収支の内容】

添付の財務書類及び財務書類に対する注記をご参照下さい。

 

３【その他】

該当事項はありません。
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第７【外国為替相場の推移】
 

過去５年間の米ドルと日本円の為替レートは、日本の日刊紙２紙以上に掲載されているため、省略いたします。
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第８【本邦における提出会社の株式事務等の概要】
 

１【本邦における株式事務等の概況】

(1）本邦における株式の名義書換取扱場所及び株主名簿管理人

　日本においては、当社株式の名義書換取扱場所及び株主名簿管理人は存在いたしません。実質株主によって保有され

ている当社株式は、株式会社証券保管振替機構（JASDEC）の外国株券等保管振替決済制度に従って、現地保管機関によ

り香港内において、JASDEC又はそのノミニー名義で保管されております。三菱UFJ信託銀行株式会社が、上場有価証券の

発行者の会社情報の適時開示等に関する規則に基づき株式事務取扱機関として指定されております。

　本取引所における当社株式の取引は、買主と売主が同一の取引参加者である証券会社の顧客である場合には、原則、

買主と売主の各外国証券取引口座間の振替により行われ、買主と売主が異なる証券会社の顧客である場合には、JASDEC

に開設した当該証券会社の口座間の振替が行われます。これらの場合には、保管機関によって香港内で保有される株式

数は変わりません。

　以下に記載するものは、特に、締結されているか又は締結が予定されているJASDEC及び現地保管機関間の保管契約及

び保管契約に関する覚書、JASDEC、株式事務取扱機関及び当社間の株式事務委任に関する契約、JASDEC、配当金支払取

扱銀行及び当社間の支払事務委任に関する契約、及び総合取引参加者である証券会社及び各実質株主間の外国証券取引

口座約款に基づく、実質株主の配当受領権及び議決権などの権利をJASDECを通じて間接的に行使することを含む、株式

保有に関する事項の概要です。

 

(2）株主に対する特典

原則としてありません。

 

(3）株式の譲渡制限

原則としてありません。

 

(4）その他株式事務に関する事項

(a）決算日

毎年12月31日

 

(b）定時株主総会

　当社の定時株主総会は、2004年を除き毎年、当社の取締役会が決定する時間及び場所において開催されます。

 

(c）株主名簿の閉鎖

　株主に関わる外国若しくは国内又はその他の支店の名簿を含む株主名簿は、指定証券取引所の要件に従い指定され

た新聞又はその他の新聞において公告を行うことにより、又は指定証券取引所が認める方法により電子的に行うこと

によりその旨の通知がなされた後、一般的に又は種類株式に関して、当社の取締役会が定める時期又は期間（１年に

30日を超えてはならない。）について閉鎖することができるものとされております。

 

(d）基準日

　配当、分配、割当又は発行を受ける権利を有する株主は、かかる配当、分配、割当若しくは発行につき発表又は支

払等がなされる日又はかかる日の前後30日以内の、当社又は取締役が、中14日以上事前に指定証券取引所に対して行

う通知により定める日における株主名簿上の登録名義人です。

　配当を受領する権利を有する実質株主は、通常同一の暦日現在で株式事務取扱機関が作成した実質株主明細表上の

名義人です。
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(e）株券の種類

　株主として株主名簿に氏名が記載される者は全て、株式割当の際、自己の所有する株式につき株式の種類ごとに１

枚の株券を無償で受け取る権利を有し、取締役会が随時定める合理的な自己負担による費用の支払を行う場合には、

当該種類の１つ以上の株式につきそれぞれ複数の株券を受け取る権限を有します。複数の者により共有される株式に

関しては、当社は、それに関し２枚以上の株券を発行する義務を負わないものとし、また、複数の共同保有者の１名

に対する１枚の株券の交付により、共同保有者全員に対して交付したものとすることができるものといたします。

 

(f）株式に関する手数料

　実質株主は、外国証券取引口座約款に従って、日本の証券会社に外国証券取引口座を開設、維持するにあたり年間

手数料を、また特定取引の執行に関して手数料を支払う必要があります。ケイマン諸島においては、上記のとおり、

株式割当の場合、株主は２枚目以降の各株券を受け取るためには取締役会が随時定める合理的な自己負担による費用

を支払うことが必要となります。また、株券に記載される株式の一部を譲渡する場合に、残りの株式に関わる新株券

の発行を受けるためにも費用を負担することが必要となります。更に、株券が損傷若しくは汚損され、又は紛失、盗

難若しくは破棄の申立があった場合、新株券の発行には、証拠及び補償に関する規定（もしあれば）に従い、また取

締役会が適切と考える証拠の調査及び補償の準備のために当会社が負担した経費及び合理的な自己負担費用を支払う

ことを前提に、取締役会が定める手数料を支払うことが必要となります。

 

(g）公告を掲載する新聞

　当社は、株主総会に関する株主への招集通知等の一定の事項について、日本国内で発行されている主要日刊紙に掲

載して公告いたします。

 

２【本邦における実質株主による議決権の行使等】

(1）実質株主による議決権の行使に関する手続

　実質株主は、株主総会の招集通知等を郵便にて受領するか、又は議決権を行使するための情報も記載された日本国内

で発行されている主要日刊紙における公告により株主総会等について通知されます。JASDECは、実質株主の指示がない

場合には、実質株主を代理して議決権を行使いたしません。

 

(2）利益の配当請求に関する手続

　株式事務取扱機関は、当社から配当の支払についての通知を受領した場合は、これを実質株主に通知いたします。

　当社は、必要な合計額をJASDECを代理する現地保管機関に支払い、現地保管機関はこれを配当金支払取扱銀行に交付

し、配当金支払取扱銀行は、郵便為替又は直接実質株主の銀行口座に交付する、又は他の支払銀行を通じて間接的に実

質株主に交付いたします。実質株主は、株式事務取扱機関が作成した実質株主明細表に記載された実質株主です。

 

(3）株式の譲渡に関する手続

　日本においては、実質株主は、当社株式の株券を保有せず、当社株式に関する権利を本取引所における取引により譲

渡することができます。この場合、取引の決済は、総合取引参加者である証券会社に開設された口座間の振替か又は

JASDECに開設された同証券会社の口座間の振替によって行われます。
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(4）配当等に関する課税上の取扱い

(a）配当

　実質株主に対する配当は、日本の税法上配当所得とみなされます。配当に関する課税は、以下のとおりです。日本

国の居住者たる個人又は日本の法人が支払いを受ける配当については、ケイマン諸島における配当支払額からケイマ

ン諸島又はその地方公共団体における源泉徴収税（もしあれば）が徴収された後の残高が、以下の源泉徴収税率によ

る日本の所得税課税の対象となります。なお、平成21年１月以降、当社株式の５％未満を保有する日本の居住者たる

個人は申告分離課税を選択できます。

 

配当を受けるべき期間 日本の法人
当社株式の５％以上を保有す
る日本の居住者たる個人

当社株式の５％未満を保有す
る日本の居住者たる個人

平成25年１月１日から
平成25年12月31日まで

所得税7.147％
所得税20.315％

所得税7.147％，住民税３％

平成26年１月１日以降 所得税15.315％ 所得税15.315％，住民税５％

 

　上記の配当は海外の会社から支払われるものであるため、個人株主に関しては配当控除は適用されず、法人株主の

場合には配当の益金不算入が認められません。

　なお、ケイマン諸島において徴収される税金がある場合には、日本国の税法に従って外国税額控除が認められる可

能性があります。

 

(b）売買損益

　当社株式の日本における取引から生じる売買損益に対する課税は、国内会社の株式取引の売買損益課税と同様で

す。したがって、法人株主に該当する場合には、その譲渡損益は法人税の課税所得に含めて課税が行われます。

 

(c）相続税

　当社株式を相続し又は遺贈を受けた日本に居住する実質株主には、日本の相続税法に基づき相続税が課されます。

但し、一定の状況下において外国税額控除が認められる可能性があります。

 

(5）その他の通知及び報告

　日本における当社株式の実質株主に対し、株主総会等に関する通知が行われる場合には、株式事務取扱機関は、当社

からこれを受領し、これを一定基準日現在の実質株主明細表に基づき実質株主に交付するか、所定の方法により公告を

行います。
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第９【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

該当事項はありません。

 

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から本報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1）有価証券報告書及び確認書

　金融商品取引法第24条第１項に基づく有価証券報告書を2013年４月４日関東財務局長に提出。

　金融商品取引法第24条の４の２第１項に基づく確認書を2013年４月４日関東財務局長に提出。

 

(2）内部統制報告書

　金融商品取引法第24条の４の４第１項に基づく内部統制報告書を2013年４月４日関東財務局長に提出。

 

(3）四半期報告書及び確認書

　金融商品取引法第24条の４の７第１項に基づく四半期報告書を2013年５月14日関東財務局長に提出。

　金融商品取引法第24条の４の８第１項に基づく確認書を2013年５月14日関東財務局長に提出。

 

(4）臨時報告書

　金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第１項及び第２項第９号の２の規

定に基づく臨時報告書を2013年５月28日関東財務局長に提出。

 

(5）臨時報告書

　金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第１項及び第２項第９号の２の規

定に基づく臨時報告書を2013年７月９日関東財務局長に提出。

 

(6）四半期報告書及び確認書

　金融商品取引法第24条の４の７第１項に基づく四半期報告書を2013年８月14日関東財務局長に提出。

　金融商品取引法第24条の４の８第１項に基づく確認書を2013年８月14日関東財務局長に提出。

 

(7）臨時報告書

　金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第１項及び第２項第９号の２の規

定に基づく臨時報告書を2013年10月23日関東財務局長に提出。

 

(8）四半期報告書及び確認書

　金融商品取引法第24条の４の７第１項に基づく四半期報告書を2013年11月13日関東財務局長に提出。

　金融商品取引法第24条の４の８第１項に基づく確認書を2013年11月13日関東財務局長に提出。

 

(9）臨時報告書

　金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第１項及び第２項第３号の規定に基

づく臨時報告書を2013年12月19日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

第１【保証会社情報】
 

該当事項はありません。

 

第２【保証会社以外の会社の情報】
 

該当事項はありません。

 

第３【指数等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書 

 

  平成26年４月15日

 

新華ホールディングス・リミテッド   

取締役会　御中   

 

 清　和　監　査　法　人 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 南方　美千雄　　　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　悦生　　　　　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　　　　㊞

 

＜財務諸表監査＞
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の
状況」に掲げられている新華ホールディングス・リミテッドの平成25年１月１日から平成25年12月
31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括
利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財務諸表作成のた
めの基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。
 
連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査
の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
　監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ
れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性につい
て意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた
適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す
る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた
見積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、新華ホールディングス・リミテッド及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべ
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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強調事項
１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は営業損失を継続的に計上し、営
業活動によるキャッシュ・フローについても大幅なマイナスとなっている。当該状況により、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実
性が認められる理由については当該注記に記載されている。連結財務諸表は、継続企業を前提
として作成されており、このような重要な不確実性の影響は連結財務諸表に反映されていな
い。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成26年３月３日開催の取締役会決議に基づ
き、連結子会社である新華ゲームズ（香港）・リミテッドにおいて運転資金のための資金調達
を目的として借入れを行っている。

３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社およびその子会社である新華ファイナンシャ
ル・ネットワーク・リミテッドはERI、Shegerian氏およびその他の当事者から仲裁に応じるよ
う要求を受けている。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
 
＜内部統制監査＞
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、新華ホー
ルディングス・リミテッドの平成25年12月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。
 
内部統制報告書に対する経営者の責任
　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と
認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示す
ることにある。
　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することが
できない可能性がある。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制
報告書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認め
られる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内
部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合
理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施することを求めて
いる。
　内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について
監査証拠を入手するための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断によ
り、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査
には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を
含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　当監査法人は、新華ホールディングス・リミテッドが平成25年12月31日現在の財務報告に係る内
部統制は有効であると表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果につい
て、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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 独立監査人の監査報告書 

 

  平成26年４月15日

 

新華ホールディングス・リミテッド   

取締役会　御中   

 

 清　和　監　査　法　人 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 南方　美千雄　　　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　悦生　　　　　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　　　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の
状況」に掲げられている新華ホールディングス・リミテッドの平成25年１月１日から平成25年12月
31日までの第10期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸
表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務
諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する
意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基
準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどう
かについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求
めている。
　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリス
クの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見
表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な
監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、
監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評
価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、新華ホールディングス・リミテッドの平成25年12月31日現在の財政状態及び同日を
もって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め
る。
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強調事項
１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は営業損失を継続的に計上し、営
業活動によるキャッシュ・フローについても大幅なマイナスとなっている。当該状況により、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実
性が認められる理由については当該注記に記載されている。財務諸表は、継続企業を前提とし
て作成されており、このような重要な不確実性の影響は財務諸表に反映されていない。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社はERI、Shegerian氏およびその他の当事者から
仲裁に応じるよう要求を受けている。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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